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　大国シェーンハイトの王都は雪に覆われていた。

　こんな日こそ、バルシュミーデ宮殿は輝きを増すというものだ。黄金の装飾や彫像は、雪面から光の反射を受け、いつもよりきらめいて見える。

　そのエントランスに一台の馬車が到着した。

「ラングラン外交使節団、ご到着！」

　侍従が声高々に告げる中、十二歳の第一王女イレーネは弟二人と、外国の使節団を見ようと、階段庭園の庭木の陰から馬車を見下ろしていた。

　それは、黄金の装飾が施された豪華な赤い馬車だった。

　──大使が乗っているんじゃないかしら。

「姉上、あの車輪、我が国より大きいですね」

　九歳の王太子スヴェンがそう言った。乗り物好きな彼らしい視点だ。イレーネは気づかなかった。

「本当だわ。国によって違うのね。大きいほうが速く進みそう」

「あっ、扉が開あいた！」

　スヴェンが指差した先には、深くかぶった毛皮の帽子から白髪をのぞかせる年配の男性がいた。

「あのおじい様は……大使かしら？」

「もう一人出てきましたよ」

「若いわ。ご子息かしら」

　イレーネがスヴェンと話していると、横から、五歳の第二王子ディレクの洟はなをすする音が聞こえてくる。

「スヴェンばっかり姉上と話して……ずるい、ずるいよ～！」

　そんなことを訴えてディレクが泣き出すではないか。

　──まずい、ディレクの泣き声は爆発音並みに強烈なのよ！

　轟ごう音おんを出される前になんとかしないと、ラングランの使節団に何事かと思われてしまう。イレーネは、スヴェンと話すのをやめ、すっくと立ちあがる。

「ディレク、『私は今、鳥になる、飛んでみせる』」

　ディレクの好きな童話の一節を、イレーネは威厳のある声色こわいろを作って諳そらんじ、童話の挿絵にあったように両手を広げた。毛皮のコートなので見かけも鳥のようだ。

　ディレクがきょとんとしている。

　──よし、このまま泣き声を抑えてみせるわ。

「『愛する人と出会ったそのとき、私は飛べると言ったわよね？』」

　ディレクが感激の面持ちで「『シャルロット！』」と、童話の主人公の名でイレーネを呼んだ。

　──入り込んでるじゃない。

　この調子だ。こうなったらイレーネはなりきるしかない。

　階段庭園の下の段の植木には雪が積もっている。ここなら落ちても平気だ。

「『飛べないかもしれない。でも、私は飛ぶわ』」

　イレーネは威勢よく台詞セリフを吐いたものの、地面を蹴けるときに毛皮を踏んでよろけてしまい、目的とは違う方向に飛ぶことになる。段々になっている植木よりさらに向こう、地面のほうへ。しかもそこには大理石の彫像がある。

　──激突しちゃう！

　恐怖でイレーネは目を瞑つぶるが、ぶつかることなく、ふわりと浮かんだ。

　──私、死んだ？

　イレーネが目を開けると眼前に、溜ため息いきが漏れるほどきれいな顔があった。女性と見み紛まがう金髪の青年が抱きとめてくれていたのだ。

　──て、天使!?

　彼は驚きで目を丸くしていたが、その瞳が優しげに細まり、その唇が弧を描くのに時間はかからなかった。

「鳥になり損そこねたみたいだな？」

　──さっきの台詞、聞こえていたの？

「国王陛下、王妃陛下が謁見の間までお待ちです」

　侍従の声が聞こえてきて、イレーネは、真っ青になる。

　──こんなことが知れたら、お母様に大目玉をくらうわ！

　イレーネは視線を青年のほうに戻した。

「人間は鳥にはなれませんわ。風によろけてしまったところを助けてくださり、ありがとうございました。でも、どうか私のことは見なかったことにしてくださいね？」

　精一杯、上品な笑みを浮かべてそう告げ、イレーネは彼の腕の中から飛び下りる。

　ちょうど、弟の乳母がこそこそと寄ってきて「イレーネ様、早くこちらへ」と、イレーネの手を取ってくれた。

「イレーネ？」

　怪け訝げんそうな青年の声に気づくことなく、イレーネはそこから一目散に逃げだした。









[image: ]



















第一章　じっとしていれば美人











　六年前のあの日と同じく、バルシュミーデ宮殿の中庭には深々と雪が積もっていた。芝生に描かれた幾何学模様の小道も、大理石の紋様も何もかもが雪に埋もれて見えなくなっている。

　大人が嫌う積雪だが、子どもにとっては喜ばしいものだ。

「姉上、最高です～！」

　中庭では、十一歳の第二王子ディレクの楽しそうな声が響いていた。

　第一王女イレーネは、十八歳になっても弟たちと外で遊ぶことを好んだ。ディレクが座っているのは、黄金の白鳥の顔が先頭にあるそりで、黄金の椅子にはベルベットが張られ、座り心地も見み栄ばえもいい。

　本来その椅子に座るはずのイレーネは、椅子の背もたれを摑つかみ、御ぎよ者しやのように背後に立っていた。ゆるやかな傾斜を下っていくそりの上で、イレーネは毛皮の白帽子を戴いただいたダークブロンドをふわふわと揺らし、毛皮付きの赤いコートをマントのようになびかせている。

「もっと速くなるから覚悟するのよ～！」

　イレーネが明るい声を上げると、ディレクが笑う。だから、イレーネは頑張って雪の中にずぼっずぼっと足を沈めては地面を蹴る。

　すると、そりは加速し、ディレクの声はますます楽しげになっていく。

　そのとき、近くで二人を見守っていた侍女のロミーが声を上げた。

「イレーネ様、そろそろおやめになってくださいませ」

「姉上、まだやめないでください」

　弟にそう頼まれたものの、いつもイレーネを思いやってくれる、六歳年上のロミーが進言したからには、何かわけがある。

　──例えば、こういうおてんばを許せない人が現れたとか……。

　いやな予感がして身構えたイレーネだが、視界に入ってきたのが幼おさな馴な染じみのエッカルトで肩かた透すかしをくらう。エッカルトは長いつきあいなので、イレーネのおてんばにも寛かん容ようだ。

「イレーネ、今日も元気そうだね」

　エッカルトが、エントランスと地面を繫つなぐ白い階段を下りながら声をかけてきた。階段の左右が庭園になっているのだが、今は淡いピンクを帯びたクリスマスローズが一面に植えられていて幻想的だ。

　雪面の段で止まると、エッカルトがサファイアのような青い瞳を細め、手を外側に広げ、優雅に挨拶をしてくる。毛皮付きケープの下から、きらびやかな盛装をのぞかせていた。

　今晩、王宮舞踏会があるのだ。王女が言うのもなんだが、左右の花々も相まって、エッカルトは絵本から抜け出てきた王子様のようだった。

　信じられないことに、この美丈夫がイレーネの許婚いいなずけなのである。

　そのとき、エッカルトの後ろに現れた母親を見て、イレーネは真っ青になった。

　イレーネの母、カタリーナが眉を吊つり上げて噴火直前みたいになっているからだ。

　──やっぱり、いた！　おてんばを許せない人が！

「イレーネ、あなたはもうすぐ十八歳よ。そりで遊ぶのはおやめなさい。エッカルトも呆あきれているわ、ねえ？」

　カタリーナがエッカルトの横まで下りてきて同意をうながすが、エッカルトは頭を縦に振らなかった。さすが生まれたときからの婚約者。幼馴染としていっしょに遊んできたかいがあったというものだ。

「いえ、イレーネらしくて素敵です」

　エッカルトが麗しい微笑を浮かべると、カタリーナの吊り上がっていた眉が下がる。カタリーナはエッカルトをうっとりと見つめたまま、手だけイレーネのほうに向けた。

「まぁ、エッカルト。心が広いわ。巷ちまたでは、イレーネはじっとしていれば美人なんて言われているらしくて……喜んでいいのか悪いのか。ここは寒いわ。中でお茶にしましょう」

　エッカルトは公爵家嫡男で、彼のベーテンドルフ公爵家といえば名門中の名門である。

　王女イレーネとの婚約が決まったのは、イレーネが生まれた十八年前で、エッカルトがまだ二歳のころだ。隣国ラングランとの関係が悪化し、軍事を掌つかさどる公爵家との結束を強化するために決まった政略結婚だった。

　母親と公爵夫人の仲がいいこともあり、小さなころからイレーネはエッカルトと頻繁に会っていた。おかげでイレーネのおてんばぶりに今さら驚かれることがなくてありがたい。

　──でも本当のところ、私のこと、どう思っているのかしら？

　エッカルトからしたら、物心ついたときには王女と結婚することが決まっていたので、イレーネが好みの女性でなくても受け入れるしかなかったのではないか──。

　イレーネは母の後ろについて、エッカルトと並んで階段庭園を上りながら、こう問いかけた。

「エッカルト、無理して私と結婚しなくてもいいのよ？」

　エッカルトのきれいな形をした鳶とび色いろの眉が跳ね上がった。

「イレーネは、私と結婚したくないのか？」

　エッカルトは美形なので、社交界では女性からものすごく人気がある。

「結婚してもらえるとありがたいわ……。私は、ほら、おてんばだし、王女だしね？」

　王女の嫁ぎ先となると、普通は他国の王族で、臣下なら最高位の公爵家でないと難しい。

　エッカルトが無言のまま、イレーネの顔をのぞき込んできた。

「なあに？　もしかして、顔に何かついてる？」

　イレーネは掌てのひらで頰をこすった。

「こうされても、なんとも思わないんだ」

　エッカルトが溜息をつく。

「ど、どうしたの？　エッカルト」

「いや、なんでもない」

　エッカルトが視線をすべらせ、前を向いた。イレーネも眼前の母の背に目を遣やる。

　イレーネとエッカルトが、カタリーナに連れていかれたのは宮殿の三階にある応接の間まだった。庭が見渡せるので、彼女はごく近しい客人を招いて、ここでお茶をするのを好んでいる。

　イレーネは、雪まみれの毛皮付きコートを侍女に託す。

　色とりどりの花が飾られた丸テーブルには、すでに妹のマルティナが席に着いていた。イレーネたちを認めると、母譲りのはしばみ色の瞳を細め、ゆっくりと立ち上がった。

　──いやな予感。

　おしとやかなマルティナは母親のお気に入りだ。母カタリーナは遠国アストラから嫁いできた王女で生来の気品があるだけに、顔も性格も自分に似ていないイレーネが気に入らず、いつも妹のマルティナと比べてはイレーネを貶おとしめる。

　カタリーナはエッカルトに座るよう、うながしながら、こう語りかけた。

「本当に今日は、みっともないところをお見せしてしまったわ」

「いえ、とんでもございません。昔から弟想おもいでいらっしゃるのは、幼馴染の私がよく存じ上げております」

　──さすがエッカルト、長いつきあいね。わかってくれてる。

　イレーネは胸を熱くした。

　エッカルトを婚約者にしてくれたことに関しては、両親に感謝したい。

「エッカルトったら、イレーネに甘すぎよ」

　非難しているふうな言葉だが、カタリーナの機嫌は直っていた。美しく礼儀正しいエッカルトは、幼いころから母のお気に入りである。

　そのとき、マルティナのか細い声が聞こえてくる。はきはきしゃべるイレーネとは違い、マルティナは声も女らしい。

「お母様、お姉様のそりがとても速くて、窓から見ながら、お怪け我がをされるのではないかと心配していたので、本当によかったですわ」

　マルティナの隣に座るカタリーナが目尻を下げた。

「マルティナ、そんな心配をして……優しいんだから。お姉様に、あなたのようなおしとやかさが少しでもあればいいのに……」

「まあ、そんな……私、活発なお姉様が羨ましいんですのよ？」

　マルティナがうつむきがちにそう言って、上目遣いで見た相手は、決して〝羨ましいお姉様〟ではなく、エッカルトだった。

　──エッカルトは美形だから……。

　そう思うたびに、婚約者が自分で申し訳ないような気持ちになるイレーネだ。

　窓の外に目を向けると、弟二人が雪合戦をしている。

　──楽しそう。

　イレーネとて三年前までは、弟二人と同じようなことをしても許されたのだが、十五歳になってからは、手芸やらダンスやら、花嫁修業ばかりさせられている。その出で来きがあまりに悪いものだから、なんでもそつなくこなす妹と比べられては母親に怒られていた。

　──あーあ、私、女に向いてない三流品なんだわ。

「イレーネ、そろそろ着替えたら？」

　母親に指摘されて気づいた。ほかの三人は舞踏会用の衣装に身を包んでいて、イレーネだけが乗馬服のような動きやすい格好をしていた。

　イレーネはすぐにお茶会を辞して自室に戻る。

　部屋に着いたとき、すぐにお菓子をつまめばよかったのだが、イレーネはドレスに着替えてからお腹なかがすいていることに気づく。

　──そりで思いっきり運動したからだわ……。

　幸か不幸か、イレーネの部屋には外国の大使から贈られたお菓子があった。

「ロミー、あのレヴァシとかいうお菓子、みんなで食べましょうよ」

　周りの侍女たちの顔が明るくなったというのに、ロミーが眉をひそめる。

「コルセットを締めたあとなのに、苦しくなりませんでしょうか？」

　このとき、ロミーに「一口だけだから大丈夫よ」と答えたことを、イレーネはのちに悔くやむことになる。

　というのもこのレヴァシ、おいしすぎたのだ。ラズベリーとリンゴ、そして蜂蜜だろうか。甘酸っぱくふわふわして、平べったいお菓子だった。一枚だけと思ったのに、五枚も食べてしまった。侍女たちも止まらなくなっていた。

　ぺらぺらだから大丈夫だろうと高たかを括くくっていたが、お腹の中でふくらむタイプの食べ物なのだろうか。ロミーの予言通りになる。

　──お腹が苦しい……。

　イレーネはロミーに連れられて、よろよろと舞踏広間に向かう。

「ごめんなさい。広間に入る前に談話室で少し休ませて」

「コルセットをゆるめなくても大丈夫ですか？」

　ロミーが心配げな眼まな差ざしを向けてくる。

「いったん自分の部屋に戻ると遅刻になるかもしれないし、少し休めば大丈夫よ。それにしてもレヴァシ……今まで知らなかった味だわ」

　レヴァシの味についてロミーと語り合いながら、イレーネが談話室に足を踏み入れたところ、先客がいた。

　イレーネは刮かつ目もくした。

　部屋の隅に抱き合う男女がいたのだ。ついさっき見たばかりの服だ。男性は銀糸の刺繡が美しい紺色の丈長たけながの上衣じよういで、女性は白く繊細なレースがふんだんに使われた桜色のドレス──。

　──エッカルトとマルティナ！

「イレーネ様……」

　ロミーが気づかわしげに小声で名を呼んでくる。

「……腑ふに落ちた」

　自分でも思わぬ言葉がイレーネの口から零こぼれた。

「は？」

　ロミーがいぶかしげな眼差しを向けてくる。

　そうだ。イレーネはこの瞬間に、いろんなことが腑に落ちた。

　物心つかないうちに親に勝手に婚約者を決められて、満足するものだろうか？

　──しない。

　すごくもてる色男が、がさつなイレーネに恋をするなんてありえるだろうか？

　──ありえない。

　婚約者が十八歳になったのに、なぜ結婚の二文字が会話に出てこなかったのだろうか？

　──結婚したくないから！

　つまり、そういうことだ。

「ロミー、行くわよ」

　イレーネが、そっと立ち去ろうとしたとき、マルティナの高い声が聞こえてくる。

「お姉様!?」

　次の瞬間、エッカルトがマルティナから離れた。

「イレーネ、どうしてここに!?」

　エッカルトは見たことがないくらい動揺して、目を泳がせている。

「少し休もうかと思ったんだけど……お邪魔みたいで……」

　イレーネにしては頼りない声になった。イレーネはカッと大理石を蹴って踵きびすを返す。

　背後から「エッカルト、行かないで」「いや、でもこのままじゃ……」などというやり取りが聞こえてきた。

　──結婚前にわかってよかったわ。

　相手がマルティナだとは思っていなかったが、エッカルトが社交界デビューして、淑女たちの噂うわさの的まとになったときから、いつかこんな日が来ると覚悟していたような気がする。

　──それなのに、なぜ？

　なぜ、イレーネの瞳から涙が零こぼれそうになっているのだろうか。

　手で拭いたら化粧が落ちるので、下を向いて涙の雫しずくをそのまま落とす。舞踏広間まで来ると、イレーネは口の端をできるだけ上げて、ロミーに顔を向けた。

「ロミー、ここからは私一人で大丈夫よ。舞踏会が終わるまで待っていてね」

「は、はい。イレーネ様、お気をしっかりなさってくださいまし」

「ありがとう」

　そう答えて、イレーネはアーチ状の豪ごう奢しやな入口から舞踏広間へと足を踏み入れた。

　すると、すぐに淑女たちに囲まれる。

「イレーネ様、今日は珍しく元気がないのではありませんか？」

　心中を察してくれるのはうれしいが、イレーネは皆の気持ちを沈ませたくなかった。

「それが、思いっきりコルセットを締めてもらったあと、お菓子を食べちゃって……」

「まあ」と、皆が口々に驚きの声を発して、上品に笑い始めた。

　実は女性からなら、イレーネもエッカルトに張るくらいもてる。彼女たちからの褒め言葉は『おもしろいお方』だ。

「姉上」

　と、弟のスヴェンが輪に入ってきた。スヴェンは十五歳で、社交界デビューしたばかり。頰もまだふっくらとしているので、イレーネの女友だちからかわいがられている。

「まあ、スヴェン様、ごきげん麗うるわしゅう」などと言ってお辞儀をしながらも、皆の目尻が下がっている。

「スヴェン、私も雪合戦、参加したかったわ」

　これは、イレーネの心からの叫びなのだが、淑女たちにはおもしろく感じられるようで、扇の下で楽しそうにクスクス笑っている。小鳥のさえずりのようで、イレーネは皆が笑ってくれるのが好きだ。

　スヴェンは笑うことなく大真面目にこう答えた。

「母上が出かけているときに、ぜひ！」

「ありがとう。楽しみにしているわ」

「あ、エッカルトだ」

　スヴェンの言葉に、イレーネはぎくりと反応した。スヴェンが入口のほうに目を向けるものだから、イレーネもその方向にゆっくりと顔を振ると、エッカルトが今までにない深刻な表情でマルティナと話している。

　ずきんと胸が痛んだ。

　──二人の仲を邪魔してるのは私なんだわ……。

「まあ。エッカルト様ってば、ああいうきりっとした表情も素敵ですわね」

　淑女たちがほうっと憧れの吐息を漏らした。

「姉上？　どうかなさいました？」

　スヴェンにそう問われて、イレーネはハッとした。

「え、あ……私より、マルティナとのほうがお似合いだなって思って……」

　イレーネが肩をすくめると、スヴェンが不思議そうに顔をのぞき込んでくる。

「姉上はエッカルトに不満があるんですか？」

「不満とか私からはおこがましいわ。もらってもらえるだけで、ありがたいわよ」

「そんなことないですよ。エッカルトはイレーネといると楽しいって言ってました。マルティナはドレスが汚れちゃうとか言って遊んでくれないし、私なら、姉上を選びますよ」

　──スヴェン……！

　不意打ちをくらって、イレーネは胸がいっぱいになり、何も話せなくなってしまった。

「イレーネ、踊ろう」

　そのとき、背後からエッカルトの声が聞こえて、手を取られる。

「え？　マルティナは？」

「もう話し終わった」

　──何を？

　第一王女と婚約者のダンスが始まったものだから、貴族たちが間まを取り、やがて舞踏広間の中央に円形の空間ができる。

　イレーネはエッカルトを見上げた。巨大なシャンデリアに照らされ、サファイアの瞳がきらきらと輝いている。舞踏広間にいるとき、彼は一層輝きを増すのだ。

　ダンスをしながら、エッカルトがこんなことを聞いてきた。

「イレーネは、私との結婚のこと、どう思ってるんだ？」

「どうって、両家の親が決めることでしょう？」

　そのとき、エッカルトが急に不機嫌になった。

「私のことをどう思っているかを聞いてるんだけど？」

「エッカルトは小さなころからの友だちで……仲良しだわ？」

「……それだけ？」

「それに婚約者だわ」

「そうだ……婚約者だ。親の決めた……」

　エッカルトがそう言ってうつむいたあと、何か決意したかのように顔を上げる。

「イレーネ、君から婚約を破棄すると言ってくれれば、この婚約はないものにできると思うんだけど、どうする？」

「え？　婚約破棄？　そんなことを言い出したら、私、お母様からお叱しかりを受けるわ。破棄したかったら、エッカルトから言ってよ」

　エッカルトがますます不機嫌になった。

「親に怒られるから？　破棄したくないのが、そんな理由なのか？」

「……今日のエッカルト、なんだか変だわ」

「変じゃない。ここはもともと引っかかっていたところだ」

　──ここってどこ？

　エッカルトがたたみかけるようにこう言ってくる。

「私は臣下だ。こちらから婚約破棄を申し出ることはできない。イレーネから言ってくれないか？　そのほうが双方にとってもいいだろう？　だって、君は私のことを……」

　エッカルトが途中まで言いかけたあと、何かを諦あきらめたかのように溜息をついた。

　──そこまでしてマルティナといっしょになりたいってこと？

「ねえ、エッカルト、私のどこが気に入らなかったの？」

「気に入らない？　そういうわけじゃない。むしろ君のほうが……」

　エッカルトが口く惜やしそうな顔になったあと、言葉を継ぐ。

「いや……君が女らしくないからだ」

　そう言ったときのエッカルトは真顔だった。

　イレーネは意外にも、ものすごくショックを受けてしまう。自分が女らしくないことなど、イレーネだって知っている。幼いころからいっしょに遊んできたエッカルトだって知っているはずだ。

　そして、エッカルトは、そんなイレーネを弟想いだと、かばってくれた。

　──なんで今さら、こんなわかりきったことを理由にするの？

　イレーネはそのとき、ともに遊んで楽しかった思い出まで全て否定されたような気がした。

　恋愛は残酷だ。

〝楽しい〟と〝愛している〟は違うのだ。おそらく真逆と言っていいほどに──。

　そして、エッカルトはマルティナという愛すべき女性の存在に気づいた。

「そう……そうよね。私、女らしくないから……結婚したくないわよね？」

「え、あ……そういうわけでは……つい口からうっかり……」

　この期ごに及んで言い訳など聞きたくない。

「エッカルトの気持ちはわかったわ。お母様も、こんなだめな娘をもらうはめになるなんてエッカルトがかわいそうって、よく言っているもの」

「え、そんなことをおっしゃっていたんだ？」

「エッカルト、私のほうから婚約破棄を申し出てあげるわ」

　──私から解放してあげる。

「え？　いや、そういうわけでは」

「私を捨ててマルティナに乗り換えるってばれたら不興を買うと思っているの？　大丈夫。そこは隠しておいてあげるから。せめてもの餞はなむけよ」

「餞って別れる気か？」

　エッカルトの表情が急に引きしまった。

　ちょうどそのとき、ダンスの曲が終わったので、イレーネはくるっと向きを変え、エッカルトからずんずん離れていく。正直、顔を見るのも辛い。

　イレーネの行先は、国王夫妻のところだ。

「イレーネ、待てよ」

　あとをついてくるエッカルトがなぜか慌てた様子だ。いくら婚約破棄を望んでいても、国王夫妻の前でそれを告げられるのは緊張する案件だろう。

　──なら、さっさと終わらせてあげるわ！

　天井を彩る黄金の装飾から垂れる深紅のベルベットで囲まれた、国王夫妻の席の前に出て、イレーネは両親にお辞儀をする。

「お父様、お母様、私、エッカルトとの婚約をなかったことにしてほしいんです」

「え？」

　隣でお辞儀をしていたエッカルトが慌てた様子で顔を上げた。

　──頼んできておいて、今さら何を驚いているの？

「どういうことだ？」

　父王リュディガーの眉間にしわが寄り、さすがにイレーネも足がすくむ。だが、意に染まぬ結婚で、エッカルトの一生を台無しにするわけにはいかない。

「私、エッカルトとは幼いころからいっしょに遊んでいたものですから、兄弟にしか思えず、結婚、できそうにないんです」

「えっ」

　またもやエッカルトが驚いたような声を上げてイレーネを見つめてくる。

　そのとき、マルティナがやって来て、エッカルトのほうに身を乗り出した。

「まあ！　なんてことでしょう！　それでは、ベーテンドルフ公爵家との結びつきがなくなってしまいますわ。私でよければ代わりますけど、エッカルト様、いかがです？」

「え？」

　エッカルトが目を剝むいたままマルティナのほうに顔を向けてから、国王のしかめ面つらに視線を送り、喉仏を上下させた。

「……それは……ありがたい……お申し出です」

　エッカルトがなぜか呆ぼう然ぜんとしている。

「エッカルト、いきなりイレーネからマルティナへ頭を切り替えられるものなのか」

「い、いえ、切り替えると申しますか……ご姉妹お二人とも大変麗しく、光栄の極みでございます。国王陛下、ご配慮くださり、感謝申し上げます」

　──マルティナは女らしいもの。

　イレーネは半歩下がって、エッカルトを挟んだ向こうにいるマルティナに目配せする。

「マルティナ、ありがとう」

　イレーネがそう告げると、マルティナが恥じらいがちにうつむく。

「いえ。お礼を言いたいのは私のほうですわ。こんな素晴らしい方と婚約できるなんて」

　すると、エッカルトが慌てた様子でマルティナのほうに振り向く。

「そ、そんな……私こそ、マルティナ様のような、たおやかな方と婚約できるなんて……う、うれしく思います」

　──エッカルトとマルティナは、とてもお似合いだわ。

　だが、この心中のもやもやはなんなのか、イレーネはその正体を突き止められずにいた。







　問題は、母親だ。

　案の定、イレーネは舞踏会のあと、王妃の居室に呼び出された。

　応接室に通されると、母カタリーナが、座面が小花柄の黄金の長椅子にゆるりと腰かけていた。だが、イレーネに椅子に座るよう勧めることはなかった。

「こういう大きな決断をするときは、事前に母親に相談するものよ」

　不愉快そうに片目を引きつらせるカタリーナの前でイレーネは深いお辞儀をした。

「申し訳ありません」

「皆がそろっているところで言われると、あとに退ひけなくなるでしょう？　マルティナが気を利きかせなかったら、ベーテンドルフ公爵家との関係もどうなっていたことか！」

「申し訳ありません」

　カタリーナは顔も見たくないとばかりに扇を広げて視線を逸そらした。

「しばらく自室から出てはなりません」

「え？　しばらく？」

　カタリーナがパンッと扇を閉じてイレーネに向けた目つきは嗜虐しぎやく的だった。

「そうね。次の舞踏会まで一ヵ月、謹慎しなさい。あなたには部屋でじっとしているのが一番堪こたえるでしょう？」

　事実上、軟禁だ。







　イレーネが自室の窓の脇で椅子に座ると、ペットの白猫、ウーヴェがすかさず膝に乗ってくる。イレーネは外を見ながら、その白い長毛を撫なでた。

　エッカルトと結婚できなかったことに関しては、自分でも驚くほど後悔の念が湧いてこなかった。むしろ身軽な気持ちになったぐらいだ。

　ただ、窓の外で雪合戦をしている弟二人がとても楽しそうで、きらめいて見える。

　──私、来世は絶対、男性に生まれ変わる。

　そんなことを思っていると、イレーネの瞳から涙が零れ出す。

「イレーネ様、元気をお出しになってくださいな」

　侍女ロミーの心配げな声が聞こえてきて、イレーネは指先で涙を拭った。自分に仕えている者を不安にさせてはいけない。

「あら、私は元気よ。元気すぎて、今すぐにでも外に飛び出して弟たちに雪の球たまをぶつけてやりたいぐらい」

　イレーネは冗談めかしてそう告げたが、長いつきあいの侍女であるロミーの瞳には憐れん憫びんの情が映し出されていた。

「でも、またどうしてエッカルト様のような、気心も知れて、身分も外見も申し分のない方との婚約を破棄されたのです？」

　ロミーに、不思議で仕方ないという顔をされる。

　──そういえば、私が破棄したことになっていたんだったわ……。

「ほら、私、女らしくないでしょう？　だからマルティナのほうがお似合いだと思って」

「つ、つまり身を引かれたと!?」

「ま、まあ、そうとも言えるかも？」

　なぜかロミーの目が据わった。

「マルティナ様は元々、エッカルト様に秋波しゆうはを送ってらっしゃいましたものね。抱き合うところだって、わざと見せつけたのかもしれませんよ？　現に、すぐにイレーネ様にお気づきになったではありませんか」

「え？　そうなの？　ロミーは恋愛にくわしいのね」

　そういえば、ロミーは未亡人なのに恋の噂うわさが絶えない。

「イレーネ様が鈍感すぎなのです。幼いときから結婚相手が決まっていて、いわば不戦勝。勉強したり努力したりする必要がなかったのですわ。よろしかったら、私の愛読書を差し上げます。少々お待ちください」

　ロミーが何かを取りに行ったので、イレーネが白猫ウーヴェを床に置くと、ウーヴェがイレーネのドレスの裾に体をこすりつけてくる。

　ほどなくしてロミーが戻り、赤くて小さい女性向けの本を差し出してきた。表紙には金色の文字でこう書いてある。

『淑女入門～最高の殿方のハートを摑む愛される女性になるために～』

「愛される女性になる!?」

　イレーネにこの発想はなかった。今まで読んできた小説では、男女は自然と愛し愛されたり、運命の男性が現れたりするものだったが、現実は違うのだろうか。

　ロミーが学者のように、こほんと小さく咳せき払ばらいをした。

「イレーネ様は、『じっとしていれば美人』と言われるくらいの外見をお持ちです」

「ロミー、それは褒め言葉と取っていいのかしら？」

「失礼いたしました。宝の持ち腐れはもったいないと思いまして。新緑を思わす大きな瞳に、ふっくらした小さな唇、艶つややかなダークブロンド、きゃしゃな体型……どこをとっても殿方の心を鷲わし摑づかみにする要素しかありません！　ああ、私がイレーネ様なら社交界中の殿方を私のものにできるのに！　テクニックさえ身につければ怖いものなしですわ。エッカルト様よりもずっとイレーネ様を大切にしてくださる方が見つかるはずです！」

　ロミーは話しながら、どんどん顔が赤くなり、早口になっていった。自分の得意分野が役に立ちそうで興奮している様子だ。その根本に主あるじであるイレーネへの愛情を感じ、イレーネは胸がいっぱいになる。

「ロミー、ありがとう。世界で一人でもそんなふうに思ってくれる人がいるなんて私は幸せ者だわ」

「いえいえ、必ずや私などよりもずっと深くイレーネ様を想う殿方が見つかるはずです」

　早速、イレーネは本をぱらぱらとめくってみた。

『手芸が下手でも、手芸が好き、と自みずからを洗脳せよ』

　──なるほど。好きこそものの上じよう手ずなれ、というわけね。

『キスを求められ、すぐに応じたら軽い女と思われて本命になれない』

　──結構、際きわどいことも書いてあるのね。

　イレーネが目についたところを読んでいると、その本に、ロミーの手が伸びてくる。

「少しお貸しくださいませ。中でも、イレーネ様にはこれが一番重要だと思われますわ」

　イレーネの手中の本を、ロミーが反対側からぱらぱらとめくり、あるページに来ると手を止めた。

「ここです」

　ロミーが指差したところには『とにかく相手のいいところを見つけて褒めるべし』とあった。

　イレーネは意外に思う。というのも、彼女は〝じっとしていれば美人〟なのだから。

「褒めようとして、下手にしゃべったら、ぼろが出るんじゃないかしら？」

「誰しも褒めてもらえると、うれしくなりますよね？　褒めることに関しては、黙るよりむしろお話しになったほうがよろしゅうございますわ。エッカルト様も、もっと褒めてほしかったのかもしれませんよ？　臣下なので劣等感もおありだったでしょうし」

　ずきんとイレーネの心が痛む。

　──気が利きかなかったんだわ、私。

「で、でも……愛情って、こんなテクニック的なもので手に入るものかしら？」

　ロミーが諭さとすように、ゆっくりと首を縦に振った。

「イレーネ様、愛は錯覚なんですよ。だって、ほかの人にとっては特別でない人間を、この世で最も素晴らしい人のように感じてしまうんですもの。いかに錯覚を起こさせるかが鍵です」

「な、なるほど。現実では、努力をしないと愛されない、ということね」

　──私は童話や小説を読みすぎて、何もしなくても愛が手に入ると思い込んでいたんだわ。

「では、いろんな男性から言い寄られているロミーは希代のイリュージョニストというわけね？」

　イレーネが褒めると、ロミーが照れたように青い瞳を伏せ、耳にかかる鳶色の巻き髪を指先でくるくるとし始めた。

「いえ、まぁ、それほどでも。私ぐらいになると、褒めることで殿方を掌の上で転がせるというか……」

「て……掌で!?」

　ロミーがまんざらでもなさそうに、黙ったままこくんとうなずいた。

　彼女は男爵家の娘で、十六歳のときに侍女として王宮に入り、高位の貴族の嫡男にも言い寄られたのに、美形優男やさおとこの子爵家次男と結婚した。が、彼が若くして亡くなったため、再び侍女となり、それから四年間、第一王女イレーネの侍女として王宮生活を謳おう歌かしている。

　日々の生活が充実しているのに、ロミーは自ら志願してイレーネの軟禁にもつきあってくれたのだ。

　──その気持ちがありがたい……。

「私の軟禁のせいで、ロミーに会えなくなって殿方が寂しがっているんじゃないかしら」

　ロミーの顔がなぜか明るく輝いた。

「イレーネ様、会えないというのも一つのテクニックですのよ。会えない時間があることでやっと、会えることのすばらしさ、ひいては私のすばらしさに気づくのです。今ごろ、彼らは狂おしいほどに私のことを想っていることでしょう」

　イレーネは開眼する。

「さ、さすがです！」

　思わず、侍女相手に敬語になっていた。

　イレーネはもう一度、本に目を落とす。様々なテクニックが並んでいる。

「でも、こんなテクニック的なことで男性に好きになってもらえて、うれしいもの？」

　──愛されるのは本当の自分じゃないんだわ。

　ロミーが真顔になった。

「自分が好きな相手になら、好かれてうれしくないですか？」

「……確かに」

　問題は、イレーネに〝好きな相手〟がいないということだ。イレーネは小さいころは愛を信じていた。エッカルトがいつか素敵な青年になって、真に愛し合う日が来るのではないか、などと。

　──子どもの夢物語だわ。

　イレーネは本棚に近づき、子どものころから愛読している童話『鳥の王女』を取り出す。

　シャルロットは鳥に変身できる一族の王女なのに変身できず、飛べなかった。だが、一族以外の人間を愛し、彼を助けたいという一心で飛んだ。そう。皮肉にも、人間を愛したことで飛べるようになり、愛する人の前で鳥の姿をさらしてしまうことになったのだ。

　──でも彼は、たとえ鳥でもシャルロットを愛するって言ってくれるのよね。

　そんな童話を何度も読み返したせいか、イレーネは、自分が鳥おてんばだとわかったうえで、エッカルトが自分を好いてくれていると勘違いしてしまったのかもしれない。

　この話でイレーネが一番好きなシーンは、彼を救うために勇気を振りしぼって飛ぶところで、そのときの台詞セリフがこれだ。

『飛べないかもしれない。でも、私は飛ぶわ』

　イレーネは子どものころ、よくこの台詞を叫びながら飛ぶまねをしていた。

　──今だって。いえ、今こそ飛ぶのよ！

　イレーネはくるっと顔をロミーのほうに向ける。

「ロミー、私、飛ぶわ！　テクニックを習得して殿方を掌の上で転がしてみせる！」

「はい、イレーネ様！　時間はたくさんあります。もてる淑女の特訓をしましょう！」

　伸びしろのありそうな生徒イレーネを前に、ロミーは青い瞳を輝かせた。







　軟禁は一週間で解かれた。

　──長い間、王女が姿を消すのも問題だものね。

　イレーネは予定より早く解放された理由を、そのぐらいのことだと思っていた。

　軟禁の終了を告げにきた王妃の侍女に連れていかれたのは、国王の居室だった。その応接室にイレーネが入ると、両親が同じ長椅子に並んで座っており、まるで謁見の間まにでも来たかのような気持ちになる。

　──何か言いわたされそうないやな予感がするわ。

　父王リュディガーが威厳を示すように咳せき払いをした。

「イレーネ、王家に生まれついた以上、結婚についてわがままを通すことなど許されない。この一週間で、それが骨身に染みただろう？」

　イレーネは丁寧なお辞儀をした。

「はい。お父様、ここ一週間、日々反省をして過ごしておりました」

　本当は、ロミーから、もてる女性になるための特訓を受けていた。今後はもてる気しかしない。現に今、特訓の成果である、か細い声を使っただけで、父親の眉が同情的に下がったのをイレーネは見逃さなかった。

　母カタリーナが扇を広げて口元を隠す。

「私はずっと、陛下とこれからどうしようかと頭を痛めておりました。王女の婚約が急に白紙になったなんて醜聞ですからね？　ですが、昨日、解決法が見つかったのです。よかったわね、イレーネ」

　母親が上機嫌なものだから、イレーネは悪寒がしてきた。

　リュディガーが妻に顔を向けてうなずいてから、イレーネを見上げた。

「隣国ラングランの国王と王子二人が流行はやり病で三み月つきほど前に亡くなり、甥おいのフェリクスが即位したのは知っているな？　そのフェリクスから昨日、親書が届いた。第一王女イレーネを王妃として迎え入れたいと。つまり求婚だ。国王は齢よわい二十七歳。十八のおまえとちょうどいい」

　──私がラングランの王妃!?

　あまりに予想外で、イレーネは目をぱちくりさせる。

　シェーンハイトとラングランは三百年にわたって武力紛争が絶えなかった。それは双方が自国の領土だと主張するロワリエ地方があったことが大きい。

　だが、二年前、当時公爵だったフェリクスが元帥に昇進したとたん、猛攻撃を仕掛けられ、ロワリエ地方全土が四週間でラングランの手に落ちた。

　すぐにでも、シェーンハイト本土に侵攻してくるかと思いきや、なぜかロワリエ地方だけで満足したようで、その後はロワリエ地方内の小こ競ぜり合いぐらいしか起こっていない。とはいえ、講和条約を結んだわけではないので、停戦しているだけで今も戦争中だ。

　だからこそ、第一王女イレーネと、元帥公爵の嫡男であるエッカルトとの婚約が重要視されていた。

　元帥だったフェリクスが国王になったとたん、王女に求婚するということは、講和どころか同盟関係になろうとしているわけだ。

「お父様、私が結婚することで戦争が終わるということですか？」

　国王リュディガーが重々しくうなずいた。

　──領土は取られたままなのに？

「ロワリエ地方はお諦めになるのですか？」

　父王があからさまに顔をしかめたものだから、イレーネはびくっと縮こまる。

　──私は本当に一言多い。

「そういったことは、またおいおい考えるとして、和平は大事だ」

「そ、そうですわね」

　肝心なことを考えていないということは、ラングランに歯向かうと怖いから、とりあえず娘を差し出すだけのように思えてならない。

　そのとき、母カタリーナの唇が弧を描いた。一瞬、錯覚かと思ったが、やはり、少しおもしろがっているようなところがある。

「ラングランはイレーネに婚約者がいると知らなかったようで、第一王女を名指ししてきたの。婚約が白紙になったところだったから、ちょうどいいわ」

　その言葉はイレーネにとって衝撃的だった。シェーンハイトとしてプライドはないのだろうか。それよりも、イレーネをさっさと片づけるほうが優先されているということか。

「つまり表向きには、エッカルトとの婚約を白紙に戻したのは、ラングラン国王から求婚があったためだということにするのだ。公爵夫人より王妃のほうがずっと格上だ。喜べ」

　リュディガーが形ばかりの笑みを作った。天才軍師が国王の座に就いたラングランを相手に結婚を断る度胸は、この父王にはない。

「今度は国王相手に、婚約破棄だなんてわがままは許されませんからね？」

　母親は、悪い子を諫いさめるような口調ながらも、目が笑っていた。意地悪な笑みだった。いらないものが処分できて、せいせいするといったところか。

　──頼むから、少しは本音を隠してよ……。

　母のお気に入りはマルティナだと思っていたが、違う。今、イレーネは確信した。

　母はイレーネのことが嫌いなのだ。でないと今、こんなふうに笑えるわけがない。

　それはイレーネが少女時代、いつも弟たちや婚約者と、男の子のように遊んでいたせいかもしれないし、それよりももっと根本的な性格、婚約破棄について申し出る前に、母親に相談もせずに、皆の前で口にしてしまうような身勝手さなのかもしれない。

『君が女らしくないからだ』

　エッカルトの言葉が矢のようにイレーネの心の奥深くまで突き刺さっている。

　──どこにも居場所がない。

　イレーネはとてつもない孤独感に震えた。

　それならば、イレーネを欲してくれるラングランのほうがずっといい。少なくとも王妃の座は用意してくれている。

　──そうだ。座る場所はある。

　今、イレーネは座ることも許されず立ったままで、長椅子に腰かける両親に、敵国同然の国に嫁げと命令されているのだ。

　──これは私にとって最後のチャンスなんだわ。

　ラングランでは、自分の居場所を見つけたい。イレーネは心からそう願った。

　とはいえ、ラングラン国王は、狂獅子きようじしと呼ばれる軍人である。

「あ、あの……ラングランから肖像画などは届いていませんの？」

「親書とともに届いておる」

　父王が近くの侍従に目配せすると、侍従が肖像画を抱えてきた。

　そのとき、イレーネは目を見張った。

　そこには黄金の髪をきらめかせ、そのきらめきに負けないくらいの金色こんじきの瞳はきりっと前を見据え、鼻筋通った鼻の下には、薄くも厚くもない唇が自信ありげに弧を描いていた。見たことのないような美丈夫である。

「求婚なので、多少、見栄えよく描かれているんでしょうね」

　そう言い捨てた母親のほうに、イレーネは顔を向けた。

「……ですよね？」

　狂獅子と恐れられる男がこんな美形なはずがない。







　イレーネは、その夜から家族と食事をとることを許された。

　少し遅れて晩ばん餐さんの席にイレーネが現れると、弟二人が立ち上がって迎えてくれた。

「姉上、よかったです。いっしょに食べられるようになったんですね」

「姉上、また遊んでください」

　イレーネは泣きそうになる。弟二人だけは、昔からイレーネを慕ってくれていた。

　だが、その弟たちも、母親からギロリと睨にらまれると震えあがって自席に戻る。

　イレーネが、弟二人のお向かい、妹の隣の席に座ると、マルティナが小首を傾かしげて上目遣いで見つめてきた。この所しよ作さは『淑女入門』にも効果的だと書いてあった。

　──マルティナ、さすがだわ。本を読まずとも自然にこの所作ができるのね。

「お姉様は王妃様になられるのですね？」

　マルティナは、決して羨ましいという表情ではなかった。優越的な笑みを浮かべている。

「ええ。そうみたい」

「おめでとうございます。さすがですわ。第一王女でいらっしゃいますものね」

　その会話を耳にして、母カタリーナがふっと小さく笑った

「マルティナはエッカルトと正式に婚約の運びとなったわ」

　──そんなことだろうと思っていたわ……。

「……そうですか。おめでとう、マルティナ」

「ありがとうございます。私がエッカルト様と結婚すれば、全て丸く収まるから、安心してラングランに嫁がれてくださいね。エッカルト様、私にとても優しいんです」

「そう……」

　そのときイレーネは急に、エッカルトと遊んだ幼き日を思い出した。

　──あれは七、八歳のころだわ……。

　ベーテンドルフ公爵邸の中庭で母親と公爵夫人がお茶をしていて、その傍そばにある大きな木の陰かげ、母親から見えないところで、イレーネはエッカルトと木の枝で〝騎士の決闘ごっこ〟をしていた。『えいっ』『やるな』などと言った声を上げながら、枝と枝をぶつける。

『覚悟おし！』

　イレーネが前に踏み込んだのはいいが、石につまずいて転んでしまう。

『大丈夫か？』

　心配して屈かがんだエッカルトに手を取られる。

『こういうときに留とどめを刺さないなんて、エッカルト、優しいのね』

　イレーネがそう言って立ち上がると、エッカルトは少し驚いたような顔をしたあと、にかっと口を大きく開けて笑った。

『早く結婚して毎日イレーネと遊べるようになりたいなぁ』

　──あの笑顔に噓うそはなかった。

　と、感傷的になったがすぐに、イレーネはあることに気づく。

　──私、あのときエッカルトを褒めたんだわ。優しいって。

　ロミーの直感は外れていない。確かに最近、もてるエッカルトに気き後おくれして褒めることがなくなっていた。

　その彼は一週間前、こんな理由で婚約破棄を頼んできた。

『女らしくないからだ』

　イレーネが女らしくないことなど、十年以上前からわかっていたはずだ。

　だが、人はいつまでも子どものままではいられない。心も体も男へと、女へと変化していき、やがて自分と異なる魅力を相手に求めるようになる。

　──泣くな、私。

　元婚約者に未練など持たないことが、せめてもの矜持きようじだ。

「イレーネはラングランに、マルティナはベーテンドルフ公爵家に嫁ぎ、これで国外も国内も安泰だ。乾杯といこうか」

　父王の浮かれた声に、イレーネは現実に連れ戻され、慌てて杯を上げる。家族そろって杯を掲げるのになんとか間に合った。

　そのとき、イレーネはシャンデリアに照らされてきらめくグラスを虚むなしい気持ちで見つめながらこう思った。

　──少しでも早くここを離れたい。

　隣の妹を一いち瞥べつすると、蠟ろう燭そくの光に照らされたはしばみ色の瞳は、茶よりも緑色が強く出てきらきらとしていた。







　イレーネが自室に戻ると、侍女のロミーが心配そうに飛んできた。

「イレーネ様、やっと軟禁が解かれたと喜んでいたら……ラングランに行かれるって本当ですか!?」

　ほかの侍女たちも集まってくる。使用人たちの間でも、ラングランとの政略結婚が噂となって伝わっているようだ。

「ええ。私、ラングランの王妃になるんですって」

　心配されたくないので、イレーネは意識して口角を上げた。

「そ、そんな……ラングランの国王といえば……」

　ロミーが、そう言って口を噤つぐんだ。ほかの侍女たちも言葉を失っている。

　ならば、代わりにイレーネが言うしかあるまい。

「そうよ。あの〝狂獅子〟よ」

　ラングランの現国王フェリクスは即位する前は元帥公爵で、戦場ではシェーンハイト軍に〝狂獅子〟と恐れられていた。それは国王の甥でありながら先頭で指揮を執とる勇猛果敢さもさながら、彼が黄金の髪と瞳を持つ精せい悍かんで大柄な男だったという外見も大きい。

　しかも昨年、ロワリエ地方に駐留させた部隊の指揮官を処分したそうだ。占領後、治安を回復できない罪を部下になすりつけ、殺すことで民の不安を解消させたというのが専もつぱらの噂だ。

　今回のことだってそうだ。即位したとたんに敵国同然のシェーンハイトの第一王女を妃に望むなんて、さすが狂獅子である。

　ロミーがイレーネを真っすぐ見据えて近寄ってきた。

「イレーネ様、私は夫を亡くしてから四年間ずっとイレーネ様にお仕えしてまいりました。ラングランにはぜひ、お供ともさせてください」

　周りの侍女たちが退ひいて、イレーネとロミーから少し距離を置いた。

　──そりゃ、誰も敵国同然のラングランになんて行きたくないでしょうね……。

「ロミー、無理しなくてもいいのよ」

　イレーネは誰もいない隣室までロミーを誘いざなう。二人で話そうと思ってのことだ。

　扉が閉まると、ロミーが、わっと泣き出した。

「あんまりです。きっとマルティナ様が仕組んだんですわ。エッカルト様と婚約したいあまりに……」

「しっ」と、イレーネは指を唇に当てた。

「ほかの者の前でそれを言った？」

「いいえ。私がこんなことを口にしたら、イレーネ様がそう思っていると勘違いされてしまいますもの」

「それがわかっているなら、二度と口にしないでね。あなたがいつも姉のように見守ってくれているの、私、とてもうれしく思っていたの」

　ロミーの瞳にじわっと涙が浮かんだ。

「今からでも拒否できないものでしょうか。これではまるで獅子への生いけ贄にえではありませんか」

　イレーネは静かに首を振った。

「いいえ。私、もうこの国にいたくないの。だからむしろ、いい機会だと思っているぐらいよ」

　口に出して、イレーネはやっとわかった。この国にいたくない。マルティナとエッカルトの結婚式も見たくない。何をやっても母親の逆げき鱗りんに触れてしまうのも、もううんざりだ。

　そう思ったとき、本棚に差したままになっていた『淑女入門』が目に留とまった。

「そうよ。私、ラングランで生まれ変わる、生まれ変わることにしたわ！」

「えっ？」

　ロミーが濡れた眼まなこを瞬しばたたかせた。

　イレーネは本棚に近づき、『淑女入門』を手に取る。

「殿方は褒めて褒めて褒めまくればいいんでしょう？　そしてか細い声で小首を傾げるの！　軟禁中にコツは摑んだわ。ロミー、あなたは言ったわね。愛されるのはテクニックだって。だから、私、国王から愛される王妃になろうと思うの」

　ロミーがしばらく、ぽかんと口を開けていたが、ためらいがちにこんなことを聞いてくる。

「イレーネ様は、狂獅子に……愛されたいのですか？」

「そうよって即答したいところだけど、私、ほら、女としての魅力があまりないようだから、せめて、嫌われないようにしたい」

「な、何をおっしゃるんですか！　イレーネ様はこんなにお美しくて……マルティナ様は嫉妬なさっているんですわ」

　イレーネは瞼まぶたを少し落とし、半眼になる。

「それ、ほかの者の前では言ってないわよね？」

「言ってません！」

　ロミーは手を左右にぶんぶんと振って、身振りでも否定してきた。

「ロミー、どうやったら男性の関心を引けるのか、もっとくわしく私に教えてよ」

「え、そんな……私、もてると言っても、イレーネ様がお相手されるような高貴な方々ではありませんから」

「あら、私の夫なんて猛獣なのよ？」

「獣は……いよいよわかりませんわ」

　真顔でそう答えるロミーが可お笑かしくて、イレーネはぷっと吹き出してしまう。すると、それにつられてロミーも笑った。笑いはいつも心を軽くしてくれる。

　──さあ、冒険が始まるわ！















第二章　惚ほれさせてみせます！　国王陛下











　結婚の申し込みから二ふた月つきも経たたないうちに、イレーネがラングランに向かう日がやって来た。

　二度と見ることがないだろう階段庭園は、チューリップやパンジー、ルピナスなどに彩られ、春の訪れを告げている。

　その階段の前に停とまっている白い馬車は白馬四頭立てで、黄金の装飾が施されていた。普段イレーネが乗るものより豪華で、大国シェーンハイトのプライドを感じさせる。

　馬車の前に、王族から使用人まで何百もの人々が、イレーネを見送るために集まっていた。それなのに幼馴染のエッカルトはいない。

　その一角に、華やかな集団があった。うれしいことに、イレーネの女友だち十数人が駆けつけてくれたのだ。

　イレーネはまず、淑女たちの前に歩を進めた。

「皆さん、最後にお会いできてうれしいわ」

「さ、さ、最後なんて！」と泣き出す娘が出てきた。ずっと涙を堪こらえていたようだ。

　自分を慕ってくれた人もいたことに、イレーネは心を温かくする。

「皆さんのおかげで楽しかったわ。これからはお手紙のやりとりをしましょうね」

「文通してくださるのですか!?　うれしいです」

「ぜひ！　お手紙たくさん書きます！」

　皆が口々に喜びの声を上げてくれた。

「珍しいお菓子を見つけたら、皆さんに送るから楽しみにしておいて」

　イレーネがそう言うと、ある淑女が茶ちや目めっけたっぷりにこんな冗談を言ってくる。

「コルセットで締めあげたあとに食べないようにしないと、ですわね？」

　皆、笑いを抑えきれず、口元に扇をかざして肩を震わせた。

　その隣で弟二人も笑いを嚙かみ殺ころしている。王太子のスヴェンがイレーネの白猫を抱きかかえていた。

「ウーヴェをよろしくね」

　イレーネがウーヴェの白い長毛を撫でると、ウーヴェが気持ちよさそうに目を細めて喉を鳴らす。

「姉上、もちろんです」

　ディレクが「姉上～」と、今にも泣きだしそうな顔をしている。

　だが、その隣の二人、母カタリーナとマルティナには、そんな悲しみが全くなかった。むしろ喜びすら感じられるのは、イレーネの穿うがった見方だろうか。

　そして、父リュディガーがイレーネの手を両手で握りしめ、顔を近づけてくる。

「イレーネ、例の件、くれぐれもよろしくな」

　父王の密命を思い出し、イレーネはげんなりした。







　一昨日の夜、父は、こっそりイレーネの部屋を訪れ、こんなことを頼んできたのだ。

『いずれ時を見て、ロワリエ地方をシェーンハイトに返還するよう、ラングラン国王を説得してくれないか』

　あまりの無茶ぶりにイレーネが啞あ然ぜんとしていると、こんなことをたたみかけてくる。

『母親とうまくいかず、この国がいやになっているかもしれないが、カタリーナはアストラ出身の王女で、私はないがしろにできない。結婚とはそういうものだ。今すぐというわけではない。イレーネに少しでもこの国を愛する心があるのなら、子が生まれたあとでもいいから、私の願いを思い出してほしいのだ』

　それを聞いて、少しほっとしている自分がいることに、イレーネは気づいた。

　父王は、まだロワリエ地方を諦めていなかった。

　それに、イレーネと母親の関係も理解してくれている。この結婚を受けたのは、母と娘が離れたほうがいいと思ってのことかもしれない。その父親が国王としてのプライドを投げ捨て、こうして頼んでいるのだ。

　──下した手てに出られると弱いのよね、私。

『できるかどうかわかりませんが、頑張ります』

　イレーネは父親にぎゅっと抱きしめられた。

『イレーネ、ありがとう。会えなくなるのは本当に辛いけれど、おまえはどこでもやっていける娘だ。幸せに……！』

『お父様……』







　そんなわけで今、イレーネは父親の手に自身の手を重ね、「できる限りのことはいたしますわ。お父様」と、うなずいて答えていた。

　一通り挨拶が終わると、イレーネはつきそいのロミーと馬車に乗り込み、前後を大勢の騎兵に守られて宮殿を出発する。

　──エッカルトに挨拶ぐらいしたかったな……。

　もう婚約者ではないとはいえ、生まれたときからのつきあいだ。イレーネは少し寂しく思う。

　馬車が走り出してから半刻ほど経ったころだろうか、窓から見える風景が、街から長閑のどかな田園風景に変わった。

　鮮やかな黄色い花をつけたミモザの木々を、イレーネがぼんやりと眺めていると、目の前にエッカルトが現れる。

　馬に乗ったエッカルトが馬車の横にぴったりとつけてきたのだ。

「イレーネ！」

　彼の瞳には涙が浮かんでいた。

「エッカルト、見送りに来てくれたの？」

　大きな声を出したら、窓の向こうにも聞こえたようで、エッカルトがこう返してくる。

「ああ。最後に挨拶だけでもしたくて……イレーネ、これからも元気で！」

「ええ。エッカルトも！」

　イレーネは馬車の中なので小さく手を振った。するとエッカルトが手を大きく振って返してくる。しばらく併走していたが、やがて彼は天に向けて真っすぐに手を挙げると、向きを変えて去っていった。

　エッカルトは悪い人ではない。イレーネが男なら、いい友人になれたかもしれない。

「エッカルト様、泣いてらっしゃいましたわ。やはりイレーネ様に未練がおありなのでしょうね」

　ロミーの呆れ声が聞こえてきて、イレーネは感傷から現実に引き戻される。

「未練だなんて……長いつきあいだから、寂しいだけよ」

「イレーネ様に失礼なことを言っておいて、寂しいだなんて身勝手ですわ。でも、せっかくだから、活用させていただきましょう。イレーネ様、先ほどのエッカルト様を褒めてみてください」

　──新しい婚約者がいるくせに泣きながら追ってくる元婚約者を褒める？

「かなりの難題ね」

　イレーネはすうっと息を吸い、吐き出すときに上目遣いになる。

「サファイアのような瞳が涙できらめいて、とても素敵でしたわぁ」

　語尾が舌ったらずになるよう意識した。

「そうです、その調子です」

「しかも、鳶色の髪が春の風になびいて、なんて爽やかなのかしら！」

　イレーネは感激した面持ちで両頰を手で覆った。

「イレーネ様！　今の表情、女性の私でさえも恋に落ちそうになりましたわ。その調子です。では、うれしいときは？」

「まあ」

　イレーネはそう言って顔の前で手と手を合わせた。

「なんて愛らしい！　女性の私でさえも抱きしめたくなりましたわ」

　こんなぐあいに愛される女性になるための特訓をしていたら、ラングラン王都への十日間の旅程は体感二日ぐらいで終わる。

　王都に近づくにつれ、父親との密約がイレーネに重くのしかかってきた。

　──ロミーのように本当に、夫を思うままに操縦できるようになるのかしら……。

　イレーネがそんなことで気を揉もんでいると、王宮を取り囲む背の高い柵さくが見えてくる。

　柵は草花を模かたどった美しい意い匠しようで、ところどころに黄金が使われている。柵の隙間から見える宮殿はクリーム色と青を基調としていて、屋根には黄金が使われているうえに彫像まで飾られている。宮殿は翼を広げたように左右に伸びて巨大だった。

　イレーネは緊張し始める。

　あの宮殿に着いたら、国王に愛される努力をし、愛されたら愛されたで、領土交渉をしなければならない。

　──ただ単に愛されたいと思っていたころは、まだ気楽だったわ。

　まさか嫁ぐにあたって、そんな使命を負わされようとは想像すらしていなかった。

「イレーネ様、外をのぞいている姿なんて、優雅じゃありませんわ」

　ロミーに指摘されて、イレーネが急ぎ窓から顔を離すと、ロミーがカーテンを閉めた。

「そ、そう？　私……ラ、ラングランの宮殿とか、ぜんっぜん興味なんかないし！」

「そうですよ。その心意気です」

　──こういうのが女らしさっていうものなのかしら？

　何か違う気がして、イレーネは母親を思い出す。確かに、彼女なら馬車の窓から好奇心丸出しで外を見たりしないだろう。

　──もうすぐ着くから、頑張らないと。

　たとえ政略結婚でも、夫が自分の好みでなくても、惚れさせてみせる。

　──そうよ。これは戦いなのよ！

　シェーンハイト三千六百万の民の幸せがかかっていると思うと余計に緊張してしまうイレーネだった。

　ファンファーレが鳴ったことで門を通り過ぎたことがわかる。道が大理石か何かでできているようで、馬の蹄ひづめの音が硬質になり、馬車があまり揺れなくなった。

　やがて、馬車が停まると「シェーンハイト第一王女イレーネ・フォン・ホフマンスヴァルダル様のご到着」と高らかな声が上がり、それに続けて話し声が聞こえてくる。

「いや、私が介添えをするから君は下がっていなさい」

「そ、そんな国王陛下自らでございますか？」

　──これは……野獣と噂の国王と従者の会話では!?

　イレーネは固かた唾ずを呑のみ、隣のロミーを横目で見る。

　ロミーはゆっくりと首を縦に振ると、小声でこんなことを囁ささやいてきた。

「今日のイレーネ様は、ダークブロンドに白い花の形をしたアクセサリーが映はえて楚そ々そとした美しさがあり、どこから見ても、雪合戦をしたり、そりの後ろに立って地面を蹴るような方には見えませんわ。きっと国王陛下も……」

　と、そこで、扉が開いた。いつもなら慌てるところだが、『淑女入門』を暗記するほど読み込んだイレーネは顎を少し上げた状態で背筋を正して前を向いたまま、瞳だけをゆっくりと外に向けた。こうすると優雅に見えるらしい。

　──噓でしょう！

　肖像画通り、目つきが鋭く、かなりの強こわ面もてなのだが、その美しさは肖像画を遥はるかにしのいでいた。金髪はまさに黄金と言っていい輝きを見せ、金色こんじきの瞳は光の加減によっては少し赤みを帯びて神秘的だ。シックな黒の軍服が美しさを引き立てていた。

　──獅子というより幻獣って感じだわ。

　まるで彼だけが、お伽とぎ噺ばなしの中の住人のようだ。

「遠路はるばる、ようこそお出いでくださいました。私がフェリクス・ド・ラングランです」

　うっかり、うっとりイレーネが眺め入ってしまったところで、隣のロミーから肘で突つつかれ、イレーネは我に返る。

「こ……国王陛下初めまして。私はイレーネ……イレーネ・フォン・ホフマンスヴァルダルです。シェーンハイトから参りました。よ、よろしくお願いいたします」

　──ちょっとどもってしまったけど、こういう頼りなげなのもときには有効って本に書いてあったから、きっと大丈夫。

「固くならず、こちらへどうぞ」

　イレーネの前に出された手は、まるで労働者階級のような荒れた手だった。いくつか傷もある。

　──そういえば、この方、軍人だったわ。

　イレーネが恐る恐る置いた手は、エッカルトの手のようにやわらかくもすべすべしてもいなかったが、大きく温かかった。その手に導かれて、イレーネは馬車を、できるだけしずしずと降りた。地面に足が着くと、フェリクスを見上げる。上背があり、イレーネの頭は彼の肩ぐらいの高さにあった。

　すると、下目遣いで見下ろされる。

「お疲れですか？　いつもの元気はどこへやら？」

　イレーネはぎょっとしてしまう。いつもなら馬車から飛び降りるのが、この国まで伝わっているのだろうか。軍人というのは他国の情報収集に余念がないものだ。
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　──でも、私は女らしい淑女に生まれ変わったの！

「そんな、いつもこうですわ？」

　イレーネがしおらしく小首を傾げると、フェリクスが不服そうに双そう眸ぼうを狭めた。

　──お見通しってわけ!?

　全く心臓が持ちそうにない。ここ二年ほど完全に国交がなかったというのに、どこまでイレーネの行状ぎようじようがばれているのか。こんな手て強ごわい相手を惚れさせて、果ては領土の返還を頼むなんて不可能な気がしてくる。

　しかも宮殿を案内するとか言って、側近を引き連れて居室までついてくるのだ。

　手を繫いだまま！

　──この手は獲物を逃のがさないっていう意味!?

　とにかく右手と右足を同時に出さないよう、イレーネは頑張って歩いた。緊張しているせいか、手に汗をかいてしまう。

　──どうしよう。汗っかきは優雅じゃないわ！

「緊張しているのか？」

　と、ぎょろりと睨まれ、イレーネは震えあがる。

　──汗でバレた!?

　彼は、まさに本能で生きている獣である。

　イレーネは目を伏せて小声でつぶやく。

「あの……す、少しだけ……」

　あまりの怖さに、『淑女入門』を思い出さずとも、自おのずと、か弱い女性になってしまうイレーネだ。

　王妃の居室に着くと、「ごゆっくり」と、フェリクスが去っていった。

　扉が閉まると、イレーネは、はーっと大きく息を吐いた。久々に呼吸したような気がする。やっと室内を見渡す余裕ができ、顔を上げて驚く。

　さすが文化の都にある宮殿の居室である。部屋そのものが芸術作品のようだった。床も天井も淡いピンクと水色で彩られ、草花を模った黄金の装飾が這はい、天井にいたっては円形の絵画までいくつか配置されている。

　部屋の中央に、落ち着いた色合いのドレスを着こなす中年女性が立っていた。優雅に腰を下げて挨拶をしてくる。

「初めまして、イレーネ様。私はマンディアルグ伯爵夫人コラリーと申します。このたびは王妃陛下の女官を拝命いたしまして、全力で尽くす所存でございます」

「初めまして、マンディアルグ伯爵夫人。早くこの国に慣れたいので、宮中のしきたりなど、いろいろ教えていただけるとありがたいです」

「なんなりとお申しつけください」

　伯爵夫人はそう言うと、手を後方に向けた。

　そこには、お仕着せのドレスを身に着けた侍女八人が左右一列に立っていた。モスグリーンのドレスに合わせた白い前掛けはレースで縁取られていておしゃれである。一斉にドレスの端を摑んでお辞儀してきた。

「イレーネ様、私どもになんなりとお申しつけください」

「こちらこそよろしくお願いします」

　イレーネは扇を広げて顔を半分隠し、目を細めて微ほほ笑えんだ。

　伯爵夫人の指示で侍女たちが荷物の整理を始めると、イレーネは扇をそのまま左へずらし、隣に立つロミーと自身の口元を隠した。

「さっきの国王と私、大丈夫だったかしら？」

「ええ。か弱い感じですごくよかったですわ」

「怖いから自おのずと、か弱くなるのよ」

「確かに迫力のあるお方でしたね。……目つきは鋭く、眉もきりっとしているのに、あの色気、なんなんですか……滅茶苦茶、ものすごく、とてつもなく格好よくないですか!?　見ただけで妊娠するかと思いましたわ」

　ロミーがカッと目を開いたせいで、青い瞳部分が小さくなっていて、正直、怖い。

「ま、まあね。落とす相手としては手強そうだわ」

「確かに、国王にして国宝級美形。国中の女性に愛されていることでしょう。ですが、イレーネ様もお美しくていらっしゃるから、お似合いですわ。イレーネ様と恋に落ちて、あの凛り々りしい瞳が蕩とろけるような眼差しになるところを見られたら、私、死んでもいいです」

　ロミーが鼻息を荒くしている。

　──ロミーったら、美形に弱いんだから。

　美形はもてるだろうから、自分ごときで愛情を勝ち取れるのか、イレーネは不安になるだけだ。







　フェリクスは王妃の居室を出ると、側近の中将や外務大臣、衛兵などを連れて、真っすぐ執務室へと向かった。

　執務室の一角にローテーブルがあり、それを椅子が囲んでいる。臣下との歓談に使うためのもので、黄金の椅子の背面と座面は、草花を模かたどった優雅なダマスク織である。

　フェリクスが椅子に腰を下ろすと、外務大臣のバラデュールが向かいに座り、満面の笑みを向けてきた。

「イレーネ様は肖像画よりもお美しく、外交官の報告とは異なり、か弱い感じの女性で何よりですね」

　そこまで言って、バラデュールがおびえたような表情になった。フェリクスは知らず知らずに怖い顔をしてしまったらしい。実際、彼は大臣の発言を不愉快に感じていた。

　そして、フェリクスはこの顔を有効に利用することを心掛けていた。威圧感を出すためにあえて双眸を狭めてこう言う。

「イレーネがどんな女でも構わない。シェーンハイトの王女を娶めとって、平和が買えるなら安いものだ」

　バラデュールが目を見開いた。

「さ、さすが、陛下。大局をご覧になっていらっしゃいます！」

「そんなことはいい。これからのシェーンハイトとの外交について話し合おう。あと、シェーンハイトからついてきた大使についての情報を集めるように」

「は、はい」







　政略結婚の相手に探りを入れているのは、何もラングラン側だけではない。イレーネとて同じだ。

　イレーネは到着してからというもの、結婚式の準備でやたら忙しく過ごしていたが、その間かんも国王の好みについての聞き込みに余念がなかった。

　衣装合わせのときも、イレーネは自室で、侍女たちに着付けや化粧をしてもらいながらも機会をうかがっていた。敵を知るには諜ちよう報ほう活動が肝要だ。

　鏡に映る女官、マンディアルグ伯爵夫人が、イレーネの背後でオーバーに両手を掲げながらこんなことを言ってくる。

「本当に艶つややかなダークブロンドですこと！　どのような髪型にいたしましょうか？」

　──好みを聞くチャンスだわ！

「陛下はどのような髪型の女性をお好みなのですか？」

　すると、周りを囲む侍女たちが一斉に首を横に振った。マンディアルグ伯爵夫人が言うにはこうだ。

「陛下には浮いた噂など一つもありません」

「と、とはいえ、成人男性でいらっしゃいますわよね？　例えば……舞踏会でよくいっしょに踊られる女性とか？」

「陛下は何事も平等を重んじるお方です。一人一回、申し込み順に踊られます」

「まあ。それは素晴らしいですわ」

　感嘆したように答えたが、イレーネの心は冷めていた。

　──国王と結婚が決まっている王女に本音を言えるわけがないわよね。

「ですので、イレーネ様のお好みの髪型がよろしいかと」

「そう……では、か弱く女らしい感じでお願いします。そのほうが、この真珠とレースでいっぱいの白いドレスに似合うと思いますし」

　すると、侍女集団の中から、ヘアスタイル担当と思おぼしき侍女二人が前に出てくる。真珠でできた小さなアクセサリーを、下ろしたままのふわふわの髪に散りばめられた。髪の毛をアップにするよりも、少女っぽく可か憐れんな感じがする。

「あら、素敵」

　イレーネが感想を言うと、伯爵夫人が満足げに近づいてきた。

「お化粧の好みはございますか？」

「こちらも髪に合わせて、か弱い感じがいいですわ」

「……わかりました」

　女官の指示によって、濃い色を使わない化粧が施され、鏡の中にたおやかな美しい淑女ができあがった。

　──もう、女らしくないなんて、誰にも言わせないわ！

　イレーネは鏡を見つめて立ち上がる。思わず拳こぶしを握ってしまって、慌ててひらひらさせた。遠巻きに見るロミーに鏡を通じて目配せすると、ロミーが近寄って耳元で囁いてくる。

「もともと腰が細くて華きや奢しやでいらっしゃるから、ものすごく女らしく見えますわ」

「そう？」

　イレーネは、余計なことを言わないようにすれば、うまく行くような気がしてきた。

　──そうよ、私はじっとしていれば美人！







　イレーネの攻略対象であるフェリクスはというと、朝に夕にと、挨拶という名目でイレーネの居室を訪問してきた。

　国王なのにいつも軍服姿である。髪や目が黄金で派手なだけに黒の軍服が映える。頭の天てつ辺ぺんから軍靴の先まで舐なめるように見回したいところだが、イレーネは、その欲望をなんとか抑え込んでいた。

　実のところ、観察されているのはイレーネのほうだ。ローテーブルを挟んだ向こう側からフェリクスが、目の前のカップに口もつけずに鋭い目つきで見てくるものだから、イレーネは緊張して、お茶どころではない。

　──これは監視だわ。

　とにかく余計なことをしゃべらないよう心がけた。

　そんなある日、居室を訪れたフェリクスからこんな提案をされる。

「そろそろ慣れてきたころだろう？　明日は馬で近くの森を散歩しよう」

　──なんと！

　体を動かすのを好むイレーネは乗馬が大好きだ。

「……外に連れていってくださるのですね？」

　イレーネがうれしくなってじっと見つめると、フェリクスが眉を下げた。彼はときどきこんな困ったような表情になる。

　しかも、フェリクスがテーブルの上に身を乗り出し、イレーネの耳元で、周囲に聞こえないような声で囁いてきた。

「体を重ねる前に、心を重ねることは大事だよ？」

　──体を……重ねる……!?

　イレーネは顔が爆発しそうになる。

　しばらく呆然としていたが、気を取り直してフェリクスの顔を見上げると、彼は何事もなかったような表情をしていた。

　──そ、そうよね、結婚するんだから、当たり前のことよね。







　翌朝、イレーネが白の乗馬服を身に着けて宮殿裏にある馬場に向かうと、黄金が黄金の中で黄金に触れていた。

　正確にいうと、金髪のフェリクスが金色こんじきの柵の中に立って、黄金こがね色の馬の首をぽんぽんと優しく叩たたいていた。馬は撫でられるよりこんなふうに触られることを好む。さすが軍人、馬の扱いはお手のもののようだ。

　フェリクスはいつもの軍服ではなく乗馬服姿だ。首元のレースのクラバットや金糸で刺繡された紺色の上衣が似合っていて、生まれながらの気高さを感じさせる。

　──表情が怖いだけで、もとは上品な顔立ちだから、こうして見ると狂獅子って感じがしないわね。

　そのフェリクスが、イレーネを認めると表情がやわらかくなった。

　──ように見えたけど、気のせいよね？

「帽子、似合っているな」

　──え？

　乗馬なので、イレーネは今、鳥の羽根がふさふさの、つば広帽をかぶっている。フェリクスがこんなふうに女性の装いを褒める男ひ性とだと思っていなかったので、不意を突かれ、一拍置いてやっと答えられた。

「ありがとうございます」

　フェリクスが、ぽんっと背中を優しく叩いてくる。

「我々はこれから夫婦になるんだ。『ございます』はいらない」

「あ、ありがとう、フェリクス」

　──偉そうって思われないかな。

　周りの目が気になるイレーネだ。

「そうだ。そのほうがいい」

　張りのある重低音で囁かれ、昨日もらった意味深な言葉がイレーネの頭の中で木こ霊だまのように響きわたる。

　──体を重ねる前に心を……体を重ねる前に……体を重ねる……。

「イレーネ、私の愛馬を紹介しよう」

　フェリクスの言葉で現実に引き戻された。

　──いけない。私ったら、これじゃあ痴女よ！

　フェリクスが馬の胴を優しく叩くと、黄金の馬がイレーネの前まで来る。光沢があり、光の加減によっては銀色にも見えた。

「この品種は、走るのが速いうえに持久力があるんだ」

「まあ」

　少し驚いたふうに小首を傾げてみたものの、イレーネの心中はこんな気持ちでいっぱいになっていた。

　──思いっきり駆けたい！

　一体どれだけスピードが出るのだろうか。想像しただけでわくわくしてしまう。

「馬に乗れるんだろう？」

　フェリクスにそう問われ、馬の背を見ると、女性用の横鞍ではなかった。

　イレーネは刮かつ目もくした。

　──今こそ女らしさをアピールするときだわ！

「これは男性用の鞍ではありませんか？」

　イレーネが残念そうにうつむいて、上目遣いでフェリクスを見る。

　すると、フェリクスの片方の口角がむずむずと動いて上がった。

　──今回は眉を下げないのね。

　フェリクスの表情が読めない。だが、その彼がこんなふうに返してきた。

「横座りより、このほうが楽だよ？」

　──そんなこと、私のほうがよっぽどわかっているわ。

　その瞬間、イレーネはふわりと浮いた。さすが獅子、女性を抱き上げるのも軽々だ。イレーネが下ろされたのは馬上で、左右に脚を開いた状態だった。

　実は、母国ではいつもこの乗り方で駆け回っていたのだが、貴族女性は大抵、横座りでのろのろ馬を歩かせるものである。

　不可抗力ふかこうりよくでこの座り方になったとはいえ、イレーネは心配になって、脇に立っているフェリクスの耳に口を近づける。

「こちらの国は淑女がこんな乗り方をしても大丈夫なんですの？」

　そのとき、フェリクスの眉が下がった。

　──今、困らせた？

「ああ。大丈夫だ。横座りより跨またがるほうがスピードが出ていいだろう？」

「まあ」

　イレーネはかわいらしく小首を傾げながら心の中で叫んでいた。

　──なんていい国なの！

「では、馬場を一周してみようか」

　国王自ら馬の横につきそって歩き、馬場の一周につきあってくれた。

　──馬丁でもあるまいし……あ、監視しているんだわ！

　ぼろを出さないよう、イレーネはしゃんと前を向く。

「イレーネ、森へ行くぞ」

　一周し終わると、フェリクスがもう一頭の馬の鐙あぶみに片足をかけ、ひらりと黄金の愛馬に跨った。

　──さすが軍人、なんて素早い！

　イレーネは胸がきゅんきゅんしてくる。

「は、はい」

　しかもフェリクスはイレーネの速度に合わせて、馬を併走させてくれた。

「裏門から森に出るぞ」

「はいっ！」

　イレーネは楽しくなって元気よく返事をしてしまうが、もう気にならなかった。

　裏門を出ると、「ついて来られるな？」と、一足先に出たフェリクスが顔だけ向けてくる。背後から一斉に蹄の音が立ち、護衛があとに続く。

　イレーネはフェリクスの馬のあとを追う。彼はときどき振り向いて様子をうかがいながら、速度を上げていった。

　──気持ちいい！

　やがて、イレーネの眼前に木々が現れる。若葉が太陽の光を受けてきらめき、その地面には青い絨じゆう毯たんでも敷いたかのようにブルーベルが咲き誇っていた。

　国王一行がゆるやかな傾斜を上っていき、見晴らしのいい丘に着くと、そこで昼食をとることになった。

「皆もいっしょに食べよう」

　フェリクスが警護の軍人たちにそう声をかけると、護衛たちがうれしそうに敬礼で返す。

　──すごいわ。元々軍人なせいかしら。護衛との距離が近いのね。

　イレーネの両親である国王夫妻は高位の貴族以外と食事をともにすることがなかった。

　フェリクスは狂獅子として恐れられているというよりも、慕われているように見える。

　──でも、それなら、ロワリエ地方の指揮官を殺害したという噂は？

　まだまだ油断してはならない。国王の前で護衛が本音をさらけ出すことなどないだろう。

　イレーネが前に目を向けると、枝ぶりのいい大木の下で侍従たちが敷物を広げ、果物やパンの入ったバスケットやグラスを置いていき、給仕たちがその傍らでミートパイや七面鳥の炙あぶり焼きをカットして皿に取り分けている。

　周りに立っている軍人たちは、それを眺めながら歓談していた。

　木陰でフェリクスと並び立つイレーネは、鳥の鳴き声がして顔を上げる。

　そこには『鳥の王女』の挿絵そっくりの鳥が飛んでいた。ハヤブサの目を大きくデフォルメした絵だと思っていたが、違う。この鳥を描いていたのだ。

　──ハヤブサにしては小さいし、フクロウのように目がまん丸としているわ。

「あ、あれは……なんという鳥なんですの？」

　フェリクスも顔を空に向けていた。

「あれはチョウゲンボウだよ」

「チョウゲンボウ？」

「ハヤブサの一種だ。小柄で可か愛わいい顔をしているが、こう見えてなかなかのハンターだよ」

　そう言うと、フェリクスがポケットから革手袋を取り出して左手にはめる。

「ヒュイヒュイヒュイ」

　フェリクスが鳴き声を発すると、滑空していたチョウゲンボウが急降下してきた。

　──速い！

　ハンターというのはつまり、こんなふうに素早く移動して獲物を捕らえることができるという意味なのだろう。瞬く間に、フェリクスが掲げた左拳に飛び乗った。

　イレーネが驚きのあまり言葉を失っていると、フェリクスがこんなことを言ってくる。

「親鳥とはぐれて死にかけていたところを助けたものだから、森に戻したあとも、まだ私のことを慕ってくれているんだ」

「まあ、お優しい。親鳥と思われているのね？」

　そのとき、フェリクスの口の端が上がったように見えた。

　──私、『淑女入門』を意識しなくても自然と褒めていたわ、今……。

「餌を」

　フェリクスがそう言ったときにはもう衛兵が餌を用意していて、箱の中からカマキリを取り出す。

　──あ、あんなものを食べるのね。

　イレーネは思わず顔を逸そらした。

「本当は虫より小鳥のほうが好きなんだが、イレーネが見たら卒倒しそうだから、今日は、小鳥は持ってこなかったんだよ？」

　そう言って、フェリクスがイレーネに背を向ける。チョウゲンボウが餌を食べているところが見えないようにしてくれているようだ。

「ま、まあ。お気遣いいただき……ありがとう。でも、もう一度、チョウゲンボウの顔を見せてくださらない？」

「ああ、いいよ。食事が終わったらな」

　フェリクスが背を向けたままそっけなく答えた。

　すると、フェリクスの隣にいた若い将官に声をかけられる。

「イレーネ様、ご挨拶が遅れました。私は中将のオディロン・ド・ルコントと申します」

　黒い短髪と碧へき眼がんに見覚えがある。若いのに将官の肩章をしているので記憶に残っていた。

「私が王宮に着いたときも、フェリクスとともに居室までいらっしゃったわね？」

　すると彼が右足を一歩前に出しながら優雅に軍帽を取り去り、片手を広げて膝を少し曲げる。さすが側近。軍服には似つかわしくない優雅な動きで挨拶をしてきた。

「よくぞ覚えていてくださいました。フェリクス様には幼いころからよくしていただいております」

　──陛下と呼ばないくらい親しい仲のようね。

「まあ。幼馴染でいらっしゃるのね？」

「ええ。あ、餌付えづけが終わったようですよ」

　オディロンが視線を向けた先はフェリクスで、彼の拳に乗ったチョウゲンボウが目をくりくりさせていた。

「なんて愛らしいのかしら」

　──やっぱり『鳥の王女』の挿絵にそっくり。

　イレーネが観察していると、フェリクスが、料理の置かれた敷物のほうに目を遣る。

「我々の食事の用意もできたようだ。そろそろ空に戻そう」

　フェリクスが手を掲げると、チョウゲンボウが飛び去っていく。その後も上空を旋回していた。まるでフェリクスと離れがたいかのようだ。

　イレーネがその様子を見上げていたら、オディロンが声をかけてくる。

「イレーネ様は、我々と同席でも平気でいらっしゃいますか？」

「もちろんよ？」

　イレーネが板についてきた小首傾げをすると、オディロンが赤くなったような気がした。

　──さすが『淑女入門』、この所作はやはり殿方に効くようね。

　そのとき、フェリクスに腰をぐいっと引き寄せられる。

「イレーネ、座ろう」

　フェリクスが少し不機嫌になったような気がしたが、それは一瞬だけで、昼食は楽しいものとなった。

　緑の山々や湖まで見わたせる丘の上は風が心地よく、料理はおいしかった。軍隊の中で起こった珍事件などの話題がおもしろすぎて、イレーネは声を出して笑いそうになっては堪こらえるのが大変だった。

　こんなふうに、ラングラン王宮での生活は毎日が新鮮で楽しく、うっかり油断して化けの皮がはがれそうになっては猫をかぶる、みたいなことを繰り返していた。

　そんな日々はあっという間に過ぎていき、やがて体を重ねる日──もとい結婚式当日の朝がやって来た。

　宮殿に着いてから一ひと月つき弱、フェリクスとは毎日会う機会があったし、ともに結婚式や舞踏会のリハーサルもした。

　そのたびにイレーネは、これが『心を重ねる』ってこと？　ダンスは『体を重ねる』練習かしら？　などとドキドキしては興奮のあまり倒れそうになっていた。

　だが、今日、ついに、イレーネは名実ともに王妃になるのだ。

　儀式用の白いドレスの着付けが終わると、イレーネは人払いをしてロミーの手を取る。

「ロミー、猫かぶりのおかげで『女らしくない』と、追い出されることなく、ついにこの日を迎えることができたわ。あなたのおかげよ」

　イレーネが感謝の言葉を捧ささげたというのに、ロミーは心配げにこんなことを言ってくる。

「イレーネ様、目が爛らん々らんとして、なんだか戦いに向かう兵士のような表情になっていらっしゃいます」

「あら、いけない、今日こそ勝負の日なんだから……」

　イレーネは目を伏せてもじもじする。

「今、イレーネ様がかわいすぎて女性の私でも、くらっときましたわ」

　と、ロミーに褒められた。

「助言、ありがとう。つい自分が出ちゃうから気をつけないと……」

　イレーネがロミーと、こそこそ話をしていたところ、隣室からマンディアルグ伯爵夫人がやって来て「国王陛下が迎えにお出いでです」と、声をかけられる。

　イレーネはごくりと生唾を飲み、こう自分を鼓舞した。

　──結婚したらこっちのものよ。小首を傾げて褒めちらかして、掌の上で転がすんだから！

「では参りましょうか」

　イレーネが伯爵夫人に、はにかんだように微笑みかけると、彼女の目が見開かれ、頰が赤く染まる。

　──この調子だわ！

　隣室に出ると、そこには幻獣……ではなく、国王フェリクスが立っていた。相変わらず眼光鋭い。だが、何度会っても慣れないのは、彼が美形すぎるからだ。黄金の肩章エポレツトの付いた黒い軍服に斜めがけの赤い肩帯サツシユなどされた日には、かっこよすぎて直視できない。

「へ……陛下におかれましては、ご機嫌麗しゅう存じ上げます」

　イレーネはドレスの端を摑み、脚をクロスさせて腰の位置を落とす。できるだけ動作をゆっくりにして、優雅に。

「よせ、そんな他人行儀な。今日から我々は夫婦になるのだから」

　フェリクスの眉間にしわが寄り、イレーネは震えあがる。

　昨晩のロミーとの会話が思い出されたのだ。







　イレーネが眠ろうとベッドに腰かけたとき、ロミーが心配げに寄ってきて、こんなことを聞いてきた。

『イレーネ様、閨ねやでのことは、どこまでご存じなのですか？』

　ベッドの前に立つロミーを、イレーネは見上げた。

『どこまで……というか一通り叔母に教わったわ』

　すると、ロミーが目を丸くして両手で自身の頰を挟んだ。

『い、今のその照れてる顔……すっごくかわいいです。陛下もきっと夢中になりますわ』

『こ、この感じが？』

　イレーネが今の自分の所作を忘れないように、さっきの体勢でしばらく体を固まらせると、ロミーが感激の面持ちで、ぶんぶんと顔を縦に振ってくる。が、振っている途中で動きを止めた。ロミーは、一人寝室に残った本来の目的を思い出したようだ。

『で、閨のことですけど、今まで様々な男性とつきあってきた私の見立てでは……陛下は相当すごそうですわ』

『すごい？　何が……』

　イレーネは前のめりになる。

『えっと……激しそうというか……』

　珍しく、ロミーがもじもじしている。

『激しいって、何が激しいの？』

『……えっと、例えば、こう、ドレスをビリッと手で裂いたり？』

　ロミーが両の手を外側に引っ張って、何かを左右に引き裂くようなジェスチャーをした。

『手で!?』

　あの大きな手なら、ナイフを使わずして布を破ることは可能かもしれない。つまり、妻にそんな乱暴な行いをするような男ひ性とに見えるということか。

　ロミーがベッドの前にかしずき、イレーネの手を取った。

『イレーネ様、壊れないように、お気をつけくださいまし』

『こ……壊れる？』

　イレーネは、フェリクスがおもちゃの兵隊をぐしゃっと片手で潰すところを想像して真っ青になる。

『気持ち良すぎるとそうなるんですのよ』

　──気持ちよすぎると壊れる？

　聞けば聞くほど意味がわからないが、閨のことなので、イレーネは恥ずかしくて、それ以上問いただせなかった。







　そんな昨夜のやり取りを思い出して、イレーネが青ざめていると、フェリクスが大股で近づいて、ぐいっと腰を引き寄せてくる。

「怖がらなくていい」

　──顔が近い……！

　よく見ると、この眉間のしわは、怒りよりも切なさを湛たたえているように見えた。なぜか急にイレーネは胸が苦しくなり、全身から力が抜けていく。すると彼が腰に添えた手でイレーネを支えてくれた。

　──なんて大きくて力強い手……。

「……イレーネ、緊張しているのか？」

　図らずも狙ねらい通りの印象を持ってもらえたようだ。

　──でもどうして今、私、本当に腰砕けみたいなことになってるの……!?

　演技せずともか弱い女になっていて、自分でもびっくりである。

　イレーネはフェリクスに支えられ、王宮礼拝堂へと向かう。

　大理石でできた身しん廊ろうに足を踏み入れると、回廊まであふれんばかりの貴族たちが拍手喝采で迎えてくれた。母国シェーンハイトにとってラングランは侵略者だが、ラングラン人にとっては、イレーネが嫁ぐことは和平に繫がるので、喜ばしいことなのだろう。

　──複雑な気持ちだわ。

　だが、今並んで歩くフェリクスは、宗教画が描かれた高い天井を背景に、さながら絵の中から抜け出してきた大天使のようだ。

　イレーネは真っすぐに前を向く。おてんばとはいえ、イレーネは王女である。儀式には慣れていて、何百人いようかという貴族たちに動じることなく、フェリクスとともに身廊をしずしずと歩き、司祭の前で結婚を誓った。

　その後、イレーネが、フェリクスとバルコニーに出ると、今日だけ特別に解放された庭園に集まった、おびただしい数の民衆から嵐のような歓声を浴びる。

　圧倒されて、イレーネがフェリクスをちらっと見上げると、満足げに手を振っていた。

　──さすが、狂獅子、悠々としているわ。

　イレーネもできるだけ優雅に手を振ってみる。すると歓声は一層、大きさを増す。そのとき、肩に手を回され、一瞬、びくっとしてしまうが、これは仲のよさの演出に違いない。

　イレーネはフェリクスに、にっこりと笑顔で返し、再び庭を見下ろし、一人一人に目を合わせるような気持ちで手を振った。

　国民への挨拶が終わったら、次は貴族へのお披ひ露ろ目めだ。イレーネは、真珠が縫い込まれた白のドレスから、白レースとダイヤが惜しみなく使われたピンクのドレスに着替え、軍服姿のままのフェリクスとともに、舞踏広間に姿を現す。ここでの歓声は上品で、民衆のような熱狂こそないものの、好意的であった。

　イレーネはフェリクスと見つめ合い、ファーストダンスを披露する。事前準備で数回、ダンスの練習をしたとき、フェリクスから見つめ合うよう指示された。さすが名軍師、なんといっても政略結婚、ここで息の合ったダンスを披露してこそ意味があるというものだ。

　ダンスが終わり、国王夫妻が座る黄金の椅子が置かれている一角に向かう。

　──親が座っていたようなところに自分が座るなんて……。

　だが、椅子まで行きつくことなく、大臣や将校、各国の大使たちが次々と寄ってきては挨拶をしてくる。
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「なんとお美しい王妃陛下でしょう！」

「王妃陛下は、ダンスも優雅でいらっしゃるのですね」

「お二人の息の合ったダンスには我々無骨な軍人たちも見入ってしまいました」

　必ずこんなふうに皆、イレーネを褒めてくれるので、イレーネは胸を撫でおろした。

　それもそのはず。イレーネはダンス中も、ちょっと変わった動きをしてみようなどと試しもせず、しゃべりもしなかったし、今だって、口元に扇を広げ、「まあ」とか「光栄ですわ」などと、最小限のことしか口にせず、目を優雅に細めているだけなのだから。

　──じっとしていれば美人のはずよ。

　一通り男性陣の挨拶が終わると、華やかな一群がにじり寄ってきた。十代後半の淑女たちだ。美人ぞろいで気品がある。

　その中でもとびきり美しく、蜂蜜のような金髪と情熱的な紫色の瞳を持つ淑女が、着こなすのが難しそうな紫色のドレス姿で、物もの怖おじすることなく国王夫妻の前に歩み寄った。

「国王陛下、このたびはご結婚おめでとうございます。王妃陛下、初めまして。私はギャルニエ公爵の娘で、ブランディーヌと申しますの。王妃陛下と同い年ですわ。ここにいる皆も十代後半で、王妃陛下にお近づきになりたいと思っておりますのよ」

　──勝気そうな美女ね。公爵家だし、きっとこの群れのリーダー格だわ。

「まあ。とてもうれしゅうございますわ」

　イレーネは瞳を三日月のように細めたまま小声でそう答えた。フェリクスが何か声をかけるだろうと思って一瞥したが、フェリクスは警戒するような表情を浮かべていた。

　──独身時代に流した浮名を私にばらされたら困ると思っているのかしら？

　現に、この淑女たちの眼差しはイレーネではなく、フェリクスのほうを向いていて、一様に恍こう惚こつとしていた。

　マンディアルグ伯爵夫人は、国王に浮いた噂がないようなことを言っていたが、真相は、この淑女たちが握っているに違いない。

　ボス格のブランディーヌが淑女の群れを見渡す。

「皆様、王妃陛下とお話しになりたいですわよね？」

　淑女たちが一様に口を開いた。

「もちろんですわ」

「光栄ですわ」

「私でよければぜひ」

　そんな言葉が扇で隠された唇から次々と発せられる。

「まだ来たばかりで右も左もわかりませんの。ぜひご指南くださいませ」

　イレーネがそう言うと、華やかな淑女たちに取り囲まれる。

　そのとき、フェリクスが将校に話しかけられたので、夫と距離を置くことになった。

　淑女たちが挨拶をしながら、こんなふうにイレーネを賞賛してくれた。

「さすが王女様、優雅ですわ」

「気品が違いますわぁ」

　母国での同性からの評価はえてして『おもしろい』だったので、今のところ作戦成功である。

　──この調子よ。みんな私のこと、上品でおしとやかな女性だと思うがいいわ。

　そのとき、ブランディーヌがこんなことを言ってきた。

「シェーンハイトを悪く思っている方もいらっしゃいますが、私は国王陛下の花嫁の選択は正しかったと思っておりますの。この結婚で両国に平和がもたらされるなら、素晴らしいことですわ」

　──ん？　シェーンハイトを悪く思っている？

　シェーンハイトは侵略された側とはいえ、戦闘が起こった以上、ラングランにも犠牲者が出ている。悪く思う人がいても仕方ない。それに、この結婚は政略結婚で愛がないことなどわかっていた。だが、わざわざイレーネに言う必要があるだろうか。

　イレーネは急に気が塞ふさいでしまう。

　──今さら何、落ち込んでいるの、私？

　本当の自分でなくてもいいから、せめて自分のことを好きになってくれればいい。あわよくば領土も返還してもらいたい。そういう覚悟でここラングランに来たのではなかったのか。

　──そうよ。目的を思い出させてくれたブランディーヌに感謝したいぐらいだわ。

　そのとき、女盛りの美しい夫人を連れた小柄な老人がゆっくりと近づいてきた。

　ブランディーヌが「お父様」と呼んだので、彼がギャルニエ公爵のようだ。派手な顔立ちの娘とは全然似ていない。

　──ブランディーヌは母親似ね。

　ギャルニエ公爵が人の好よい顔をイレーネに向けてくる。

「娘は、国王陛下にぞっこんでしてな。王妃陛下に意地悪をしていなければいいのですが……」

　すると間髪置かずに、ブランディーヌがこう反論する。

「お父様、余計なことを！　国王陛下は、私だけでなく、男女問わず皆が尊敬していますわ。そもそも、ぞっこんなんて言葉、今どき誰も使いませんのよ」

　ギャルニエ公爵が、少ししか残っていない頭髪を搔かいて力なく笑い、その場が和なごんだ。

　──こうなると、気の強そうなブランディーヌもかわいく見えてきたわ。

　公爵がイレーネに近づき、人懐っこい笑みを浮かべた。

「こんなわがまま娘ですが、根は悪い娘こではないので、ぜひ、友人になってやってくださいませ。もしよろしかったら、今度、拙宅せつたくにご招待しますよ」

「まあ……まだどなたのお邸やしきにもお邪魔したことがありませんの。楽しみですわ」

「それならぜひ、来週にでも……」と、公爵が話し始めたが、フェリクスの声に遮られる。

「イレーネ、早速、友人ができたようで何よりだが、当分、お出かけはなしだ。宮殿にお呼びしなさい。皆さん、今こ宵よいは新婚初夜でね。そろそろ、イレーネはいただいていくよ」

　──初夜！

　イレーネは頭が沸騰するかと思った。体を重ねる覚悟はしていたが、それを公言されるなんて！

　淑女たちが顔を真っ赤にしてフェリクスとイレーネの間で視線を行ったり来たりさせている。

　──こんな目で見られたら、恥ずかしくて死んじゃうわ！

　ブランディーヌがショックを受けた様子で声をしぼり出した。

「こ、こんな大事な日に、長話をしてお邪魔してしまい、申し訳ございませんでした」

　──ブランディーヌ、尊敬とか言って、フェリクスのことが好きなんじゃ？

　というか、ここにいる淑女たち皆が皆、フェリクスのことを狙っていたのだろう。なんといっても美形の若き国王など近隣諸国を探してもどこにも見当たらない。

「いや。今後も親交を深めてくれたまえ。では」

　フェリクスがそう口にすると同時に、イレーネを抱き上げる。

　不意打ちをくらって、イレーネは思わず叫びそうになったが、なんとか胸の内に押しとどめることができた。母国では驚きや歓よろこびの声を上げては母親に叱られていたので、イレーネにしてはよく耐えたといえる。

　ただ、気になるのが周囲の視線だ。フェリクスが花嫁を抱き上げているのを舞踏広間中じゆうの貴族たちが啞然として見つめている。

　──これもまた戦略なんだわ。政略結婚だからこそ、愛があるように見せつけないといけないのよ。

　舞踏会には、シェーンハイトはもちろん各国の大使が参加しているので、両国の友好関係が盤ばん石じやくだと、それぞれの母国にも伝わることだろう。

　──そうしたら、お母様も少しは私のこと、見直してくれるかな……。

　周りの視線を意識して、イレーネはあえてフェリクスをじっと見つめる。彼の目つきはきりっとして理知的だが、瞳は黄金のようで蠱こ惑わく的てきだ。

　──どうしよう、まともに見られないぐらい美しいわ……。

　とはいうものの、イレーネは目を逸らすことなく、カッと目を開き、必死にフェリクスを見つめるのだった。















第三章　陛下は初夜で花嫁に夢中……になるはず！











　貴族たちのどよめきをよそに、フェリクスはイレーネを抱き上げたまま舞踏広間をあとにする。さすがに回廊で下ろしてくれるのかと思いきや、そうはならなかった。

　イレーネを横抱きにしたまま、フェリクスが大理石の回廊を大股でがんがん歩き出す。すれ違う衛兵や使用人が皆、度肝を抜かれたような表情をして通り過ぎていく。

　──もしかして、ロミーの言った通り!?

　これからフェリクスは、イレーネが壊れるまで獣のように激しく襲おそうつもりだ。

　想像してイレーネが真っ青になっていると、フェリクスの瞳が心配げに曇くもった。

「イレーネ、さっき、困っていたんじゃないか？」

　意外な言葉が降ってきて、イレーネは面めん食くらってしまう。

「え？　そんなこと……皆、いい方ばかりよ。それで私を連れ去ったの？」

　──そんな質問より、まずは褒めまくるんだったわ！

「フェリクス様って、とぉっても思いやりがある方なのですね」

　イレーネは瞳をうるうるさせてフェリクスを見上げた。

　それなのに、フェリクスが呆あつ気けにとられたような表情になっている。

　──え？　私、外しちゃった？

「そういうわけではない」

　褒められて喜んだという声ではなかった。むしろ不服そうな様子だ。

「な、なら、どうしてなの？」

「新郎新婦は舞踏会の最後までいないものだ」

「そ、そういうもの……」

　イレーネは母国でも結婚披露の舞踏会に参加したことなどなく、こういった習慣のことをよくわかっていない。ましてやここは外国なのである。

　国王の居室の前に着くと、侍従によって扉が開けられ、フェリクスはイレーネを抱きかかえたまま、ずんずんと部屋を通り過ぎていく。

　イレーネの居室の壁は淡いピンクと水色でかわいらしい感じだったが、こちらの壁は全面赤色で黄金の装飾が華やかさを添えている。壁には、黄金の額で表装された肖像画が、所狭しと飾られていた。

　寛くつろぐというより、人を奮い立たせるような内装だ。

　やがてフェリクスが最奥にある寝室へと足を踏み入れる。

　ここだけは使用人がいなかった。しかも、ほかの部屋のように明るくなく、照明といえば、ベッドの両脇にある枝付き燭しよく台だいぐらいだ。

　その巨大なベッドは黄金で装飾されていて、黄金の天蓋てんがいから重厚感のある赤いカーテンが垂れ下がっていた。

　イレーネはそのベッドに仰あお向むけで下ろされ、心身を強こわ張ばらせた。

　──ついに体を重ねる局面フエーズに移行！

　フェリクスが自身の肩帯サツシユを取り去り、軍服の上衣を脱ぎ捨て、シャツの首元をゆるめた。

　その所作がかっこよすぎて、イレーネは目が離せない。

　ベッドに乗り上げたフェリクスの瞳が艶つやめく。

「イレーネ……ようやくここまで来た」

　──ようやく？　舞踏広間から寝室までそんな遠くなかったけど……？

　不思議に思いつつも、イレーネは褒めることを忘れなかった。

「舞踏広間からここまで軽々と運んでくださるなんて、力持ちでいらっしゃるのですね」

　フェリクスの眉間にしわが寄り、何か考えるように明後日あさつてのほうを向いてから、改めてイレーネを見下ろし、彼の大きな手で彼女の片頰を覆った。

「疲れただろう。今日はゆっくりお休み」

　──え？　休むってことはつまり、しないってこと？

　てっきりがっつかれるものと思っていたが、今、何か気に障るようなことを言ってしまったのだろうか。

「で、では、私、自分の部屋に戻って休むわ」

　するとフェリクスの眉間のしわが深くなった。

　──怖い！

「なぜ帰るんだ？」

「だ、だって、このドレスでは寝られないもの」

　──ウエストをぎゅうぎゅうに締めつけてるっていうのに……。

「私が脱がしてやる」

「え、いえ、それなら侍女を……」

「侍女ができることぐらい私にだってできる」

　ぎろりと睨まれ、イレーネは戦せん慄りつする。

　──そういえば、手でビリッて破くって、ロミーが言っていたわ！

「で、ですよね？　侍女の仕事をお願いするなんて恐縮ですが、お願いいたします」

　恐ろしさのあまり丁寧な言葉遣いになるイレーネだ。

「気にするな。だから、ここで寝るんだ。いいな？」

「は、はいぃっ」

　──そうよね。政略結婚なのに、初夜でベッドを別にするなんて国際問題だわ！

　フェリクスが急に無言になった。

　彼の顔に蠟燭ろうそくの光が波打っている。しっとりした雰囲気に、イレーネが胸をときめかせていると、その顔が近づいてくるではないか！

　──ついに、唇を重ねるのね！　そして体を重ねる。体を……きっと裸で……。

　こういうときは目を瞑るようにと教えられたので、イレーネはぎゅっと瞳を閉じた。

　すると、思いのほか唇に訪れた感触はやわらかかった。

　──手はごわごわなのに……。

　唇が離れたので、恐る恐る目を開けると、フェリクスがじっと見つめている。その目つきには、昼間のような鋭さがなかった。

　──うっとりしてる場合じゃないわ。

「やっ、やわらかくて気持ちよかったですわ。キスって素敵なことなのですね？」

　さりげなく清純さもアピールしてみた。婚約者がいたことはもう知られているだろうから、ファーストキスであることをアピールするのも重要ではないかと思ってのことだ。

　──私、優秀だわ。この調子だと掌の上で転がす日も近……。

　と、イレーネが自分で自分に酔い始めたところで、フェリクスがぶはっと噴き出した。

　──ぶは？

　イレーネの左右に置かれた手が小刻みに震えている。フェリクスがイレーネを組み敷いたまま、笑い始めていた。

　──私、まだおもしろいことを言ってないと思うんだけど……？

　フェリクスが身を起こし、片膝を立ててイレーネの横に座った。イレーネも上体を起こす。

「あの……何か発作でも？」

　──持病でもあるのかしら？

　イレーネがフェリクスの顔をのぞき込むと、ぐいっと顎を取られた。

　──え？

　顔をぐきっと上向かされ、イレーネが狼狽うろたえていると、フェリクスがニッと片方の口角を上げる。

「なあ、イレーネ、どこまでが演技で、どこまでが本音なんだ？」

　──もうバレてる……!?

　だが、ここで明かしては領土返還ならず。故国三千六百万人の民ために白しらを切らねばなるまい。

「え、演技って？」

　顎にあった彼の手が動いたので口を封じられるのかと思ったら、親指の腹で唇をそっとなぞられる。

「このかわいらしい口でしらばっくれるつもりか？　女性用の横鞍じゃないと～と、か弱いふりなんかして……相当馬を乗りこなしてきただろう？　あの馬は、乗馬が下手な者が乗ったら微動だにしない気難し屋なんだぞ？　その馬が伸び伸びと駈かけ足あししていたのはどういうことかな？」

　イレーネは目をぱちくりとさせた。

　今何が起きているのか、頭の中で整理がつかない。

　──つまり、乗馬の時点ですでに嫌けん疑ぎがかけられていて、試された……と？

　国交がないが、いや、ないからこそ、シェーンハイトの王宮に間諜スパイが放たれていて、その筋から得た情報と、ラングランに嫁いできた王女の印象に齟そ齬ごがあるので、確かめた、ということか。

　──これ以上、噓をつき通すのは得策じゃないわ。

「……騙だましたつもりはないんです！　ただ、新しい自分になりたかっただけなんです！」

　イレーネはベッド上でフェリクスの前にひれ伏した。

　──もう、領土返還どころじゃないわ！

　イレーネが返還されそうである。

　すると頭上から高笑いが聞こえてきて、イレーネは恐こわ々ごわと顔を上げた。

　すると、フェリクスが笑うのをやめて、何か珍獣でも見るかのようにイレーネをのぞき込んでくる。

「それも本音かどうか。まあ、いいだろう。噓をつけなくしてやる」

　イレーネはぎょっとする。拷問でもされるのだろうか。

「あ、あの私、痛いのはちょっと苦手なんですけど？」

「その要求だけは受け入れられないな」

　──やっぱり痛いんだ！

　なんでも吐くから拷問だけは勘弁と思っていたら、フェリクスが、イレーネの腋下を手で支えて、自身に向き合うように座り直させると、獅子のように口を開け、牙を剝むいた。胸に嚙かみついてくる。

　──ギャー！　痛っ！

　と、心の中で叫んだものの、実のところ、痛みはなかった。フェリクスが嚙みちぎったのは糸だった。逆三角形の胸当てスタマツカーと、ガウンをくっつけている糸を嚙かみ切きったのだった。

　もう片側の糸も器用に探しだして歯で切り裂く。

　イレーネは、はーっと安あん堵どの息を吐いた。

　──ロミーは手で切り裂くって言ってたけど、ちょっとはずれね。

　獣は牙だった。

　フェリクスが真剣な表情をして、大きな手で細い糸を引っ張っている。胸のすぐ近くに彼の顔があった。そんなところで、もぞもぞと作業をされ、イレーネはなんだか変な気持ちになってくる。

　──何この、ぞわぞわするような感覚……。

「やっと取れた」

　フェリクスは胸当てスタマツカーをベッドに抛ほうり、イレーネのガウンを左右に剝むく。これで上体は下着とコルセットだけになった。腕が外気に触れただけなのに、なぜかイレーネの全身に震えが奔はしる。

　今度は腰の紐ひもだ。腰にはパニエなど、紐で括くくりつけているものが多く、結び目は前に後ろにと幾重にもある。

　──手で引き裂くのって、もしかして……これ!?

　と、思いきや、フェリクスが無言で腰に手を回し、後ろの結び目をほどき、次は前、と彼の手が何度も腰周りを行き来する。そのたびに、彼と密着し、イレーネの体を覆う布地が減っていく。たまに胸のふくらみと胸板が触れ合うこともあった。

　──どうしよう。

　陶酔にも似た感覚に全身を包まれ、顔どころか体中が熱くなってきて、イレーネは戸惑いを感じていた。

　パニエを外し終えたフェリクスが、こんな感想を言ってくる。

「腰の左右に大きな鳥籠みたいなのをつけて大変だな」

　イレーネは驚いて見上げる。

　──そんなふうに思っているの、私だけじゃなかったのね？

　すると、フェリクスもまた、驚いたように目をわずかに見張った。

　しばらく二人は無言で見つめ合う。

　フェリクスが目を瞬しばたたかせてから、小さくうなずいた。イレーネの背後に回って、コルセットの背でクロス状に結ばれた紐を下から上へとほどいていく。

　イレーネは、今度は背を駆け上のぼる快感に身を震わせ、少し前に屈んで、自分を片腕で抱きしめるように二の腕を摑むことで耐えた。

「紐は外れたよ？」

　背後から耳元に息がかかり、イレーネは、その掠かすれた声に身み悶もだえしてしまう。

　フェリクスに、コルセットを剝はぎ取られ、イレーネは上下一連の白い下着とストッキングだけになった。

　こんな、あられもない姿になってしまい、イレーネは恥ずかしくて上掛けを引っ張り上げ、体を隠した。

「恥ずかしいのか？」

「え、ええ……」

「これは……本音だな」

　──噓をつけなくしてやるって……そういうこと？

　そのとき、イレーネの前方に回ったフェリクスが、獲物を見つけたかのように、黄金の瞳をきらめかせた。

　イレーネは押し倒され、下着の裾をめくり上げられる。

　しかもフェリクスが露あらわになった太ももに嚙みついてくる。

　──ひぇー！

　肌を嚙まれるのかと目を瞑ったが、ストッキングを留めるガーターを嚙みちぎられただけだった。

　──って、だけじゃないわ。ガーターをちぎるなんて！

　下手すると大事なところが見えてしまう。イレーネが焦って太ももと太ももをくっつけたところで、ストッキングの履き口に指を突っ込まれ、びくんと脚を跳ねさせてしまう。

　──何、この感覚……。

　片膝を立ててかしずく騎士のようなポーズで屈むフェリクスが、イレーネの顔をじっと見つめながら、ストッキングをゆっくりと下ろしていく。

　この緩慢な動きはだめだ。またあのぞわぞわとした快感が背を這はい上がってくる。

　──触れられているのは脚なのに……なぜ？

　フェリクスが、もう片方のガーターも嚙みちぎり、ストッキングの履き口を膝までずり下げると、片方の脚を持ち上げ、太ももにくちづけてくる。

「……あっ」

　イレーネはうっかり声を漏らしてしまう。

「ほら、もう取り繕つくろえなくなった」

　得意げな声に、なんと答えたらいいのかわからず、イレーネが口を噤んでいると、ストッキングを剝はぎ取られる。

　自身を締めつけるものが外れて楽になったはずなのに、イレーネは緊張のせいか、ものすごく重労働をしたあとのように、ぐったりとなっていた。

　イレーネがぼうっとしていると、太ももの間あわいにフェリクスの骨ばった指が当たり、「ひゃっ」とイレーネは腰を跳ねさせた。

　──何、ここ濡ぬれてる……。

　イレーネが驚いて、頭を少し浮かせると、フェリクスがイレーネを見つめながら、ワンピース状の下着に手を突っ込んで、くちゅくちゅと秘所をいじっている。

「……や、やめて……」

「やめないよ。だって、ここは噓をつけない。私を欲しがってる」

「え？　そんなこと……ない……」

「さあ、素直に私を欲しがりなさい、イレーネ」

　フェリクスが王者の眼差しで見下ろしてきた。彼の指は依然としてイレーネの敏感なところをくすぐっているというのに、不遜な表情のフェリクスは神々しくさえあった。

「ほ……欲しい……です」

　消え入るような声でそう言うと、なぜかフェリクスの眉が下がる。

　──ときどき困ったような顔をするの、なんなの？

　困惑していると、フェリクスが唇にかぶりついてきた。口内に肉厚で生温かいものが侵入してくる。

　──何、これ……変な……感じ。

　口内を舌が這はい回まわるのに任せていたら、イレーネは頭がじんじんと痺しびれ出す。しかも、フェリクスが上体を倒してきたので、下着越しに、ときどき乳房の先端が、彼のシャツとこすれる。なぜか、気持ちが昂たかぶっていく。

　唇が離れると、イレーネは久々に息をしたように、息遣いが激しくなっていた。唇が離れても、鼻が触れるほどの近さにフェリクスの顔がある。

　──どうして顔を離さないの？

「……イレーネ……本当にここにいるんだな……」
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　そんな当たり前のことをつぶやき、フェリクスが切なげに双眸を細めた。顔の角度を変えて再びくちづけてくる。くちゅくちゅと舌をからめ合わせているうちに、イレーネは気が遠くなっていく。

　──唇を重ねただけでくらくらするなら、体を重ねたりしたら、どうなっちゃうのかしら……。

　頭の片隅でそんなことを思っていると、フェリクスが顔の位置を下げた。

　イレーネが、はぁはぁと息を整えていると、胸に、温かくてやわらかいものが触れる。

「あ、ふぁ」

　フェリクスが、下着越しに、乳にゆう暈うんを咥くわえていた。視覚的には獅子の餌にでもなったような状態だが、イレーネの体内では信じられないような変化が起こっていた。

　強く吸われて下着は濡れ、全身の快楽がきゅっと乳首に集まっていくような奇妙な感覚とともに、下肢が熱くなっていくのだ。

　──こんなの、聞いてない。

　叔母もロミーもこんな感覚については教えてくれなかった。

「……ぁ……私……へん……」

　ちゅぱっと音を立てて、フェリクスが胸から唇を離す。

「変じゃない。とても美しいよ、イレーネ」

　フェリクスがもう一方の胸のふくらみを下着の上から食はんできた。

「んんっ」

　しかも、口内で舌を使って、乳首を転がしながら、空いたほうの濡れた乳首を絹布ごと、くりくりと指でねじってくる。

「あ……そんな……だめ」

　フェリクスが胸から唇を離した。

「まだ、噓つきだな。ここに聞こう」

　イレーネは、フェリクスに膝を摑まれ、びくんと背をしならせた。彼の手がそのまま太ももへとずり下がり、その手が近づくにつれて蜜口が何かを期待するかのようにひくひくと蠢うごめくのが自分でもわかる。

　彼の指が、イレーネの秘所に辿たどり着いたとき、そこは濡れに濡れていた。

「ほら……こんなに欲しがってる」

　ここを指でいじられると、イレーネは何も考えられなくなってしまう。痺れるような快楽が全身に伝でん播ぱしていき、悶もだえることしかできない。

「あ……ふぁ……」

「そうだ……そうやって、ありのままで……」

　フェリクスが自身の体の位置を下げ、両手を使って、イレーネの脚を開かせた。

「あっ」

　蜜を垂らした太ももに冷えた外気が当たり、それもまた快楽になる。イレーネはぎゅっと目を瞑った。

　そのとき、イレーネの秘所を生温かく肉厚なものが這った。

　──気持ちいい。とてつもなく……。

　この感触には覚えがある。さっき口内を蠢いていた、フェリクスの舌だ──。

　よりによってこんなところを舌で何度も舐め上げられ、理性は抵抗するように命じてくるのだが、このまま快楽に身を委ねたいという欲望には勝てなかった。

「あ……ぁ……そんなとこ……あっ」

「気持ちよさそうだな」

　彼の息が濡れた秘所にかかり、イレーネはぶるりと震える。気持ちよすぎて頭がおかしくなりそうだ。自分がどこかに飛んでいってしまうのではないかと、イレーネはシーツを摑んだ。

　フェリクスが舌をイレーネの中にねじ込みながら、片手を伸ばし、その大きな手でイレーネの二つの乳房の先端を指でくすぐってくる。

「あ……あ」

　蜜口を強く吸われたその瞬間、イレーネはどこかに浮かび上がる。ふわふわとした心地の中、「イレーネ？」というフェリクスの囁きが耳に入るが、どこか別世界のことのようで、イレーネには答えられなかった。

　すると、どさっとベッドに振動が起きる。イレーネの横でフェリクスが仰向けになったのだ。彼の拳がイレーネのほうに伸びてきた。

　──殺気！

　イレーネは飛び起きて、拳を躱かわす。

　──優しいかと思って油断してしまったわ。

　やはりフェリクスは獣、狂った獅子なのだ。

　イレーネが冷や汗を拭ぬぐったところで、フェリクスがイレーネの丈長の下着の裾を摑むと、そのまま肩までめくり上げて頭から抜いた。

　いきなり裸になり、イレーネは上掛けを手た繰ぐり寄せようと手を伸ばすが、フェリクスに手首を摑まれる。

「イレーネ、少し痛い目に遭ってもらうよ？」

　──つ、ついに来た！

　何か本音を吐かせたいという目的が感じられないので、噓をついたお仕置きといったところか。拷問でないのがせめてもの救いだ。

　怖くてイレーネが固まっていると、フェリクスがイレーネを抱き上げて向かい合い、大腿だいたいに座らせる。左右に脚を開かされ、イレーネは慌てて閉じようとするが、閉じるどころかぐっと引き寄せられ、開き放しになった。

　ぎゅっと抱きしめられると、胸のふくらみが彼の胸板に圧迫される。

　──なんで、こんなことが気持ちいいの？

　さっき、フェリクスに胸の先端をいじられてから敏感になっている。

「……また、そんな顔をして……」

「え？」

　彼の手が二人の体の間はざまに入り込み、お腹から下へと這っていく。指先が下生えの中の突起に当たると、そこをくりくりと優しく撫でてくる。

「……っぁあ」

　──こんなところに芽みたいなものが……？

　まるで彼に体を改造されてしまったかのようだ。イレーネはシャツに頰を押しつけた。

「さっきから脚がびくびくしてるよ？　それに……」

　フェリクスが話しながら指を谷間に沈ませていく。

「……こんなに濡らして、私を欲しがっている」

　指を鉤かぎ状に曲げて、フェリクスがイレーネの中から蜜をかき出すようにくちゅくちゅと動かしてきた。

「あ……ふぁ……」

　イレーネは顔を彼の胸板に押しつけたまま口を開けて喘あえぐ。そのとき口から雫を零してしまったような気がした。だが、彼のシャツが濡れたことを気にする余裕などない。

「また先に達いく気か？」

　イレーネは、ふわりと持ち上げられたかと思うと、猛たけったものをぐっと押し込まれる。

「あっ……いたっ」

　意表を突かれ、イレーネは声を上げてしまった。

「痛いのは最初だけと聞く。今日だけ我慢してくれ」

　──……え、痛いって、破は瓜かのこと……？

　拷問でも折せつ檻かんでもない。新婦に当然起こることを気にしてくれていたなんて意外である。

　──でも、最初は休むだけって言っていたのに……？

　話が違ってきているように思ったところで、フェリクスがイレーネの腰を摑み、少し熱棒を引きずり出したかと思うと、再びぐぐっと腰を落として隘あい路ろを押し開いてきた。

　──いたたっ。

　そう声にしたいのを我慢していたが、お腹の中が彼自身で満たされていくにつれて、イレーネは淫みだらな気持ちに支配されていく。雄芯で奥まで突かれるたびに、ぐちゅりと水音が立ち、蜜壁をこすられ、乳房の頂と彼のシャツが触れ合う。

　イレーネは、またしても何も考えられなくなっていく。

「あ……も……だめぇ」

「イレーネ、まだだ。顔を見せて」

　フェリクスがイレーネを押し倒し、ベッドに仰向けにさせた。突かれる角度が変わり、それもまたイレーネに新たな愉ゆ悦えつをもたらす。

「ふぁああん……だめよぅ、もう……」

　──どこかに行っちゃいそう、私……。

「イレーネ……」

　フェリクスが上体を起こしてイレーネを見下ろしながら腰を押しつけ、抽挿を始める。

　イレーネが半ば閉じた瞼の隙間から彼の顔を見上げると、フェリクスは眉間にしわを寄せていた。だが、不機嫌という印象はない。辛い、いや、切ない……こんな表情を見たことがないので、イレーネには判断がつかなかった。

　フェリクスの口元が少しゆるんだような気がしたそのとき、彼の手に頰を覆われる。その手はイレーネの輪郭を辿たどるように、首筋から鎖骨、そして胸のふくらみへと伝っていき、やがて、その頂まで上ると、乳首をきゅっとつまんだ。

「んっああ！」

　強く引っ張られたというのに、痛くないどころか、下肢の快感がさらに強くなる。彼に開かれたばかりの路みちが、彼自身を引きとめようと痙けい攣れんしているのがわかる。

「そんなひくつかせて……わかった、やろう。全て受け取れ」

　どくんと、自身の中に迸ほとばしりが放たれ、イレーネは全身をびくびくとさせる。同時に、頭の中が真っ白になっていった。

　イレーネの全身から力が失われたので、フェリクスは性を抜き、ベッドにどさっと体を預ける。横を向けば、気持ちよさそうに涎よだれを垂らしたイレーネの寝顔がある。

　フェリクスは、イレーネの巻き髪を指先にくるくると巻きつけた。

「イレーネ、やっと手に入れたよ？」

　彼の声はイレーネには届かなかったが、届いていたとしても、イレーネには意味がわからなかっただろう。







　明るい陽の光を感じ、イレーネは心地よく目覚めた。

「おはよう」

　深みのある低い声が聞こえてきて、イレーネは真っ青になって身を起こす。

　黒い軍服をきっちり身に着けたフェリクスがベッドの縁に腰かけていて、イレーネのほうに上体を向けてきた。

　──しまった！

『淑女入門』はもちろん、出国の際、母から受けた妃の心得でも、国王より早く起きて身支度を整えるのが王妃の務めと言われたのに、全くもって初しよっ端ぱなから大失態である。

　しかも口の周りが濡れている。イレーネは驚きで口を押さえるふりをして、さりげなく掌で涎を拭ふく。

　──ば、ばれてないわよね？

　フェリクスが、その大きな手で、イレーネの両頰を包み込んだ。

　眼前にあるフェリクスの瞳は半ば閉じ、瞳に黄金の睫まつ毛げがかかっている。ものすごく色っぽくて目が離せない。イレーネは呆然と眺めていた。

　──こんなきれいな男ひ性とを思うままに操れる日なんて本当に来るのかしら……。

「イレーネは挨拶をくれないのか？」

　はっとして、イレーネは「陛下、おはようございます」と、挨拶をした。

「陛下じゃなくて、フェリクスだろう？」

　──そうだったわ。

「フェリクス、おはよう」

　イレーネは一生懸命、笑顔を作った。

　するとフェリクスが眉を下げた。昨晩も何度かこんなふうに困惑したような表情を見た。陽のもとで見ると、口の端が上がっているように見える。

　──もしかして、笑ってるの？

　だが、再び見たときには、その唇はきゅっと引き結ばれていた。

　──そうよね。笑う理由がないもの。

　昨晩のことを思い起こすと、いやな予感しかしない。早々に猫かぶりを見破られて、今後どうやったら気に入られるのか、イレーネは途方に暮れてしまう。

　フェリクスが立ちあがった。

「よろしい。今日は大勢の者が謁見に来るから休む暇もないぞ。もちろん、皆、君を祝うためにやって来ている。侍女たちに、きれいに着飾ってもらったらいい」

「は、はい」

　王妃としての一日が始まる。















第四章　今宵は愛あい妾しようのように











　国王の居室と王妃の居室は内扉で繫がっていた。王妃の居室で一ヵ月近く過ごしながらも今まで気づかなかったのは、今日になるまで、その扉が施錠せじようされたままだったからだ。

　──これなら、侍女を呼んでドレスを脱がせてもらったほうが早かったのに……。

　と、不思議に思う一方で、フェリクスに脱がされているときの恍惚が蘇よみがえってきて、なぜか下腹がじゅんと熱くなる。

　──いやだわ。なんだかいやらしい感じ。

　王妃の居室に入ったとたん、六人の侍女たちが総がかりで、着替えから髪結いまで一いち時どきに進められる。

　──私が寝坊したせいね……。

　初日からこんな調子だと先が思いやられる。母親がいないので、自分で自分を律さないといけない。

「さあ、これで各国の大使も王妃陛下の魅力にひれ伏すしかありませんわ！」

　マンディアルグ伯爵夫人が大おお仰ぎように賞賛してくる。イレーネは立ち上がって、鏡の前でくるっと回って自身を見た。

　さすがに昨日のように宝石こそたくさんついていないが、美しい白レースと細かな花柄の刺繡が施されたモスグリーンのドレスで、アップにした髪には花々を模ったアクセサリーが飾られている。

「春らしくて素敵ね」

　そのとき、隅に控えるロミーと目が合ったので、イレーネは目配せしてから皆に、こう告げる。

「ロミーと二人で話したいことがあるので、皆様、少しお外しくださらない？」

　人払いののち、イレーネがロミーと同じ長椅子に腰かけて顔を向き合わせると、ロミーがほうっと感嘆の息を漏らした。

「イレーネ様、昨晩は驚きましたわ。舞踏会の途中でイレーネ様を抱き上げるフェリクス様のかっこよかったことと言ったら。皆、羨望の眼差しを送っていましたのよ……」

　美形に弱いロミーが頰を赤らめてそう語った。

　イレーネは真剣な表情で彼女の手を取る。

「ロミー、どうしよう……私、猫をかぶっているのがばれていたの。褒めても、心にもないことを、みたいな反応をされるのよ」

「……どうしてばれてしまったのです？」

「どうもシェーンハイトの宮殿に間諜スパイがいるようで、私が相当なおてんばだという報告が上がって疑惑の目で見られているのに、私、ぼろを出しまくっていたみたい」

　イレーネが深刻に告げると、ロミーがカッと目を開いた。

「イレーネ様……それってつまり、おてんばな王女と結婚したかったということではありませんこと？　だって、フェリクス様はイレーネ様がおてんばだとわかったうえで、求婚なさったわけでしょう？」

「え？」

　一瞬、イレーネの胸に希望が灯ともったが、そんなわけがないと思い直す。

「それはちょっとご都合主義というか、考えが前向きすぎなんじゃないかしら。私たちの結婚は和平のためよ？」

　──長いつきあいの婚約者にだって匙さじを投げられた私だもの……。

「ですが、ラングラン国王陛下は、第一王女をご所望されたと聞きましたわ」

「そ、それは年齢的なものでしょう？　私でさえ、フェリクスと九歳差よ？」

　そう言いながらも、イレーネは胸の鼓動が高まっていくのを抑えられずにいた。

「九歳差も十歳差も変わらないかと……。むしろ婚約者のいない第二王女様のほうが求婚しやすかったと思われますが……」

　そんなことを言われたら、希望を持ってしまうではないか。

　──女らしいマルティナより私のほうが好みだったということ？

　そのとき、ロミーが急にはっとした表情になって身を乗り出してくる。

「それより、ちゃんと契ちぎられたんですよね？」

「え、ええ。まぁ。だって政略結婚だから、仕事みたいなものでしょう？」

　ロミーが失望したように小さく首を振った。

「仕事ですって？　お人形のように横たわって、痛いとか、うっかり口をすべらせたイレーネ様が目に浮かぶようですわ」

　イレーネはぎくっとした。

　──確かに言った。痛くても痛いと言うなと習ったが、つい口にしてしまった。

「それでは、殿方を掌の上で転がせませんわ」

　ロミーがだめな生徒を前にした教師のように、眉を下げて肩をすくめる。

「ロミー先生、私、次はどうしたらいいんでしょうか？」

　イレーネは急にロミーを師と仰いだ。

　ロミーが、おごそかに小物入れレテイキュールから本を取り出してきた。表紙に『美麗王に愛されて～アンメンドラ侯爵夫人の自伝～』とある。

「イレーネ様は次の局面フエーズに移る必要があります。こちら、王妃を亡くしたスポジーニ国王の愛妾の自伝ですの。高貴な身分の殿方は人を服従させるのに飽き飽きしているところがあるので、逆に女性こちらがリードして愉たのしませてあげることが肝かん要ようであると書かれています」

「リード……そんなこと、私にできるかしら」

「もとのイレーネ様に戻ればいいだけですよ。そりを押して王子殿下を楽しませて差し上げていたときのように」

　それなら、イレーネの得意技だ。

「ロミー、ありがとう。あとで読ませていただくわ」

「一つ先にお伝えしたいのが、高貴で美形な男性たちは、意外にもプライベートでは、従わせてほしいという願望がある、ということですわ」

　──そ、そんなマゾヒスティックな願望が!?

　イレーネはごくりと生唾を飲み込んだ。

　そのとき、隣室から「国王陛下がお迎えにいらっしゃっています」という声が聞こえてきてイレーネは、ものすごい勢いで書架の一番下の段に背表紙を反対側にして本をしまいこんだ。

　ロミーが「王妃陛下を今お連れいたします」と、隣室まで届くような声を出したあと、イレーネに小声で耳打ちしてくる。

「イレーネ様、獅子って猫の親戚なんですって」

　──そういえば、昨日舐められたわ！

　猫なら飼っていたのでお手のものだ。

　侍女によって扉が開けられたので、イレーネは顔を上げてゆっくり隣室へと進んだ。

　そこに立つフェリクスが、朝とは打って変わっていかめしい顔つきだったので、イレーネは足がすくむ。

　──大丈夫。この方は、見かけは獅子だけど中身は猫なのよ。

　イレーネがそう自身に言い聞かせていると、フェリクスに手を取られる。

「イレーネ、謁見の間まに案内しよう」

　その日は謁見の間で、財務府、宮内府、陸軍、海軍、各組織の長、地方行政官、外国の使節団などに次々と接見した。皆の興味の先はシェーンハイトから嫁いできた王妃だ。イレーネは、上品な微笑を顔にへばりつかせてやり過ごした。

　が、肝心の国王といえば、王妃のお披露目でもある接見だというのに、双眸を狭めて、唇を引き結び、襲いかかる五秒前の獅子という風貌だった。

　──マゾヒスティックな猫って感じが全くしないんだけど、大丈夫かしら……。







　その夜、中将のオディロンは日課の報告のために、国王の応接室でローテーブルを挟んで、フェリクスと向き合っていた。フェリクスはもうガウン姿だが、オディロンは中将の黄金の肩章エポレツトが付いた黒い軍服をきっちり着用している。

　オディロンは腹心として、各所から上がってくる情報を就寝前にフェリクスに伝える役目を担っている。シェーンハイトの王女に求婚してからというもの、シェーンハイトとイレーネにまつわる情報が増えていた。

　そうして今朝から新たに加わった情報がある。フェリクスとイレーネの仲に関する宮殿内の噂うわさ話ばなしだ。

「フェリクス様、シーツに血けつ痕こんが認められたという報告がありましたが、この血はイレーネ様のものですか？」

　フェリクスが双眸を片手で覆った。

「それが……そうなんだ。予定では自分の腕でも切って破瓜を偽装するつもりだったんだが……。おまえの言いたいことはわかっている。昨晩は、プラトニックな愛を深めるだけで手を出さないと宣言していたのにこのざまだ。笑ってくれ」

　男ばかりの戦場で、美女に誘惑されたときでさえも、禁欲を貫き通したフェリクスとは思えない言葉だった。

「いえ、そんな……早くお世継ぎが生まれるに越したことはないので歓迎いたしますが、女官のマンディアルグ伯爵夫人が、イレーネ様のガーターが嚙みちぎられていたと驚かれていらっしゃいまして……これは仲のいい証拠と考えてよろしいのですよね？」

　フェリクスが双眸から手を離し、三白眼で見上げてきた。

　──ひいっ！

　長いつきあいだが、こういう表情はやはり怖い。

「わからん。自分でもどうしてこうなったのかわからないのだ。イレーネはものすごくかわいくて、ものすごく大事にしたい。だから『今日はゆっくりお休み』と声をかけたのに、本音を言ってくれないものだから……気づいたら、噓がつけなくなるようにしてやると、手が勝手に……」

　フェリクスが信じられないといったふうに、自身の掌を見下ろしていた。

　オディロンはフェリクスと幼いころからのつきあいだが、彼のこんな姿を見るのは初めてだった。彼はいつも自分の立てた計画を着実に実行し、決して自身の欲望などに負けることなどなかったのだ。

　オディロンは息を呑む。

　──イレーネ様、もしや魔性……!?

「今晩こそ、私はプラトニックで寝物語でもして愛を育はぐくむつもりだ」

　フェリクスの黄金の瞳が鋭く光ったが、それは傍はたから見たら殺人でも企てているような顔で、決してプラトニックラブについて語っている表情ではなかった。







　夜になり、寝しん衣いを纏まとったイレーネは自室で髪をブラッシングしてもらっていた。

　その間かん、イレーネがひたすら読んでいたのは『美麗王に愛されて～アンメンドラ夫人の自伝～』だ。

　とても学ぶことが多い。男というのは称賛されたい生き物ではあるが、国王ともなると、常に褒めそやされているので、それ以上に大事なことがあるようだ。

　すなわち、猛獣使いのように獅子を調教してくれる女性ひとの存在が──。

　ページを繰くると、『第二章　閨の技法』とある。

　──え？　これって、もしかして、いやらしい本なんじゃないの？

　だから、次の局面フエーズと、ロミーが言っていたのだ。

　──処女じゃなくなったから、ようやくこの本への扉が開かれたってこと？

「何を読んでいるんだ？」

　背後から低い声が響いて、イレーネは慌てて本を閉じ、顔をぶんっと勢いよく背後に向ける。

　侍女たちはいつの間にかイレーネから距離を置いていて、イレーネのすぐ後ろにフェリクスが立っていた。ガウン一枚である。

　──きょ、胸筋が少し見えてるんですけどー!?

　フェリクスが侍女たちを見渡した。

「二人きりにしてくれないか」

「は、はい」

　侍女たちは何を想像しているのか、頰を赤くして隣室へと足早に歩く。ロミーだけが心配げな視線をこちらに向けていた。

　侍女たちが去り、扉が閉じられると、フェリクスの手が鏡のほうに伸びていくではないか！　鏡台の天板の上に置いた例の本を、イレーネは急いで手に取ろうとしたが、タッチの差でフェリクスのほうが早かった。

　──終わった……。

　イレーネが白目になったところで、フェリクスがタイトルを口にする。よりによって、あのどっしりとした低い声で──。

「『美麗王に愛されて～アンメンドラ夫人の自伝～』か。これは王妃ではなく愛妾が書いた本のようだが、何か参考になるのか？」

　──いやらしい本を読んでいることが知られて……死にたい。

　母国の名誉を守るためには、ここで舌を嚙み切ったほうがいいかもしれない。

　イレーネは鏡の中のフェリクスを虚うつろに見上げる。

「昨日、上手うまくできなかったような気がして……今からでも勉強しようかと……」

　イレーネがこの期ごに及んで健気けなげさと勤勉さをアピールしてみたところ、フェリクスの金瞳が見開かれ、なぜか、しばしそのまま固まっていた。

「……そんなの……私が教えてやるのに」

　ようやく口を開けたと思ったら、フェリクスの眉が下がった。

　だんだんわかってきた。フェリクスは、気に入らないと目を狭めたり、片眉を上げたりするが、今のは悪い反応ではない。

　──この調子だわ。

「ええ!?　光栄ですぅ」

　イレーネは、睫毛の長さをアピールするかのように大きくぱちぱちと何度も瞬まばたきした。

　すると、フェリクスの双眸が不愉快そうに狭まった。

　──あ、しまった。こういう褒めちぎる感じはだめなのね。

　イレーネはロミーと特訓しすぎて反射的に褒め言葉が浮かんでしまうのだ。今後はこの癖くせを矯正していかないといけない。

　フェリクスの黄金の瞳がギラリと鋭く光り、片方の口の端が意地悪そうに上がった。

「ほう、まだこの私に対して演技する度胸があるとはな？」

　──ヒィー！

　イレーネが、あまりの恐ろしさにうつむくと、頭上でページを繰る音がした。

「では、この『第二章、閨の技法』とやらを実践してもらおうか」

「ま、まだ一章しか読み終わってなくて……」

　ちらっと上目遣いでフェリクスを観察すると、おやおや、といった感じで両眉を上げていて、怒っているふうではなかった。

　──よかった……。

「では、これを読みながら試したらいい。『国王など高貴な身分の方は往々にして、ご自分から襲うことに飽き飽きしていて、心の奥底では襲われることを望んでいらっしゃいます』。そうか、自分でも気づかなかったが、実は私はそんな願望を持っていたのか。早速教えてもらいたいものだな」

　フェリクスがきれいな笑顔を作った。きれいすぎて不自然。つまり作り笑顔だ。

　──私が褒めるときもこんな不自然な表情をしていたのかもしれないわ。

　今になってフェリクスが不快に思う気持ちがわかったイレーネだ。

　──なら、とことんやるのみよ。

「わかったわ。読みながらでよろしくて？」

　そのとき、イレーネは自身の目が据わっているかもしれないと思った。というのも、その瞬間、フェリクスの瞳が驚きと戸惑いの色を纏まとったからだ。

「あ、ああ」

　フェリクスが心なしかいつもより頼りない声でそう答えた。

　イレーネはすっくと立ち上がり、本を受け取る。

「今日は私のベッドでいいわね？」

「ああ」

　──いつも臣下をリードしている国王は、恋愛ではリードされるのがお好き。

　第一章に書いてあったことを心の中で唱えながら、イレーネはフェリクスの手を引いた。

　寝室は薄暗いが、ベッドの両脇にある枝付き燭台が点灯していた。これでなんとか本を読める。

　イレーネは手を離すと、先にベッドに乗り上げ、燭台の近くで横座りになった。手をベッドの中央のほうに差し出す。

「さあ、ここで横になって」

「医師の診察のようだな」

　そんな不満を零すが、今のフェリクスはまるで牙を抜かれた獅子のようだ。

　──すごいわ、この本。獅子が猫ちゃんになったわ。

「少々お待ちを」

　イレーネは第二章のテクニック的なところを、ものすごい勢いで読んだ。真剣に読んでいるというのに、フェリクスは後ろで、おとなしく横になったままでいてくれなかった。

　フェリクスが身を起こし、燭台のほうを向いているイレーネを背後から抱きしめてくる。広い肩幅と胸筋に包まれただけでなく、イレーネを挟むようにして脚を広げるものだから、がっしりとした大腿がイレーネの腰の左右に当たり、イレーネは一瞬全身をびくっと反応させてしまう。

　が、イレーネはその後、何もなかったようにページをめくる。

　──本に集中、集中。

　するとイレーネの髪の毛が、ふわりと片方の肩から前に垂らされ、首筋にくちづけられる。イレーネは、思わず喉を仰のけ反ぞらせるが、再度、本に意識を集中させた。

　フェリクスがイレーネの寝衣を下にずらし、首から背にかけてあちこちに唇を押しつけて強く吸いながら、腋下から手を侵入させ、二つの乳房を寝衣の上から揉んでくる。

　イレーネは、一瞬声を上げそうになって、きゅっと下唇を嚙んだ。本の内容もちょうど、男性も胸を愛あい撫ぶされれば感じるという内容だったこともあいまって、イレーネは淫らな気分になっていく。

　きゅっと両乳首を彼の指で強くつままれた。

「あっ」

　イレーネはついに声を上げて手から本を落とす。乳房の頂点はいつのまにか尖とがり、敏感になっていた。

「本、読まないのか？」

　息がかかるくらいの距離で、耳元で囁かれ、さらには乳首をねじられ、イレーネは、本を拾うどころではなく、荒い息で胸を上下させる。

「あ……やめて……読むどころじゃ……なくなっちゃう……」

「どうして？　感じてしまうから？」

　フェリクスが片方の乳首を指で挟んで乳房全体を揺すりながら、もう片方の手を下のほうに移していく。ゆっくりと下肢へと近づいてくる感触にイレーネは目を瞑って震えた。

「で、でも……この本を実践してほしいんでしょう？」

　涙目でイレーネが振り向いたとき、フェリクスの中から何かが飛んでいったような気がした。

　そのまま背後から押し倒される。寝衣を乱暴に剝ぎ取られた拍ひよう子しに布地が裂さけた。

　──またしても獣！

　剝むき出しになった背にフェリクスが舌を這わせてくる。獣が猫になったと思いきや、腰を摑まれ、臀でん部ぶを浮かせられた。今度はイレーネが猫だ。猫が伸びをするとき、こんなポーズになる。

　──でも、人間がするとはしたないわ。
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　これでは秘所が見えてしまう。イレーネは太ももと太ももをぴっちり合わせて、せめて大事なところが見えないようにする。

　だが、大猫フエリクスに尻のふくらみにくちづけられると、体から力が抜けていく。しかも、フェリクスが双丘を交互にくちづけで愛撫しながら、イレーネの腹部のほうに回した手を下げて、股の谷間をぬるりと摑んだ。

「あっ……ふぁ……！」

　イレーネは太ももを合わせるどころか震わせ、さらに臀部を突き出してしまう。

「すごく……濡れてる」

　喜色を含んだ声とともに、フェリクスが陰唇に中指を突き上げて、くちゅくちゅと中をかき回してくる。長く骨ばった指を自身の中に感じ、イレーネは顔を上げて喘ぐ。

「あ……ぁあん……」

　イレーネは無意識に腰をびくびくと小刻みに揺らしてしまった。

「こんなに欲しがって……私を襲うどころじゃないな」

　そう言ってフェリクスが指を抜くやいなや、硬く猛った尖せん端たんで蜜口を塞いでくる。しかも体を押し開きながら、下を向いた乳房の中央の尖りを、片手の親指と小指で同時に弾はじいてきた。

「あ……」

　イレーネは前腕で体を支えていられなくなってへたり込み、頰をシーツに着けた。口から垂れた雫が跡あとになって広がっていく。

　背後はフェリクスの大きな体に覆われ、乳首は指で揺らされ、そして臀部に腰がぶつかるたびに、ぐちゅっと卑ひ猥わいな水音が立ち、彼の脈打つ性の形に変えられた蜜道は、その襞ひだをこすられるたびに、彼自身をきゅうきゅうと締めつける。その感触がまた彼女の体中に甘美な喜悦を引き起こしていく。

　イレーネはあまりの快感におかしくなりそうになり、匍ほ匐ふく前進でもするかのように、シーツを摑んで嬌きよう声せいを上げる。

　実際、彼に突かれるたびに、前にずれて、前進しているかのようだった。イレーネが胴震いすると、苦しげな声が頭上から零こぼれ落おちた。

「……もうすぐだな」

　何がすぐなのかよくわからないが、今のイレーネにはそんなことを考える余裕はない。彼の指に翻弄される乳首、耳から入ってくる水音、自身の中を這う漲みなぎり、そんなものに心を奪われ、前後不覚に陥っていく。

「イレーネ」

　徐々に薄れゆく意識の中で、イレーネは自身の中に熱いものが注がれたのを感じた。







　翌日、イレーネは公務がなかったので、部屋で例の本を熟読することができた。

　──要は、今までされたことをフェリクスにし返せばいいんだわ。

　夜になってそんな結論に達したとき、湯ゆ浴あみの準備ができたと侍女に告げられ、バスタブのある衝つい立たての向こうへと移る。

　夜当番の侍女たちが、イレーネの下着を脱がすと、一様に刮かつ目もくした。

　──こんな顔をされると余計に恥ずかしくなるわ。

　実は、朝も、侍女たちにこういう反応をされた。イレーネは首から背中、さらには臀部までキスマークだらけだったのだ。

　イレーネは照れ隠しで、肩をすくめて小首を傾げる。

「大きな猫ちゃんはぺろぺろ毛づくろいが好きで困っちゃうわ」

　すると侍女たちの瞳がさらに見開かれた。ある侍女など、下着を置くべきところに置かず、手に持ったまま固まっていたほどだ。

　それもそのはず、皆が恐れる狂獅子を捕まえて、嫁かしたばかりの十八歳の王妃が猫扱いである。

　イレーネは、か弱そうに見えて、実は猛獣使いなのかもしれない。そんな共通認識がここで生まれたことなど、イレーネは知る由もない。

　湯浴みのあと、イレーネが寝衣に着替えさせてもらうと、ロミーが素早く近づいてくる。

「イレーネ様、よろしかったら、こちらをどうぞ」

　と、例の本が入った小物袋レテイキュールを持たせてくれた。

「今日こそ私の虜とりこにしてみせるわ」

　イレーネが決意を持って耳打ちすると、ロミーがこうたしなめてくる。

「今のイレーネ様、かなり雄々しかったのですが、アンメンドラ夫人はとても女らしい方だったと聞いております」

「大丈夫よ。女らしさは今のところキープしているつもりよ」

　──というか、フェリクスといると、女らしくしようとしなくても、何も考えられなくなって、自然とか弱くなっちゃうのよね……。

「国王陛下がお待ちです」

　イレーネは、手て燭しよくを持った侍女にうながされてフェリクスの寝室へと向かう。イレーネの頭の中は、これからフェリクスにすることでいっぱいだった。

　──殿方の乳首を舐め、気持ちよさそうになったところで、彼を馬だと思って上に乗りましょう。もちろん優雅さを忘れずに。

　フェリクスに乗っかられてばかりなので、イレーネから乗ったら気分よさそうだ。

　国王夫妻の寝室を繫ぐ短い廊下から中に入ると、薄暗い寝室で黄金のベッドに腰を下ろすフェリクスが顔を上げた。

　その眉間にはしわが寄っていたが、獰どう猛もうな感じは全くなく、むしろ切なそうに見えた。

「……イレーネ、やっと来たか」

　──ずっと私を心待ちにしていたのね？

　今こそ、相手を褒めつつ、上から目線で快楽を与えるときだ──。

「フェリクス、いい子でステイできていたから、楽しませて差し上げるわ」

　決め台詞ゼリフが決まり、イレーネが得意げになったところで、フェリクスが笑い出すではないか。クックッと小刻みに震えていたと思ったら立ち上がって手を取ってくる。

「絶対、本にあった台詞だろう？」

「べ、別に、そ、そんなことないし！」

　──これじゃあ、母国と同じ〝おもしろい人〟ポジションじゃないの！

「では、昨日やろうとしていた、『第二章　閨の技法』に入ったらいい」

　フェリクスがイレーネの手を引き、ベッドに、どさっと身を横たえた。イレーネも引っ張られてそのまま彼の上に覆おおいかぶさる。

　──この調子で私のほうから襲っちゃうんだから。

　イレーネは上半身を起こして、厳おごそかに、こほんと咳をする。

「では、ガウンを失礼するわ」

　イレーネは彼の腰で結ばれたガウンの紐の結び目に手をかけ、ほどけたときにちらっとフェリクスの顔を見やる。

　フェリクスが片方の目を狭めて少し苦しそうにしていた。その表情が妙に艶つやっぽく感じられ、イレーネはごくりと生唾を飲み込む。

「つ……次は撫でて差し上げるわ」

　──乳首を、と言わないところが乙女の恥じらいよ。

　イレーネはガウンを左右に開はだけさせ、体全体を撫でるふりをして、ときどき、さりげなく胸の上を通過させた。そのとき、フェリクスがぴくっと反応したのを、名探偵イレーネは見逃さなかった。

　──本に書いてあった通りだわ。

　イレーネが彼の胸板の中央にある微かすかな突起を指先でつんつんしてみると、フェリクスが両目を細めた。

　──楽しい！

　イレーネは、わくわくしてきて、つんつんつんつんと、しつこくその突起をいじった。

「……こら、遊ぶな」

　苦しそうな声がして、視線を上げると、むすっとした迫力ある顔をしているものだから、イレーネは一瞬、戦慄したが、すぐに気を取り直した。

　──今は獅子かもしれないけど、猫ちゃんにしてみせるんだから！

　イレーネは、フェリクスに覆いかぶさり、彼の胸をぺろりと舐める。

「くっ」

　──ついに声を上げたわ！

「気持ちいいのね？」

　男性になったような気持ちになって、だが、か細く女らしい声でイレーネがそう問うと、予期せぬ言葉が返ってくる。

「ああ。いい眺めだ。脱いでくれたら、なおいいんだが」

　──そういえば！

　男性は視覚で快感を覚えると『第一章　高貴な男性の嗜し好こうについて』に書いてあった。

　イレーネは、寝衣をまくり上げて頭から抜く。再び屈んで舐めようと思ったのに、フェリクスの両手が伸びてきて、二つの乳房を掬すくい上あげるように揉まれた。

　しかも親指で乳首を弾いてくる。撫でられるならわかるが、こんな乱暴な扱いで、なぜ気持ちよくなるのだろうか。

「……ぁあ……だめ、だめよ、今日は私のほうから……」

「それなら、イレーネの後ろに勃たっているそれを自分で入れてみたら？」

　イレーネが背後に視線を落とすと、そこには雄々しく屹立した性があった。

　イレーネは生唾を飲み込んだ。

　──……大きい。

　こんなのがよく自分の中に入ったものである。だが、『第二章、閨の技法』には、女性から上に乗って、これを入れて腰を揺らすように書いてあった。高貴な男性はいつも攻める側にいるので、閨では攻められるのを好むそうだ。

　イレーネは再び生唾を飲み込む。さっきから飲み込んでばっかりである。

「暗記するぐらい読んだから大丈夫よ」

　フェリクスが手で口を覆った。小刻みに震えている。また笑っているようだ。

　──お笑い枠に入りつつあるようないやな予感がするわ……。

　イレーネはそんな不安を振り切って、膝立ちになって後退する。彼女は今日、生まれ変わるのだ。愛妾のように、色仕掛けで国王を籠ろう絡らくする新しい自分に──。

　イレーネが彼の腰のあたりで止まり、滾たぎった熱棒をそっと摑むと、フェリクスが急に真剣な表情になった。

　──本当に入るのかな……。

　イレーネはまたしても生唾を飲み込んでしまう。

　──えい。

　目を瞑ってイレーネは、硬くなった尖端を自身の脚の付け根に下ろす。

　が、つるっとすべって入らなかった。

　──やっぱり目を開けてやらないと。

　そう思って、目を全開にして再びあてがおうとしたところ、乳房の頂点を二つとも同時に指で引っ張られる。

「あっ……あぁ」

　イレーネは驚きと快感で手から剛直を離した。

「イレーネ、私を襲うんじゃないのか？」

　笑いを嚙み殺したような声が聞こえてきたかと思ったら、臀部を摑まれ、下から一息に貫かれる。

「ぁあ！」

　イレーネは小さく叫び、背を反そらせた。自分が上にいると密着感がすごい。フェリクスに突き上げられると、自身の洞が最奥までみっしりと塞がれた感じがする。

　しかも、フェリクスが何度も腰を浮かせるものだから、脈打つ剛直が上下に動き、蜜襞をこすられていくうちに、まだ春だというのに、じんわりと汗をかき、彼の大腿に落とされるたびに、ぬるりとこすれ、まるで二人の境界がなくなっていくようだ。

　いつしかイレーネは、あまりの快楽に涙ぐみ、絶頂に向けて押し上げられていく。そのとき、体の中に熱い奔流を感じ、そのまま前に倒れそうになったところを、起き上がったフェリクスに支えられる。

　イレーネは彼の胸板に頰を預けてその鼓動を感じていた。

　──あ、これ気持ちいい……。

　フェリクスがイレーネの背に腕を回してぎゅっと抱きしめてくれた。大きな体たい軀くに包くるまれていると、この世に怖いものなど何もないような気がする。

　──フェリクスを怖がっていたはずなのに変ね、私……。

「イレーネ……」

　イレーネは少し後ろに倒され、フェリクスにくちづけられた。そっと唇を重ねるだけのキス──。

　──優しい。

　だが、優しさに甘えているだけでは愛される女性にはなれない。

「……フェリクス、私、結局、腰を揺らすどころではなくなってしまったわ。今度はちゃんと頑張るから」

　そのとき、イレーネの中で、彼の雄がどくんと大きく拍動したのがわかった。

　──え？

　フェリクスが頰ずりをしてくる。

「馬鹿だな……そんなこと、イレーネが頑張らなくていいんだよ」

　そう告げると、フェリクスがイレーネを押し倒して仰向けにする。体勢が逆転した。

「私が何度でも君を中から揺すってやる」

　フェリクスが上体を起こしたまま、イレーネの両脇に手を突いて腰を押しつけてくる。汗まみれの大腿が太ももに当たり、二人の汗が溶け合っていく。

「あっ……あぁん」

　奥まで埋め尽くすと、フェリクスが腰を動かし、中をゆっくり搔かき回してくる。太い根元に蜜口を嬲なぶられ、蜜壁のどこもかしこもこすられる。

　体位を変えてもずっと挿いれられたままだった体は今までになく敏感になっていて、イレーネは中も脚もひくひくと蠢しゆん動どうさせ、口から伝う雫も拭ぬぐえずに、ただ、目を閉じて、はあはあと熱い吐息で快感を逃すので精一杯だった。

　フェリクスの雄が大きさを増し、搔き回すどころではなくなってくると、彼が剛直を半ばまで引きずりだす。

「あっぁあ」

　その動きはイレーネに大きな快感をもたらし、彼を引きとめるように中を蠕ぜん動どうさせた。

「くっ」

　フェリクスが何かに耐えるような声を発して一突きすると、抜き差しの速度を上げてくる。イレーネは自ら腰を揺らすなど到底できそうになく、ただ、脚を彼の腰に回してすがる。やがてびゅくびゅくと情熱が吐き出されたのを感じ、小さく体を痙攣させると、そのまま体中から力を失った。

　イレーネが薄目を開けて横を見ると拳が飛んできたが、今回ばかりは躱かわせるような状態ではなかった。

　──痛っ！

　一瞬そんな気がしたが、気だけだ。痛みはない。

　ただ、イレーネの首の下に腕がぴったりとはまっていた。

　あまりの驚きに、顔をフェリクスのほうに向けて固まっていたら、フェリクスがこうつぶやく。

「隙間が空いていたから……」

　──も、もしかして……腕枕!?

　初夜では、てっきり殴られるのかと思って警戒したが、今思えば、あのときも腕枕をしようとしていただけだったのだ。

「た、確かに……ここに腕があるほうが寝やすいわ」

「そうか……」

　フェリクスの眉が下がった。

「でも、急だったのでびっくりしたわ」

　彼の瞳がわずかに見開く。

「……今度から先に声をかけよう」

　真面目にこんなことを言うなんて、フェリクスは不器用な人なのかもしれない。

「そうしてもらえると助かるわ」

　フェリクスが納得したように小さくうなずくと、顔を天蓋に向け、目を瞑った。

　うなじにたくましい腕を感じながら、イレーネも上を向いて目を閉じる。彼の寝息を聞いているうちに深い眠りに落ちていった。















第五章　獅子王は心を重ねたい











　翌朝、オディロンが居室に迎えに行くと、すでに軍服に着替え終わったフェリクスが長椅子の背もたれに軽く腰かけ、額に手をやってうつむいていた。

「フェリクス様、いかがなさいました？」

　オディロンが問いかけると、苦悩に満ちた声が上がる。

「やはり無理だった。あの娘は、私の理性が飛んでいくようなことばかりしでかすんだ」

　フェリクスは、どうもまた欲望を抑えられなかったようだ。

　苦悩する国王を前に、オディロンは背をただした。

「つまり、昨晩も肉欲を止めることができなかったというわけですね？」

　──お世継ぎが今にもできそうだな。

　オディロンは内心、喜んでいた。これで両国の同盟関係も、王朝も安泰である。

「そうだ。心の交流の前に体の交流ばかりしている。昨晩は、経験もないのに頑張ろうとするイレーネがかわいくて、襲わずにはいられなかった」

　全く、この金獅子を三日間でここまで骨抜きにするとは、イレーネが猛獣使いという侍女たちの噂もなまじ外れていないのかもしれない。

「頑張るということは、王妃陛下は望んで受け入れていらっしゃるわけでしょう？　それなら体を重ねるのをやめなくてもよろしいのではないでしょうか？」

「いや、あれは王女の使命感からだ。和平のために健気に演技までして頑張っている。だが、このままでは心が繫がる前に、イレーネが孕はらんでしまう。元婚約者のことが忘れられないまま出産など、かわいそうでさせたくないのだ」

　フェリクスの観察眼はいつも鋭く、的まとを射ている。今回も、イレーネが使命感でやっているというのは当たっているに違いない。

　イレーネが国を離れるとき、元婚約者が泣きながら馬車を追いかけてきたという報告が上がっているので、二人は政略結婚のために仲を引き裂かれたのだろう。

　その割にイレーネに悲壮感がないのが不思議なところだ。

「元婚約者はベーテンドルフ公爵の嫡男ですよね？」

「そうだ、よりによって因縁の……。二重三重に腹立たしい相手だ。だから私は勝たなければならない。イレーネの心はこの私がもらう」

　フェリクスが背もたれから体を離し、背筋を伸ばした。

「フェリクス様なら、王妃陛下が夢中になられるのもすぐでしょう」

　これは本音だ。いや、もう夢中かもしれない。イレーネが頰を赤らめてフェリクスをうっとりと眺めているのを、オディロンは何度か見かけたことがあった。

　──フェリクス様には、なんとしてでも幸せになっていただきたい！

　フェリクスが紆う余よ曲きよく折せつを経て国王になったことを知っているオディロンは心の底からそう願っていた。







　午前中の謁見が終わると、イレーネはベッドで、ぐったりと横になった。

　ロミーがベッド脇まで来て小声でこう尋ねてくる。

「昨晩、イレーネ様から襲われたので、お疲れになっていらっしゃるのではありませんか？」

　ロミーの瞳が爛らん々らんと輝いている。この期待に応えないわけにはいくまい。

「……大きな猫ちゃんの調教に疲れたわ」

　イレーネは実情が情けなすぎて、少し話を盛った。この台詞セリフが侍女たちに漏れ聞こえているとも知らずに──。

「あ、痛……」

　下腹が痛い。あんな大きなものを入れてしまったせいだろうか。

　すると、ロミーが何かに気づいたような表情になった。

「今は月の中旬。お疲れなのって……そろそろ来るからではありませんか？」

　イレーネは一気にいろんなことがありすぎて、すっかり忘れていた。

「……そうだわ。そうよ。お腹が痛いのは昨日の……ゴホン……のせいかと勘違いしていたけど、この痛みは……そうだわ」

　いやらしい単語の部分は咳払いでごまかしたイレーネだ。

「まあ、すぐに準備を」

　立ち上がるロミーの手を、イレーネは取った。

「フェリクスに、今日はお褥しとねを辞退するとお伝えして」

「はい。では女官のマンディアルグ伯爵夫人を通してお伝えさせていただきますね」

「ありがとう」

　その晩は、久々に一人でゆっくり眠れるのがうれしかった。隣にフェリクスがいると、気が抜けない。

　──あ～、気楽でいいわ。

　イレーネがそう思ったとたん、隣室と繫がっている扉のほうから、フェリクスの声が聞こえてきて、侍女たちが蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなった。

「イレーネ」

　──ただの低音じゃない、声にも色気があるわ……。

　一瞬うっとりしてから、イレーネは青ざめる。

　──女官がお褥辞退を伝えてくれたんじゃなかったの？

　イレーネは慌てて上体を起こした。

「フェ、フェリクス……」

　フェリクスが大股でカッカッと大理石の床を蹴って近づいてくる。

　──脚が長くてかっこいい……。

　ついガウンから伸びるたくましい脚に見み惚とれてしまったが、下腹に鈍い痛みを覚えて我に返る。

「あの……私、今日、つ、月……体調が悪くて……ここで、一人で眠るつもりなの」

　月のものなんて、男性の前で言ったことがなく、イレーネは恥ずかしくてうまく言えなかった。

「月のものと聞いたぞ」

　フェリクスが今日の天気でも伝えるかのように平然と言い放った。

　──ギャー！

　いくら結婚したとはいえ、慣れない。イレーネはうつむいた。

「聞いてらっしゃるんだったら、私を放っておいて」

「そうか。それだけが理由ならよかった。昨日、無理をさせてしまったのかと思ってな」

　イレーネは目をぱちくりとさせた。体調を気にかけてくれるなんて思ってもいなかった。

「そ、そんなこと……。今日はお帰りになって。私、一人で寝たいの」

　フェリクスがベッドに手を突いて屈み、こんなことを言ってくる。

「今晩は何もしない。だから、ここで添い寝させてくれ」

　懇願するような瞳が間近に来て、イレーネは一瞬ドキッとするが、すぐに頭の中で首を横に振る。

　──絶対、添い寝で終わらないわ……。

「なんだ。その疑惑の眼差しは……」

　彼の不服そうな表情にイレーネはハッとした、昨日今日と、素の自分を出しすぎているように思う。

　──このままじゃ転がすどころか、女扱いされなくなるわ！

「いえ、とてもきれいな黄金のような瞳だと思っただけですの」

「イレーネ、君はおべっかを使うときだけ、丁寧な言葉使いになるな」

　──それでばれていたのね！

　フェリクスが落胆したように眉間にしわを寄せながらも、ちゃっかり上掛けの中に入ってきた。

「あ、あのぅ……私、一人で」

　イレーネがそう言いかけたところで、「腕枕だ」と、彼の拳が繰り出され、イレーネの首とシーツの間にできた空間へと突き進んでいく。首の下の隙間にぴったりはまった。

　──今回、ちゃんと先に腕枕宣言してくれたわ。

　フェリクスの唇が満足げに弧を描いた。

　──見間違いよね？

　そうだ。いやらしいことができない王妃との添い寝など、おもしろいはずがない。きっと政略結婚は同どう衾きんすることに意義があるのだ。

　腕を伸ばしたフェリクスが、じっとこちらを見つめているので、イレーネは寝るどころではなく、目が離せなくなる。

「何か欲しいものはあるか？」

　いきなりそう問われる。フェリクスなりに機嫌を取ろうとしているのだろうか。結婚四日目、まだまだ相手の心が読めない。

　本音のところ、イレーネが欲しいものは、豪速で走れる丈夫なそりだが、おてんば疑惑が確信に変わってしまうだけだ。

　そのとき、『淑女入門』の一節が思い浮かんだ。

『手芸が下手でも、手芸が好き、と自みずからを洗脳せよ』

　──手芸を好きになる、好きになる。私はきっと手芸が好き。

　手芸嫌いのイレーネはそう自分を思い込ませてから、口を開いた。

「……刺繡用品が欲しいわ」

「そんなものでいいのか？」

　フェリクスが双眸を狭める、またあの迫力の表情を向けてくるものだから、喉元まで『そり』という単語がせり上がってくるが、押しとどめた。

　フェリクスの眼まなこが、疑惑を追及する秘密警官のように炯けい々けいとしている。

　──領土返還の密命を知っての質問じゃないわよね？

　イレーネは思いっきり口角を上げた。

「ええ。私、手芸がとぉっても好きなんですのよ」

　──好きになるはず、なるつもりよ！







　翌日の午後、イレーネの部屋に、黄金の裁縫道具と、木製の小型チェストが届けられた。

「まあ、イレーネ様、私、こんなに美しい青色、初めて見ましたわ」

　ロミーが、ローテーブルの上に置かれた小さなチェストの引き出しから刺繡の糸を手に取っては感嘆の声を上げている。

　イレーネは、その横で思い詰めていた。

　──こんな立派な道具をもらったからには、やるしかないわ。

　噓をつくのはいやなので、噓を真実ほんとうにするしかない。

　イレーネは人払いをして、ローテーブルを挟んでロミーと向き合い、針に糸を通した。

「私、刺繡で何かを描いたりしたことがないの。本当に頑張らないとまずいわ」

　再び猫かぶり疑惑で責められるのがオチだ。

「刺繡ってやってみると、案外、楽しいものですよ？」

　意外な言葉にイレーネは目を瞬しばたたかせた。母の監視のもと、刺繡の先生にひたすらステッチの練習をやらされたいやな思い出しかない。

「ご覧ください」

　ロミーが絹の小物袋レテイキユールをテーブル上に出した。赤、青、紫のアネモネが花束になった刺繡がほどこされている。

「これ、もしかしてロミーが刺繡したの？」

「そうなんです。見てください、ここ」

　ロミーが、薄紫の花びらを指差した。

「花びら一枚の中にも濃淡のうたんをつけたんです」

「グラデーションがとてもきれい。花を束にするリボンには、ガーゼリボンを縫いつけているのね。立体的だわ。こういうの、ロミー、自分で考えついたの？」

「ええ。そうなんです。イレーネ様」

　ロミーが今まで見たこともないくらい誇らしげな笑顔になり、イレーネは内心、驚く。

　──恋愛にしか興味がないと思っていたのに……！

「刺繡って、ひたすらステッチの練習ばかりやらされたけど、こういうふうに自分で考えて工夫して、うまくいくのなら……さぞやおもしろいでしょうね」

　ロミーが、うふふと照れたように笑った。いつもの色っぽい笑みではなく、少女のような屈託のない笑みだった。

「そうですよ。基本を習ってらっしゃるから、あとは何を縫いたいか、ですわ」

　──何を縫いたいか。

　そう考えたとき、イレーネの頭に浮かんだのは、子どものころから好きな童話『鳥の王女』の、鳥が滑空している挿絵だった。まさか、あの鳥が実在していて、しかもこの目で見られるとは思ってもいなかった。挿絵は一色だが、本物を見たことで色合いがわかった。

「私、チョウゲンボウという鳥が縫いたいわ。翼を広げて飛んでいるところ」

「まあ。花じゃないのがイレーネ様らしいですわね。でも、鳥は難しいですわ。何か見本があるといいんですけれど……」

「あるわ」

　イレーネが立ち上がると、ロミーがすぐに腰を上げた。

「言ってくだされば、私が取りにいきますわ」

「ほかの人がいるときは、そうするけど、今は自分で取りに行かせて」

　ロミーが困ったように眉を下げる。

　──この顔、フェリクスがときどきする表情に似てるわ。

「ロミー、今のあなたの気持ちを教えてくれない？」

「今の？」

「ほら、私が取りに行くって言ったとき、困ったような顔をしたでしょう？」

「困っていませんよ。失礼かもしれませんが、かわいいと思いまして」

「か、かわいい!?」

「何を驚いていらっしゃるのです？　だって、私の前だけは素のままでいらして、ご自分で動かれるなんて、かわいいじゃないですか」

「……でも男性なら、おしとやかじゃないと思うところでしょう？」

「私は女性ですから」

「……いよいよわからないわ。フェリクスがよくそういうふうに眉を下げるの」

「こういう眉ではなく？」

　ロミーが眉をひそめて見せた。

「そんなふうに眉間にしわは寄っていなかったわ」

　ロミーの目がカッと開かれた。

「今、いただいた情報を分析した結果」

「もう結果が？」

　こんなにすぐ、わかるものだろうか。

「国王陛下はイレーネ様に夢中でございます」

　イレーネは驚くどころか、呆れたように半ば目を閉じた。

「どうしたら、そうなるわけ？」

　領土問題で長年揉めてきた国との和平のために王女と結婚したというのに、一週間も経たないうちに夢中になれるなんて、そんなおめでたい人がいるとでも言うのか。

「陛下が眉を下げたところ、私も見てみたいものですわ。そうすればもっと情報の確度が高くなるんですけど」

「も、もう。この話はなしにしましょう」

　イレーネは踵きびすを返して本棚に向かい、『鳥の王女』を取り出した。

「この本にチョウゲンボウの挿絵があるの。目が大きくてかわいいのよ」

　イレーネはテーブルに『鳥の王女』の最後、鳥となった王女が飛ぶ挿絵の載ったページを広げ、それを見ながら白い布に、水色のチョークで鳥の形を描く。絵を描くのは昔から好きだからお手のものだ。

「イレーネ様は絵がお上手だから、きっと刺繡も向いていますわ」

「そう？　そういうものかしら。とりあえず、手芸好きが噓にならないくらいにはうまくなりたい……描けた！」

「まあ、こんな短時間で、こんなに上手に？」

「実は何回か描き写したことがあるの」

　描き終わったので、イレーネは早速、布に円形の木枠をはめ、刺繡を始める。

「私、ひたすらステッチの練習しかしたことがないから新鮮だわ」

　ロミーが自身も刺繡をしながら、イレーネをのぞき込んできた。

「さすが王女様。よほど、基本をみっちり習われたのですね。とてもお上手ですわ」

「正方形をひたすらサテンステッチで埋めたり……本当に辛かったわ」

「それでは嫌いになって当然ですわ」

　イレーネは救われたような気持ちでロミーを見る。いつも母親から『どうして刺繡をやりたがらないのかしら。マルティナは率先してやっているのに』と貶けなされていたからだ。

「そう、そうよね……？」

　女らしいもの、女らしくないもの、そんな人間が決めた尺度とは関係なく、何事も、やりようによっては楽しくなるものかもしれない。

　そのとき、隣室から「国王陛下がお出いでです」という声掛けとともにノック音が響いた。

「お通ししてください」

　ロミーがそう告げて立ち上がったので、イレーネもそれに倣ならう。

　侍女によって扉が開かれ、フェリクスが現れた。今日も黒い軍服姿だ。昼間のフェリクスは寝室とは違い、明るい光を受けて金髪の美しさが際立つ。

　彼が、この部屋に入ってきたのは初めてだ。側近のオディロンだけがついてきた。

　ここはお茶をしたり本を読んだりと、寛ぐための部屋なので、本棚など趣味関係のものも置いている。

「早速、刺繡を楽しんでいるようだな？」

　──楽しむ、そうだわ。こういう趣味は楽しむためにあるんだわ。

「立派なお道具だけでなく、こんなにたくさんの糸まで、本当にありがとう」

　テーブルの上に広げた刺繡用品と小型チェストを、イレーネは手で差した。

「そのまま座って続けていて」

　フェリクスが近づいてくる。

「は、はい」

　イレーネは座ったが、国王の前なので、ロミーは立ったままだ。

　フェリクスの視線が、テーブルの上で開き放しの『鳥の王女』で留まった。

「……どうしてここに童話が？」

「この間、チョウゲンボウを見せてくれたでしょう？　それで、この童話の鳥の正体がわかったの。チョウゲンボウが飛んでいる挿絵が素敵なので刺繡にしようと思って」

　そのとき、フェリクスの眉が下がった！

　イレーネは鑑定してもらおうと、ロミーに視線を送る。

　ロミーは目を大きく開あけて、フェリクスの表情を食い入るように見つめていた。

　フェリクスは観察されているとも知らずに、上機嫌でこう告げてくる。

「刺繡ができあがったら……見せてほしいな」

「わ、私の刺繡でよろしかったら」

「君の刺繡だから見たいんだよ？」

　フェリクスの微笑がいつになくやわらかい。天井まである大きな窓から入る優しい光のせいだろうか。

「あ、あの……私、席を外しましょうか？」

　ロミーが気を利きかせたのか、そう言って去ろうとするものだから、イレーネは立ち上がってすがるようにロミーの手首を握る。表情を解析するために、ここにいてほしい。

「いや、ロミーもここにいてくれ。二人が刺繡しているところをしばらく見ていたい」

「陛下、私の名前を……？」

「もちろんだ。私の妃きさきと母国からいっしょにやって来た仲良しの侍女だろう？」

「そんなふうにおっしゃっていただいて、光栄に存じます」

　ロミーが腰を下げるお辞儀をして、そのまま椅子に座った。

　フェリクスは並んで座るイレーネとロミーと向かい合う席に腰を下ろし、二人を観察していた。

　──緊張する。

　食事や閨はしゃべらなくてもなんとかなるが、ここだとそうはいかない。

　──おしゃべりでうるさいと言われないていどに何か、軽い話題を振らねば……！

「この『鳥の王女』という童話、子どものころから好きで……作者はこの国の方なのよ」

「そうか。我が国の本を気に入ってくれてありがとう。それにしても、どうやって手に入れたんだ？」

　──やはり自国の作者が好まれるのはうれしいことなのね。

「八年くらい前、ラングランの大使からいただいた献上品の中に童話が数冊あって、そのうちの一冊よ。ファビウス・ラングロワという作家なんだけれど、ほかにどんな本を書かれたのか、知りたいと思っているの」

　フェリクスが少し考えるような表情になってから、顔を背後のオディロンに向けた。

「童話は、オディロンがくわしいよな？」
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　いきなり話を振られたオディロンが「え？　私でございますか？」と、慌てた様子だ。

「オディロン、意外な趣味をお持ちなのね？」

「ど、童話……。そうですね。ファビウス・ラングロワは『鳥の王女』しか上じよう梓しされておらず、作者が貴族なのか平民なのかもわかっておりません」

「え？　一冊だけ出して断筆されたの？」

「デビュー作がベストセラーになって次作が期待されていたのですが……」

　イレーネは肩を落とす。ラングランに来たら、ファビウスのほかの著書を読めるのではないかと期待していたのだ。

「イレーネ様、本当に『鳥の王女』がお好きなのですね？」

　オディロンがそんなことを聞いてくるということは、がっかりしたのが顔に出ていたのだろう。

「私、ヒロインが愛する男性を助けるために鳥の姿になって飛ぶところがとても好きで……。私もいつかそんなに深く愛せる方と巡り合いたいと思っていたの」

　イレーネが、読んだ当時の気持ちを思い出しながらそう告げる。

　すると、フェリクスが、ぼそりとつぶやく。

「そうか……なのにイレーネは結局、政略結婚になってしまったんだな」

　ここにきて、イレーネは自分の失言に気づいた。

　──全く、私の口は災いの元にしかならないわ！

「いえ、結婚相手が、まさか、こんな素晴らしい方だなんて、私、本当に幸運でしたわ」

　実際、フェリクスはイレーネの予想よりずっといい夫だった。

　イレーネは慌てて手と手を合わせ、顔をフェリクスに向けて思いっきり口角を上げる。

『また、おべっか使って』と、突っ込みが来るかと思いきや、フェリクスは寂しげに微笑むだけだった。

　近くに立っていたオディロンが慌てた様子で近寄ってきた。

「ラングランの童話をお読みになって一いち途ずな愛に憧れた王妃陛下が、ラングランの国王陛下と巡り合って、その愛を手に入れられたなんて奇跡のようですね」

「ほ、本当にそうね」

　イレーネはそう同意すると、もうしゃべらないほうがいいと思い、下を向いて刺繡を再開させる。

『イレーネは結局、政略結婚になってしまったんだな』

　フェリクスのこの言葉がイレーネの頭から離れない。これはフェリクス自身が思っていることなのではないか。つまり、誰か好きな人がいるのに、国王として外患を取り除くために結婚しただけ──。

「あっ」

　イレーネはうっかり針で指を刺し、しかも声まで上げてしまう。

　──もっと慎重にやらないと。

　こんな短時間でどんどんぼろが出て、イレーネが焦燥を感じていると、フェリクスに手を取られて、ぎょっとする。

「痛かったのか？」

　フェリクスがテーブルに身を乗り出し、イレーネの目の前に心配げな彼の顔がある。

　イレーネは手を持ち上げられ、怪我をしたところに生温かいものが触れた。

　針を刺した指先が、フェリクスに咥えられている。

　イレーネが横を向くと、ロミーが目と口を丸くしていた。さらに、オディロンに目を遣ると、彼も同じ表情だった。

　イレーネはどう反応していいのかわからず、そのまま固まってしまう。

　やがて唇が外れ、イレーネはやっと手を動かすことができた。

「これで大丈夫だ」

　──違う意味で大丈夫じゃないわ。

「あ……ありがとう」

「礼には及ばん。そろそろ時間だ」

　フェリクスがすっくと立ちあがり、そのまま去っていった。執務の合間に寄っただけのようだ。

　──あー、助かった。

　扉が閉まるのを確認してから、イレーネはロミーに耳打ちする。

「ねえ、フェリクスが眉を下げたの、ロミーも見たでしょう？　あの表情をよくやるの。ロミーはどう分析したの？」

　なぜかロミーの目が据わっていた。

「さっき、分析した通りですわ。陛下はイレーネ様に夢中です。かわいすぎて眉が下がってしまうのです」

　にわかには信じがたい。

「一体私のどこに気に入られる要素があったわけ？」

　猫かぶりやら枕本まくらぼんまでばれて、いくらなんでもありえない。

　──かっこ悪すぎてあまりロミーに内実を話してないから、うまくいってるって誤解されているんだわ……。

「陛下の瞳は、イレーネ様の全てが好きだと語っていましたが？」

　なぜか侍女とは思えないぞんざいな答え方だった。

「目が語るわけないでしょう？　大体、私、愛しているとか、そういう甘い言葉の一つもかけられたことないし」

　イレーネは自分で言っておいてショックを受けた。

　──そういえば、ない！　ないわ……。

「え？」

　ようやくロミーが事情を察してくれたらしく、同情的になった。

「そう、そうなのよ。私、この国で新しい自分になろうとしたのに、ここでも男性に愛されない女性のままなのよ……」

　──あ、いけない……口にしたら余計に落ち込んできた。

「フェリクス様ってば、不器用でいらっしゃるのですね。そういう方のほうが浮気をしないのでよろしゅうございますわよ」

「ちょ、ちょっと、私の話、聞いてた？　私、いろいろ頑張ったけど、どうしても地が出るみたいで愛されないのよ！」

　ロミーが、真顔でこんなことを言ってくる。

「その、愛されないという思い込みが邪魔になっているのではないでしょうか？」

　──思い込み？

　本当にそうだとどれだけいいかと、イレーネは深い溜息をついた。







　フェリクスの幼馴染にして中将のオディロンは、王妃の居室を出たとたん、フェリクスから笑みが消えて悲しげになったのを見逃さなかった。

　──そういえば、イレーネ様がいらっしゃる前はいつもこんな顔をしていた。

　そうだ。フェリクスはイレーネが来てから変わった。どさくさにまぎれて指を咥えたり、人前で女性に対してあからさまな好意を示せるような人物ではなかった。

　閣議さえなければ、フェリクスは王妃が刺繡をしているところをずっと眺めていたかったことだろう。

　オディロンは速足になり、回廊の中央を大股で歩くフェリクスの横につく。フェリクスの耳に顔を近づけ、ほかの者に聞こえないような小声でこう告げた。

「フェリクス様、私は思わず、運命だと声を上げてしまいそうになりましたよ。まさか、イレーネ様が『鳥の王女』を愛読されていたとは。いいのですか？　『鳥の王女』は文も絵もフェリクス様がお書きになったのだとお伝えしなくても……？　好きな童話の作者が、ご自身の伴侶だなんて、イレーネ様、きっと感激なさるでしょうに」

「いや、感激したのは私のほうだ。童話なのに、大人になっても忘れずに気に入ってくれているなんて思いもしなかった」

「でしたら、今晩にでも明かされたらいいではありませんか？」

　これで心が繫がれば、もう躊ちゆう躇ちよすることなく子作りに邁まい進しんしてもらえるというものだ。

　だが、フェリクスが小さく首を横に振った。

「いや、私は軍人になると決めたときに文化的な趣味は全て捨てた。元帥になって初めにやったことといえば妃の国シエーンハイトとの戦争だ。そもそも、狂獅子が、童話や絵を描いているなんてお笑わらい種ぐさだろう？　これからも、このことは我々二人だけの秘密だ。いいな？」

「そうですか……」

　二十一歳のとき、フェリクスは歳としの離れた兄を疫病で亡くし、公爵となった。プレオベール公爵家は代々軍人を輩はい出しゆつしており、兄は元帥公爵だった。

　フェリクスはそれまでは線の細い文学青年だったのだが、公爵家ひいてはこの国の命運が自身にかかっていると、文ぶん藝げいで生きていく夢を捨てた。何かに憑つかれたように剣や銃の鍛錬に打ち込み、たくましい体つきに変わっていく。

　見た目は勇ましい戦士のようになっても、彼はまだ作家だった。創作の中でキャラクターを作り上げるように、狂獅子という二つ名を創つくり、戦いを好む屈強な軍師であるという噂を市し井せいに流した。

　皮肉にも、その文学的素養のおかげで今のフェリクス像がある。

　フェリクスの考えた噂は、民衆や外国を震え上がらせるに足るものであり、街の居酒屋で撒まいたビラにトレードマークとして描かれた獅子に寄せたフェリクスの肖像画は躍動感があり、民が恐れをなすような表情だった。まさかその絵を描いたのが狂獅子本人だなんて誰も思いもしなかっただろう。

　──このことで私は、戦いは武器だけではないことを知ったんだ。

　しかも、名軍師を送り出してきた公爵家に生まれただけあって、フェリクスは軍事のほうの才能にも恵まれていた。彼が作り上げたキャラクターである狂獅子そのもの、天才軍師へと成長していったのだ。

　そんなことを思ってオディロンが尊敬の眼差しを向けたのに、フェリクスが悩ましげにこう言ってくる。

「それにしても……本当に愛する男性と……か。本当は、愛されるまで手を出さないようにしようと思っていたのに、肉欲に流されてしまった。自分の忍耐力のなさに呆れるよ」

　オディロンは目を瞬しばたたかせた。

「情動を抑えきれないほどに、イレーネ様が魅力的だったということではありませんでしょうか」

「そうだ……だめだ。イレーネはかわいすぎて……だめだ」

　今のところ、フェリクス本人は苦悩しているが、これは愛するがゆえの苦悩だ。彼が愛する人と結婚できたことを、オディロンは心から祝福していた。

　夢を捨てて今があるのなら、せめて、結婚生活は幸せであってほしい──。

「……ですが、先ほど同席させていただいて、イレーネ様はもうすでに、フェリクス様に惹ひかれていらっしゃるように見えました」

「いや、イレーネはまだ本当の自分を私に見せていない」

　そう、即答された。

　確かに、イレーネは大使や間諜スパイから上がってきている情報とイメージがかけ離れている。身代わりを寄よ越こしたのかと調べさせたぐらいだ。だが、顔が同じだという証言や、元婚約者が涙ながらに馬車を追ってきたという報告があり、本物だという結論に至った。

「情報と違うのはただ単に、こちらに来て緊張しているからではありませんか？」

「それもあるだろうが……多分、おてんばぶりを隠しておしとやかな王妃になろうとしているのだ。全く隠しきれていないのに！　……そんなところが……たまらなく……愛いとしい……。話が逸れた！　イレーネは私におべっかを使うんだ。臣下じゃあるまいし、無理してご機嫌とりされてもむなしくなるだけだ」

「さようですか……」

　フェリクスは公爵家次男だったときから変わっていない。本当に狂獅子ならば、妃の気持ちなどお構いなしで、自身の快楽を優先させるだろう。

　だが、今やフェリクスは国王だ。世継ぎ的にも、両国の同盟のためにも、早く子が生まれてくれないと困る。

　オディロンは頭を抱えた。















第六章　予期せぬ賓客











　イレーネが嫁いでからちょうど一カ月目、それを祝う盛大な王宮舞踏会が開かれた。

　軍服姿のフェリクスに手を取られ、舞踏広間に足を踏み入れると、イレーネは満場の拍手で迎えられる。国王夫妻のために舞踏広間の中央に空間ができた。フェリクスが当たり前のようにそこに歩を進め、イレーネと向かい合って優雅なステップを踏む。

　それを見ながら怨えん嗟さの声を上げる一団があった。ギャルニエ公爵令嬢のブランディーヌ率いる、家格と美を誇るうら若き淑女集団だ。

「イレーネ様は陛下と対等な口の利き方をしているそうよ」

「王女様だからって、偉ぶっているんじゃありませんこと？」

「だから、ダンスをしていても陛下は全然うれしくなさそうなんですわ」

「それはそうよ。政略結婚だもの」

　そんな淑女たちの不満をうなずきながら聞いていたブランディーヌがバッと扇を広げる。骨部分が真珠母貝しんじゆぼがいと黄金製で、庭園で遊ぶ男女が描かれた見事な扇だった。

「フェリクス様なら講和条約など結ばずとも、シェーンハイト全土を奪える力だってお持ちだというのに、あの王女は、その陛下を軽んじているわ」

　そんな悪口はイレーネのところまで届かないものの、派手な一団から睨まれているのはわかる。イレーネは踊りながら、ぶるっと震えた。

「イレーネ、どうした？」

　フェリクスが踊りながら心配げに見下ろしてくる。

「……いえ、少し悪寒が……」

　新婚の王妃の体調が悪いといえば、懐妊を期待されるところだが、実は新婚三日目を最後に、イレーネはフェリクスと子作りをしていない。

　──そうだわ、あの言葉を聞いて以来だわ。

『イレーネは結局、政略結婚になってしまったんだな』

　だが、濃厚なキスはしょっちゅうされるし、腕枕をしてくれるし、相変わらず優しい。

　──あの美女集団の中に結婚したかった意中の淑女がいたりするのかしら……。

　そんなことを考えていると曲が終わり、フェリクスの周りに軍人たちが集まってくる。

「国王陛下、今日も、麗しい王妃陛下と仲のよろしいようで」

　将校らしき口くち髭ひげの中年男性がにやけてそう言うと、フェリクスがイレーネを抱き寄せた。まるで、おまえらには触らせない、とばかりに──。

　──そんなふうに思うのは、私の願望かな。

「ああ。ルクヴルール伯爵家には負けるけどな」

　フェリクスがそんな冗談で返すと、将校の隣に立つ夫人が頰を赤らめた。

　近寄ってくる軍人たちは将校だけではない、中には佐官もいる。この一ひと月つきで、だんだんわかってきた。フェリクスは根が優しく、近くにいる部下はそれがわかっていて彼を慕っている。

　フェリクスが公の場ではにこりともせず、しかめ面つらをしているのは、外交官など、外国に情報を送る者に対して圧力をかけるためではないか。実際、母国シェーンハイトの社交界でのフェリクスの評判は〝恐ろしい狂獅子王〟で通っていた。

　──でも、部下を処分したという噂があるから油断してはいけないわ。

　軍人たちは処刑されたくなくて必死で笑顔を作っているだけなのかもしれない。

　そして今、軍人の取り巻きの向こうで、恐こわ々ごわと国王の顔色をうかがう、黒髪中肉中背の中年がいた。シェーンハイト大使フーゲンベルク伯爵だ。

　──仕方ないわね。

　イレーネはフェリクスに目配せをしてから伯爵のほうに向かい、声をかけた。

「フーゲンベルク伯爵、何かもの言いたげですけど、どうかなさいましたの？」

「ええ、実は本国から打診がありま、ひぃ」

　──ひぃ？

　イレーネが後ろを向くと、案の定、上背の高いフェリクスが威圧感を持って見下ろしていた。

「どうぞ、伯爵、続きを」

　フェリクスが伯爵に重々しく告げ、イレーネの隣に来て彼女の腰を引き寄せる。

「あ、あの……本国から、マルティナ様がエッカルト様とともに新婚旅行でラングランを訪問したいとの打診がありまして……」

　伯爵がちらっとフェリクスを見上げ、その表情に慄おののいてすぐにうつむいた。

　イレーネはマルティナの意図をとらえかねていた。マルティナはドレスや化粧に興味はあっても、外国の風景などには関心がないはずだ。イレーネに、元婚約者との仲睦むつまじいところを見せつけたいのだろうか。

　──私は、マルティナもエッカルトも見たくないんだけど……。

　イレーネは急に胃がきゅっとなって、そういえばラングランに来てから、こんなストレスを感じることがなくなっていることに気づく。

　──母国を離れたらストレスがなくなるなんて……普通、逆よね？

「……イレーネ、訪問を受け入れていいのか？」

　イレーネが隣を見上げると、フェリクスがイレーネの様子をうかがっている。

「え、ええ。ラングランやフェリクスにとって問題がなければ……」

「そうか……」

　無表情でそう答えると、フェリクスがフーゲンベルク伯爵のほうに視線を戻す。

「お受けするとお伝えください。王宮舞踏会があるときに合わせていらしていただければ、歓迎舞踏会にできるのでちょうどいいかと」

「はっ。ご親切にありがとうございます。本国に伝えます。……では、これにて失礼いたします」

　伯爵は逃げるように去っていった。

「……いいのか？」

　フェリクスがつぶやくように聞いてくる。

「何がいいの？」

　イレーネが見上げると、苦々しい表情をしたフェリクスがいた。

「……第二王女の夫は……君の元婚約者だから」

　──う、噓でしょう！

　そんなことを気にしてくれるなんて思ってもいなかった。

　今になって気づいたが、イレーネはエッカルトのことをすっかり忘れていた。自国を出るときは、二人がいちゃついているところなんて見たくないと思ったものだが、今は想像してもなんとも思わない。

　──つまり、私、好きな人ができたってことじゃない？

　イレーネはまじまじとフェリクスを見つめる。どうしてこんな素敵な男ひ性とが自分の夫なのか不思議になるぐらいだ。

「エ、エッカルトは……親の決めた許嫁いいなずけで……ただの幼馴染よ？」

　急にフェリクスのことが意識されて、イレーネは胸を高鳴らせる。

「そうか、なら、いい」

　フェリクスもじっと見返してくるものだから、そのまましばらく見つめ合っていた。







「イレーネ様の妹ご夫妻が我が国に!?」

　その夜、日課の報告で国王の居室を訪れたオディロンは、フェリクスからもたらされた情報に驚く。

　──それで異様に不機嫌なのか。

　フェリクスはガウン姿で長椅子に座し、腕を背もたれの上に広げ、脚をぞんざいに組んでいた。

「そうだ。元婚約者など見たくもないが、イレーネの妹がいるから、丁重に扱わないとまずい。歓迎舞踏会に、あとプリュデルマシェの離宮にも連れていこう。あそこは景色がきれいだ」

　フェリクスの口調には感情がこもっておらず、棒読みだった。

「かしこまりました。手配させます」

「あと……あの元婚約者だが……」

「ベーテンドルフ公爵家の嫡男エッカルトですね？」

「そうだ……エッカルトの父親はシェーンハイト軍の元帥だ」

　そうつぶやいてから、フェリクスはしばらく宙を見て何か考えているふうだったが、急に組んでいた足を床に着け、身を乗り出す。彼の瞳が新たな獲物を見つけたように輝いた。

「エッカルトには我が国のために役立ってもらおう。やつを利用して、クロヴィス殺害の真犯人を捕まえるぞ」

「ええ!?」

　意外な名前が出てきて、オディロンは泡を食った。

　クロヴィス少将は、シェーンハイトとの停戦後、ロワリエ地方に駐留していた部隊の指揮官だった。フェリクスは彼を信頼していて、まだ三十代前半の彼を少将にまで昇進させた。

　当時、ロワリエ地方を完全に制圧したはずなのに、局所的に、シェーンハイト兵が潜入してはラングラン軍小隊を奇襲するという不可解な事件が起こっていた。

　シェーンハイト兵がどこから侵入したのかを独自に調べていくうちに、クロヴィスは自軍の中に手引きをした者がいることに気づく。それを突き留め、フェリクスに報告しに行くために宿舎を出ようとしたとき厩きゆう舎しやの前で、何者かによって殺害されてしまった。

　あのとき、フェリクスは気も狂わんばかりに嘆いていた。

　それなのにしばらくして、クロヴィス少将を殺害したのはフェリクスだという噂がまことしやかに伝わってきた。

　ロワリエ地方の治安を回復できないのに業を煮やしたフェリクスが、民の不満を払ふつ拭しよくさせるためにクロヴィスを隠おん密みつ裏りに殺したというのだ。事実と違いすぎて、誰かが意図的に考えないと生まれない噂だ。

　フェリクスはその噂を否定しなかった。むしろ自身の〝狂獅子〟伝説を補強するために利用した。ここがフェリクスのすごいところだと、オディロンは思う。

　だが、オディロンは知っている。フェリクスの心が、文学青年だったころから変わっていないことを──。

　クロヴィスの妻と幼おさな子ごには高額な軍人恩給が支給されているが、フェリクスは『鳥の王女』が再販されるたびに得る著作権料全てを遺児あてに送金している。

　そんな細かな心配りができるフェリクスが今、燃えるような瞳で、獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

　──まさに狂獅子！

　これもまた、まさしくフェリクスなのである。

「フェリクス様……あの、どのようにして真犯人を……？」

　クロヴィス少将と、エッカルトのどこに接点があるのか、理解に苦しむところである。

「ロワリエ地方に潜入したシェーンハイト兵で一人、捕まった者がいるんだ。彼はベーテンドルフ公爵の手の者なのに、我が国で作られた銃を所持していた。そこからわかったのが、我が軍の武器がベーテンドルフ公爵家に渡っていたことだ。公爵の息子であるエッカルトを利用して武器横流しの真犯人を炙あぶり出す」

　淡々とそう語っていたフェリクスが急に立ち上がり、呻うなり声を上げる。

「クロヴィスの弔い合戦だ！　忙しくなるぞ、オディロン！」

「はっ！」

　オディロンは思わず敬礼してしまう。

　狂獅子が久々に目覚めた。

　フェリクスはもともと軍人になどなりたくなかったのだろうが、戦いを前にしたときの彼は生き生きとしていて、まさに獲物を狙う狂獅子である。

　オディロンは興奮でぶるりと身震いした。







　フェリクスがエッカルトを利用しようとしているなどとは思いもよらぬイレーネが何をしていたかというと、ひたすら刺繡をしていた。寸すん暇かを惜しんで刺繡をしていた。

　丸い木枠の中に、大好きな童話の世界が広がっていく。絵を描くのとも違う新しい喜びがあった。女性が好む趣味なんて、どれもつまらないと思っていたが、母親に強制されて義務でやっていたから楽しくなかっただけだ。

　しかも、刺繡をしていると、フェリクスがやって来て、目の前に座って見学してくる。

　じっと見られて緊張してしまうが、やはり、好きな男ひ性とが近くにいるのはうれしい。

　晴れた日には、フェリクスが乗馬に連れていってくれた。なんといっても春である。一年で最も乗馬に適した季節に森を駆けるのは心地よく、木陰に敷物を広げ、大勢で食事をするのも楽しかった。

　イレーネを喜ばせようと、フェリクスが毎回、チョウゲンボウを呼んでくれる。ある日、番つがいで飛んできたときは、フェリクスも喜びを隠せない様子だった。

「まるで我々のようだな？」と、フェリクスに含意のある視線を向けられ、イレーネは顔を熱くした。

　夜になると、イレーネはフェリクスのベッドで眠るが、相変わらずキス止まりだった。彼の腕枕で眠るだけだ。

　それを、ロミーに相談しても、「愛いとしすぎて手を出せないのではないでしょうか」などと、意に介さない様子だ。ロミーは最初こそあんなに親身だったのに、どうも、フェリクスがイレーネに夢中だとか勘違いをしてからというもの、助言をくれなくなった。







　やがて、妹夫妻がトラントゥール宮殿に到着する日がやってきた。先触れが届いたので、イレーネはフェリクスとともにエントランスへと出る。

　春の陽ひ射ざしを受けてきんきらきんの馬車がのろのろと近づいてきて、宮殿のエントランス前に停まる。黄金でごてごてと飾られた馬車のドア中央にはベーテンドルフ公爵家の鎧よろいの紋章が金色こんじきに輝いていた。

　──こんなに重そうな馬車を引かされて、馬に同情するわ……。

　中から出てきたのは、馬車より派手な、色とりどりの大きな花柄のドレスを着たマルティナだった。二カ月半離れていただけなのに、少し大人びてきれいになった。

　──しまった！　エッカルトに続けてフェリクスまで取られたら……。

　この期ごに及んで新しい危機に気づき、イレーネが隣に立つフェリクスの顔を見上げると、彼の視線はマルティナではなく、彼女の後ろから続けて出てきたエッカルトのほうを向いていた。

　睨んでいるように見えるが、彼の眼差しはいつも鋭いので考えすぎというものだ。

「お姉様、ご結婚おめでとうございます」

　マルティナが地上に着くなり、イレーネに抱きついてきた。

　──ん？　私、妹とこんなに仲良かったっけ？

　少し納得いかないものを感じつつも、今こん生じようの別れになるかもしれなかった姉妹の再会なのだからと、抱きしめ返す。

「……マルティナこそ、ご結婚おめでとう」

　ばつが悪そうな顔をしたエッカルトが横に来ると、マルティナがイレーネから体を離し、今度は両手でがっしりとイレーネの手を握ってくる。

　──捕らわれているような気持ちになるのはなぜかしら……。

　エッカルトは困惑したような表情を浮かべたあと、手を握られたままのイレーネと、その隣に立つフェリクスに向かって、脚をクロスさせて手を広げるお辞儀をした。

「国王陛下、王妃陛下、エッカルト・フォン・ベーテンドルフにございます。このたびは訪問をお受けくださり、恐悦至極に存じます」

　こんなかしこまったエッカルトを見たのは初めてなので、イレーネは可お笑かしくなってしまう。

「まあ、エッカルト。他人行儀ね」

　イレーネの言葉を受けて、エッカルトが何かしゃべろうとしたところを、マルティナが遮る。

「お姉様のおっしゃる通りですわ。エッカルトはお姉様と仲良しだったのに、今日はいやによそよそしいのですね？」

　その瞬間、フェリクスが片眉を上げた。気に食わないことがあるときにする所作だ。

　マルティナが急にかしこまって、フェリクスのほうを向いてお辞儀をした。

「国王陛下、姉との久々の再会だったものですから喜びのあまり、ご挨拶が遅れ、大変失礼いたしました。私はイレーネの妹でマルティナと申します」

　と、艶あでやかな笑みを浮かべた。

　再び心配になって、イレーネがフェリクスに視線を送ると、フェリクスがふっと小さく笑う。

「マルティナ、エッカルト。ようこそラングランへ。我が王妃の妹と妹婿なのだから、私にとっても家族同然だ。早速だが、明日、お二人を歓迎する王宮舞踏会を開く。楽しんでいってくれ」

「国王陛下、心より感謝申し上げます」

　マルティナとエッカルトが声をそろえてそう返した。







　その晩、国王の寝室で、ベッドの縁へりに腰かけるイレーネの横にフェリクスが座ると、片手で彼女の頰を覆って彼のほうを向かせる。

「君の元婚約者は、なかなかきれいな顔をしているじゃないか」

　正直、エッカルトより目の前のフェリクスのほうがよほど美しい。だが、エッカルトが宮廷一のもて男だったのは紛れもない事実だ。

「幼馴染だから、あまり客観的に見られないけど、きれいと言えばきれいよね」

「……そうか。明日は舞踏会だ。今日は早く寝よう」

　あっさり話題を変えて、フェリクスがちゅっと軽くキスをしてくる。

　イレーネは抱き上げられ、ベッド中央に仰向けで下ろされた。

　上掛けを二人にかけながらフェリクスが横たわると、「腕枕」とだけつぶやいて、しゅっと拳が飛んでくるが、イレーネはもう恐れたりしない。次の瞬間には、うなじの下に彼の腕がぴったりとはまっているのだから。

　これは毎夜のことである。

　結局、フェリクスがイレーネを抱いたのは、最初の三日間だけだった。

　──やっぱり私、女としての魅力が足りないのかしら……。

『女らしくないからだ』

　イレーネにそう告げたエッカルトがちょうど同じ宮殿にいるのだから、折おりを見て真意を質ただそうとイレーネは決心した。

　──これが最初で最後のチャンスになるかもしれないわ。

　横を向くと、フェリクスはもう寝息を立てている。横から見ると鼻び梁りようのラインの美しさが際立つ。

　──寝てるからいいわよね？

　イレーネは横からフェリクスに抱きつく。彼の温かさを感じると、安心感からすぐに眠れるのだ。

　イレーネに胸のふくらみを押しつけられたまま手を出すのを我慢するという苦行にフェリクスが歯を食いしばって耐えていることなど、イレーネには預かり知らぬことである。







　翌夕、王宮舞踏広間に、国王夫妻と、王妃の妹夫妻が現れると、拍手が湧き起こった。

　フェリクスがワイングラスを掲げる。

「ラングランとシェーンハイト、両国の末永き友好関係に乾杯！」

「乾杯！」と、貴族たちから一斉に声が上がり、皆、グラスに口をつける。

　その一角で、今日もギャルニエ公爵令嬢ブランディーヌが口く惜やしがっていた。

「元婚約者も美形ですわね」

　なんてことを取り巻きの一人が言ってくるものだから、ブランディーヌは、はらわたが煮えくり返るような気持ちになり、つんと顔を上向かせる。

「まあ、フェリクス様に比べたら大したことないわ。ひょろひょろして弱そうだし」

　取り巻きが皆、うんうんとうなずく。

「確かに。守ってくれそうといえば国王陛下ですよね」

「なんといっても国王にして天才軍師でいらっしゃいますから」

　皆が扇で口元を隠して目を細めた。

　一方、イレーネはファーストダンスをフェリクスと踊ったあと、マルティナに踊る相手の交換を提案する。今こそ『女らしくない』という言葉の意味を問いただすときだ。

「そのほうがお互い交流できてよろしいですわね」

　マルティナが賛同したものだから、残る男性二人は従わざるをえない。

　今日の主役であるシェーンハイト第二王女と名門公爵家嫡男、そして国王夫妻と、二組のカップルが相手を交換したものだから、貴族たちの耳目を集めた。しかも、エッカルトは王妃の元婚約者なのである。

　舞踏広間の中央で、イレーネは久しぶりにエッカルトとダンスのポーズをとった。何を勘違いしたのか、エッカルトがこんなことを言ってくる。

「イレーネも私と踊りたいと思ってくれたんだ？」

　──踊りたい？　エッカルトと？

　イレーネは自身にその問いを投げかけ、エッカルトを見上げた。きれいだが、フェリクスのような威厳と深みがない。人として薄っぺらい感じがする。

　──別に踊りたいって気持ちは湧き上がらないわ。

「というより、話したい。聞きたいことがあるの」

「ああ。なんでも聞いてくれ」

　そのとき楽団がワルツを奏で始めたので、二人はステップを踏む。

　──覚えている。

　そうだ。体が覚えている。何度もエッカルトと踊ったことがある。社交界デビューする前には、エッカルトが根気よく練習につきあってくれた。

　その彼が浮気した挙句、イレーネにこう言った。

『君が女らしくないからだ』

　ずきんと、心が痛んだ。結婚した今でも、思い出すと苦々しい気持ちになる。

「ねえ、私のこと、女らしくないからいやになったのよね？　例えばどういうところが特にいやだったのか、向学こうがくのために教えてほしいの」

　なぜかエッカルトがショックを受けたかのように眉をひそめた。

「……そ、それは言葉通りに取りすぎだよ……」

「では、どういうふうに取ればよかったの？」

「だって、君が……結婚しなくていいとか、王女だから私としか結婚できないようなことを言うし、私が見つめてもなんとも思わないし……だから……婚約破棄という言葉で心を揺さぶろうと思って、そのための口実だよ」

「こ、口実!?」

　エッカルトはこんなに子どもっぽい男だったのかと、イレーネは今さらながら驚きよう愕がくした。

「だが、君との婚約中にマルティナと抱き合ったのは悪かったと思っている」

「ちょっと待って。口実だとしても、女らしくないとは思っていたわけでしょう？」

「それは比較してのことだ」

「比較って何と何を？」

　はーっと観念したようにエッカルトが溜息をついた。

「君が舞踏会のドレスに着替えに行ったあとのことだ」

　エッカルトは、談話室でマルティナと抱き合っていた日のことを話し始めた。

　イレーネは踊りながら彼の回想を聞くことにした。







　エッカルトが王宮舞踏広間に入ると、淑女たちから一斉に熱い視線を送られる。社交界デビューしたときからそうだった。彼はいつだって女性から憧れられ、求められる存在だ。それなのに婚約者のイレーネはこう言った。

『結婚してもらえるとありがたいわ……。私は、ほら、おてんばだし、王女だしね？』

　この言葉を思い出すたびにエッカルトは苦しくなる。まるで、結婚相手が彼しかいないから仕方なく結婚するかのようだ。彼に男としての価値がないような言い草である。

　ベーテンドルフ公爵家とて王家に匹敵するほどの資産家である。エッカルトは深くプライドを傷つけられた。

『エッカルト様、もういらしてらっしゃったのですね』

　そのとき、談話室でマルティナがすり寄ってきた。

　にっこりと上品な笑みを浮かべている。

　マルティナは十七歳。最近急にきれいになった。瞳こそ、はしばみ色で、イレーネの緑眼に比べると地味だが、髪の毛は赤みがかったブロンドで華がある。

『マルティナ様、今日もお美しくていらっしゃいます』

『まあ』

　と、マルティナが頰を赤く染めて扇で隠す。イレーネだと、こうは行かない。『何を言い出すの』とか言って、ぺちっと叩かれるのがオチだ。

　マルティナがうつむいたままこんなことを言ってくる。

『エッカルト様は、いつ、姉とご結婚なさるのかしら？』

『イレーネが十八歳になったから、そろそろでしょうね』

『お姉様が、まだ結婚したくないってごねているんでしょう？　ごめんなさいね』

　ずきっと、エッカルトの心臓が痛んだ。

　そうだ。エッカルトは幼いころから、イレーネとともに遊び、誰よりもイレーネのことがわかっているというのに、イレーネは自分の幸運に気づいていない。こんなにいい婿は世界中どこを探してもいないだろう。

『……いえ、マルティナ様が謝ることはありません。いくら嫁ぎ先が家族ぐるみでつきあいのある公爵家とはいえ、住み慣れた宮殿を離れるのは寂しいものでしょう』

『まあ。エッカルト様、お優しくていらっしゃるのですね。でも、私なら……』

　そのとき、マルティナが何か決意をしたように顔を上げた。

『エッカルト様なら、私、結婚できなくても、この身を捧げてもいいって思っています……。こんなことを言う娘は、はしたないですか？』

『え？』

　そう言いながら視線を下にすべらせると、そこには深い胸の谷間があった。その胸のふくらみを直に感じたくて、エッカルトはつい彼女を抱きしめてしまった。ただそれだけだ。

　しかもマルティナはこんなことを言って彼をそそのかしてきた。

『お姉様は本当にエッカルト様のことが好きなのかしら？　一度確かめてみてはいかがでしょう。婚約破棄するっておっしゃったら、きっと泣いてすがってきますわ』







　──そこに、レヴァシを食べて苦しくなった私が現れたってわけね……。

　エッカルトの話があまりに自分本位で馬鹿らしくて、イレーネはうっかり踊っていることを忘れそうになり、慌ててステップを踏む。そもそも結婚したくないなんてごねた覚えはなく、おそらくマルティナの創作だが、今それを言うとややこしくなりそうなので、指摘しないでおくことにした。

「あの『女らしくない』っていうのは……マルティナと比較してのことだったのね？」

　それについては母親からいつも比べられては叱られていたので、理解できる。

「ああ……そういうことだ。だが今となっては後悔している」

　──まだあるの!?

　うんざりしてきたが、ダンスを途中でやめるわけにもいかず、聞かざるをえない。

「イレーネ、今さら遅いかもしれないけど俺の気持ちを知ってほしい」

　そのとき、なぜか曲の中盤が飛ばされた。

　──楽団が間違えるなんて珍しいわ。

　だが、イレーネにとっては幸運だ。もう少しでエッカルトから解放される。

「私に気のあるそぶりをすれば、私が手に入るとでも思っているの？」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

　──何どもってるのよ。

　イレーネは自分でも目つきが悪くなっていくのがわかった。

「じゃあ、今さら言う必要ないじゃない」

　エッカルトがカチンと来たようでムッとした。だが、イレーネは今さらどう思われてもよかった。むしろ嫌われたほうが面倒を避けられる。

　それなのに、エッカルトがこんな文句を言ってくる。

「君は決断が早すぎる。あのときは、マルティナにせまられて少し心が揺れただけだったのに、すぐに国王ご夫妻に婚約破棄を申し立てるなんて……。今、マルティナといっしょにいても全然楽しくないんだ。彼女は自分を着飾ることしか考えていないし、私だって彼女を飾り立てるアクセサリーの一つみたいなものだ。それなのに君はこんなに手の届かない存在になってしまって……」

　エッカルトが恨みがましい瞳を向けてくる。

　そのとき、曲が終わった。

　正直、つまらない愚痴をこれ以上聞いていたくない。イレーネはやっと離れられるとばかりに、手を引っ込めた。

「手に入らなくなったのは、私が王妃になったからじゃないわ。私がフェリクスを愛しているからよ！」

　そう言い切って、イレーネは自分が初めてフェリクスを愛していると口にしたことに気づいた。

　そのとき、イレーネの体が浮かんだ。見上げるとフェリクスの凛々しい顔があり、抱き上げられていた。

　──い、今の告白、フェリクスに聞こえてた!?







　フェリクスが、なぜこのタイミングでイレーネを抱き上げるに至ったのか。その事情は、踊る相手を交換したときまでさかのぼる。

　フェリクスは不愉快極まりない気持ちでマルティナと踊っていた。

　──イレーネは、まさかまだあの優男やさおとこに未練があるんじゃないだろうな。

「怖いお顔をされて。でも、そのお気持ちわかりますわ。姉と夫はまだ愛し合っているようで、私、悲しくて……」

　──なんだと？

　もし、本当にそうだとしても、フェリクスにこんなことを言いつけるのは、イレーネの妹としても、シェーンハイトの王族としてもおかしい。母国の利益を損なう行為だ。

　そんな気持ちを押し隠し、フェリクスは検証をしてみることにした。

「ほう。マルティナがそう思うようになったのは、どうしてなのかな？」

「だって、新婚旅行はラングランがいいってエッカルトが言い出したんですのよ。それに、現に今、姉が踊る相手を交換しましょうって……二人がまだ好き合っているみたいで、私、悲しくて……」

　マルティナがさりげなく胸のふくらみをフェリクスに当ててきた。ラングラン宮廷にも、マルティナのような女は五万といる。自分の性的魅力で男はどうとでもなると勘違いしているような輩やからが。独身のとき、淑女たちから色気攻撃に遭ってきたフェリクスはよくわかっていた。

　マルティナは、どことなくイレーネに似ているが、イレーネより地味なマーブル色の瞳をわざとらしく潤ませてフェリクスを見つめている。

　──大方、イレーネの美しさに嫉妬でもしているのだろう。

「それでどうしてほしいんだ？　憐あわれな妹だと、この私に慰めろとでも？　それともイレーネを罰してほしい？　もし仮に二人が通じ合っているとしたら、恋というのは邪魔が入ると余計に盛り上がるものだからやめておけ」

　フェリクスがぞんざいにそう言い放つと、マルティナが素すっ頓狂とんきような顔になった。大方、狂獅子という二つ名通りだとか思っているのだろう。

　だが、フェリクスは、そうやって恐れさせることで、くだらない人間との関わりを断たってうまくやってきた。むしろ敬遠されるのは大歓迎である。

「……ど、どうしてほしいって……ご報告したまでですわ」

「それはご苦労」

　フェリクスがあえて冷たく言い捨てると、マルティナの瞳に怯おびえと不満が渦巻いた。

　──イレーネの妹がこんなに浅はかなんて驚きだな。

　美しく屈託のないイレーネを逃したエッカルトはさぞや口く惜やしい思いをしていることだろう。

　そう思って、イレーネのほうを見ると、エッカルトと何やら真剣な話をしながら踊っているではないか。

　──何を相談しているって言うんだ！

　曲を止めなければならない。一刻も早く──。

　フェリクスは楽団のほうを睨んで顎をくいっと上げる。楽団員が怯えた表情になったので、指揮者が何事かとこちらを向くとすぐにうなずきで返してきた。国王の意を汲くんだようで、曲の中盤をすっ飛ばし、いきなり終盤へと移る。

　曲が終わると、フェリクスは「では、お互い元に戻るとするか」と、マルティナから離れて、大股歩きでイレーネのほうに飛んでいった。

　不快なことに、イレーネが元婚約者とまだ話し込んでいるではないか。しかも、エッカルトはフェリクスに気づくと、口を噤んだ。

　──聞かれたくないことでも話していたのか……？

　フェリクスはすぐにイレーネを抱き上げた。少しでもエッカルトと引き離さずにはいられなかった。

「ど、どうしたの？　フェリクス？」

　イレーネは頰を赤らめ、取り乱した様子である。

　──どんないやらしいことを話していたんだ！

　フェリクスはエッカルトから顔を背け、貴族たちをざっと見渡し、自身に注目を集める。

「王妃の体調が悪いので、すまないが私はここで失礼する。今宵はシェーンハイトからの国賓が主役だ。皆で楽しんでくれ」

　貴族たちから残念がる声が上がる中、「私、体調悪くないわよ？」と、新緑を思わせる瞳をくりくりさせるイレーネには何も答えず、ただただ宝物のように抱擁し、フェリクスは足早に舞踏広間から立ち去った。







　国王の寝室の扉を侍従が開けると、フェリクスが速足で中に入り、扉の横の黄金の長椅子に抛ほうるようにイレーネを下ろした。扉はすぐに閉められ、薄暗い部屋に二人きりになる。

　フェリクスが剝はぐように、自身の肩帯サツシユと軍服の上衣を脱ぎ捨てると、イレーネの座る長椅子の前に膝立ちになり、彼女の胸当てスタマツカーとガウンを摑み、ビリッと左右に引きちぎる。

　ロミーの予想が今ごろになって当たったことに、「え？」と、イレーネは戸惑いの声を上げた。

　──ドレスを引きちぎったあと、気持ちよすぎて壊れるって……もしかして……？

　間髪置かずにフェリクスが、引き裂かれた布地の間から現れたコルセットと下着をいっしょくたにずり下げる。イレーネの乳房がふるりと飛び出した。コルセットに下から圧迫されて隆起した乳房は、いつもより豊満に見える。その頂にフェリクスがかぶりつき、ちゅうっと強く吸ってきた。

「……ぁ」

　フェリクスに快楽を教えられ、それなのに放置されていた体は、渇望していたものをやっと手に入れ、一気に感度を増す。フェリクスの指が少し触れるだけで、イレーネの背にぞわぞわと快感が這い上がり、下腹が熱くなっていく。

「イレーネ、君は私の、私だけのものだ」

　そう言うフェリクスの息が、濡れた乳暈にかかり、イレーネはそれだけで全身の皮膚という皮膚を粟あわ立だたせる。

　彼がもう片方の乳房にも刻印を捺おすかのように嚙みつき、口内で乳首を舐め上げ、やがて強く吸う。しかも、さっき唇で愛撫したほうの乳首をねじって強く引っ張ってくる。

「あ……ぁあ」

　イレーネは早くも太ももに蜜が零れたのを感じ、脚をもぞもぞとすり合わせた。

　それに気づいたのか、フェリクスがドレスの下に手をくぐらせ、脚に手を這わせる。

　そのがっしりとして少し荒れた手の肌触りが核心に近づいてくるにつれ、イレーネは、ふわりと快感に押し上げられるように、背を反らせて顔を上向けた。

「私が欲しくて、もう、こんなに濡らしている」

　フェリクスが胸から少し顔を離し、舌なめずりしながら言ってくるものだから、その野性味と色気にイレーネは、ぶるりと胴震いする。

　フェリクスがイレーネの臀部を摑んで引き寄せると、ドレスをばさりとたくし上げ、パニエを邪魔だとばかりに引きちぎった。

「きゃ」

　これでは本当に狂獅子ではないか。

　──今日のフェリクス、なんだかおかしいわ。

　フェリクスが不ふ遜そんな表情で、彼女の秘所を観察している。

「え……見ないで」

　イレーネがスカートを摑んで下げても無駄だった。フェリクスの頭上にスカートがかかるだけだ。イレーネが抵抗をやめると、フェリクスがスカートを左右に広げるようにめくりあげ、彼女の下肢を露わにする。

「下穿きまでこんなに濡らして……」

　フェリクスはスカート状の下穿きを手でイレーネの股に押し込むと、下穿きの薄布で秘所をぐりぐりと拭いてくる。布と陰唇がこすれる感触がたまらない。

「あ……ぁあ……」

　イレーネは脚をびくびくと痙攣させてしまう。

「こうされるのも気持ちいいのか？」

「う……気持ちいぃ……」

　イレーネが身悶えしながら声をしぼり出すと、フェリクスが不敵に微笑んだ。

「布がびしょびしょだ」

　フェリクスが濡れた秘所に息を吹きかけるようにそう言うものだから、イレーネの太ももがびくんと大きく反応してしまう。

「ここ、かわいい。もう、ぷっくりとふくらんでいるよ？」

　フェリクスがうれしそうにそう言って、秘所の上のほうにある芽のような突起を親指で、ふにふにと撫で、その肉厚で大きな舌で秘裂をべろりと舐め上げる。

「あっ……ぁあ！」

　イレーネは何か摑もうとするが、座面は絹織物がぴんと張ってあって摑めるものはない。体が背もたれからずり下がっていくので、縁へりを足裏で摑んで両膝を立てた。左右に開かれた太ももの向こうでフェリクスが舌を使って秘所を愛撫している。

　イレーネがあまりの快感に顎を上げると天井には天使が舞っていた。それをぼんやりと眺めながら、ただただ、ぴちゃぴちゃと舐められるその感触で頭をいっぱいにしていた。

　蜜口がきゅうっと蠢き、頭が朦もう朧ろうとしてきたところで、イレーネはフェリクスに腋わきを抱えられ、体を引き上げられる。

　めくり上げられていたスカートがはらりと下に落ちた。パニエが外されているので生地がイレーネの脚に纏まとわりつく。

　ぐったりしているのはスカートだけでなく、イレーネ自身も脱力していた。それなのに、フェリクスがイレーネを反転させて座面に下ろし、こんなことを言ってくる。

「膝立ちになるんだ」

　耳元で掠れた声で命令され、イレーネはぞくっと肩を震わせた。

　イレーネは背もたれの上部を飾る黄金の装飾を摑み、膝で体を支える。それで気づいたが、この長椅子が置かれている壁は、全面鏡になっていた。

　その鏡に映るのは、開はだけたガウンの片側に胸当てスタマツカーをぶら下げ、ガウンの間から、コルセットに押し上げられた乳房が露わになっている自身の姿だ。

　しかも、イレーネの肩越しに、その淫いん靡びな姿を見つめるフェリクスの瞳は劣情を孕はらんでいた。

「あ……」

　フェリクスが背後からイレーネの耳みみ朶たぶを口に含んで、口内で飴あめでもしゃぶるかのように舐めてくる。

　──ただの耳なのに……どうして……。

　思いもよらぬ快感が降ってきて、背もたれを摑む手に力がこもったところで、背後から腋の下を通って手が伸びてきて、二つの乳首を同時にきゅっと引っ張られる。

「あっ……ぁあ」

　イレーネは顔を傾けた。そのとき薄く開けた瞼の隙間から鏡が見える。イレーネの乳房は彼の指によって卑猥に形を変え、背後から耳をしゃぶるフェリクスの瞳は、鏡に映る彼女の媚び態たいに注がれていた。

　彼の視線を感じてイレーネはますます昂たかぶり、瞳に涙を滲にじませて喘いだ。もう声が止まらなくなっている。

　ちゅぱっと耳から唇を離すと、フェリクスがスカートをばさっと勢いよくたくし上げる。外気が当たり、濡れた太ももがひんやりとし、臀部が丸見えになったのがイレーネにもわかった。

　フェリクスが満足げにイレーネの腰を両手で摑むと、すでに屹立している硬いものがイレーネの双丘の谷間を、ぬるりとずり上がる。

　これから与えられるだろう快楽を想像してイレーネはぶるっと震えた。太ももに蜜が伝い下りていく。

「私が欲しくて涎よだれまで垂らし始めたぞ」

　フェリクスは傲ごう岸がんに告げると、背後からぐぐっと剛直をねじこんでくる。

「あ、ああ！」

「まだ……狭いな」

　ふくらみを増しながら、イレーネの中をこじ開けるようにのめり込んでくる脈打つものを蜜壁に感じ、イレーネは背を伸ばしていられなくなり、膝立ちのまま腰を屈め、抱きしめるように背もたれにすがりつく。知らず知らずに尻を突き出す態勢になった。

　すると、フェリクスが最奥まで一気に彼自身で埋め尽くしてくる。
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「ああ！」

　イレーネは狼の咆ほう哮こうのように顔を上げて叫んだ。今までにない角度で奥まで抉えぐられ、彼女の蜜道は悦よろこびに蠢動していた。

「イレーネ……こちらを向いてくれ」

　苦しげなフェリクスの声に、イレーネが振り向くと、彼の顔が傾き、唇を覆われる。自身の腹に熱塊を取り込み、口内を肉厚な舌でいっぱいにされ、イレーネは、もともと一つだったものがやっと一つに戻ったような、そんな喜悦に包まれた。

　そのとき性急に唇が離される。

「そんな、私を引き込むみたいに締めつけて……おかしくなりそうだ……」

　フェリクスが呻うめくようにそう言うと、片手をイレーネの腹に回し、そこから下生えのほうにずり下げていく。突起に指の腹が当たると手を止めた。

「あ……そこ……だめぇ」

　いじられてすでに敏感になっている蜜芽なのに、フェリクスがくりくりと指先で弄もてあそんでくるうえに、腰を引いては怒張でぐちゅりと最奥まで穿ってくる。

「ぁあ……こ、こわ……れる」

　イレーネは前からも後ろからも過度な愉悦をぶつけられ、背もたれから腕を外して崩れ落ちた。とたん、腰を支えていた彼の手が腹に伸びてきて、腕でお腹を支えられることで、じゅくじゅくと出し入れを続けられる。

　耳元で吐かれる彼の息、汗と甘露にまみれた股ぐらに触れる骨ばった手、淫らな水音、自身の中で蜜壁をこすって行き来する熱杭、そんな感覚全てがイレーネの頭の中で渦巻き、頂点に達しようかというときに、フェリクスは最奥まで埋め尽くしたまま動きを止める。

　イレーネは自身の中で、彼の情熱が爆はぜたのを感じとり、今までにないくらい彼自身を大きく揺さぶったのち果てた。







「イレーネ」

　ぼうっとした頭にフェリクスの声が響いてイレーネは瞳だけ声のほうに向けた。

　イレーネはいつの間にかストッキングも含めて全て脱がされていてベッドで仰向けに寝ていた。横に寄り添うフェリクスが裸で頰杖ほおづえを突いて、イレーネのほうに体を向けている。

　フェリクスがイレーネを抱き寄せ、頰ずりしてきた。なんだかすごく愛されているみたいだ。こんな幸せな接触があるのかとイレーネは密ひそかに感動する。

「イレーネ、愛してる。イレーネを一番愛しているのは私だ……」

　それは初めてもらった愛の告白だった。イレーネがエッカルトに、フェリクスを愛していると告げたのを聞いて、今、それに応こたえようとしているのだろうか。

「本当？　私もさっきエッカルトと話していてやっとわかったの」

「エッカルト？」

　フェリクスが双眸を狭めて非難めいた表情になる。

「だって、舞踏広間で、いきなり抱き上げたのって……聞いたんでしょう？」

　──フェリクスが傍そばにいるとも知らず、フェリクスを愛しているって啖たん呵かを切るなんて。

　思い出してイレーネが顔を熱くしていると、フェリクスの猛烈に不機嫌な声が聞こえてくる。

「まだ体に教え足りないようだな。元婚約者のことを思い出して顔を赤らめるなんていい度胸だ」

　イレーネはフェリクスに顎をぐいっと取られる。彼が片眼を狭め、苛立いらだついらだつような表情をしていた。

「え!?」

　ようやくイレーネは話が嚙かみ合あっていないことに気づく。

「フェリクス、私とエッカルトの会話、聞いてなかったの？」

　フェリクスがうんざりしたような表情で、顎から手を離す。

「会話どころか名前も聞きたくない！　よくも寝室で夫に元婚約者の話なんかできるな」

　イレーネは啞然とする。

「も、もしかして、フェリクス……嫉妬してくれているの？」

「するだろう！　妃が元婚約者と踊りたいと言って、踊りながら真剣に話していたと思ったら頰を赤らめて……！　二度と嫉妬させるな！」

　フェリクスが語気を強めてから、そんな自分を反省するように自身の双眸を片手で覆う。

　イレーネは彼の黄金の瞳を隠す大きな手を顔から外す。真剣に彼を見つめた。

「フェリクスに抱き上げられる直前にエッカルトに告げていたのは……私が手に入らないのは、私が王妃だからじゃなくて、私がフェリクスを愛しているからって……。あのとき、私、やっと気づいたの。自分の気持ちに。も、もちろん、今までも、フェリクスってかっこいいなとか、好きだわとか思ったことは何度もあったけど、この気持ちがなんなのかがはっきりしたのは、あのときなの」

「な、何度も？　もしかして……頰が紅潮していたのって……」

　今度、啞然とするのはフェリクスのほうだ。

　イレーネは慌てて自身の頰を覆う。

「だって、てっきり愛してるってところをフェリクスに聞かれたのかと思って。じゃあ、なんでさっき愛してるって言ってくれたの？　今まで言ってくれたこと、なかったわ」

「いや、ただ、私は嫉妬して……自分のほうがずっとイレーネのことを愛していて、大事にしていると……主張したかったんだ……」

　フェリクスには珍しく、語尾が弱々しかった。

　──か、かわいい！

「まあ！　私、初めてエッカルトに感謝したい気持ちになったわ」

「……初めてとは辛辣だな」

　フェリクスが、おやおやと両眉を上げた。

「ねえ、フェリクス。今思えば、初日からばればれだったかと思うけど、私、本当は相当なおてんばなの」

「知ってる。我が国の情報網を舐めないでもらいたいな。最初から、演技をやめて本音で話すよう言っていただろう？」

「フェリクスは女らしくなくておてんばな私でも愛してくれるの？」

　イレーネはフェリクスにしなだれかかる。愛しているという言葉をもらっただけで、自分でも大胆になったと思う。

「馬鹿だな。そういうところがいいんだ、イレーネは。だから、あの変に媚こびたりする演技もやめてくれ。あまりに下手で、おもしろかったといえばそうだが、私たちは夫婦だ。お互いありのままでいないと肩が凝るだろう？」

　イレーネはなぜか心の中がじーんと熱くなる。

　今思えば、ありのままの自分でいいなんてイレーネに言ってくれた人など、どこにもいなかった。恥ずかしいことに、うれしすぎて涙まで滲んでくる始末だ。

「フェリクス……」

　イレーネはフェリクスの厚い胸板に頰を預ける。

「……ありがとう。私、本当になんて幸運なのかしら。政略結婚の相手なのに、こんなに素敵な伴侶に恵まれて……。私、フェリクスと結婚できてよかった……」

　フェリクスがイレーネの背に腕を回し、そっと抱きしめてくる。

「イレーネ？　君から甘えてくるなんて……幸せ者は私だよ？　こんなにかわいくて潑はつ剌らつとした花嫁と過ごせるなんて……なのになんで、違う自分を演じようとしていたんだ？」

「だって……妹と浮気されたとき、エッカルトに『女らしくない』って言われたから……。だから、私、嫁ぎ先で自分を変えなきゃと思って」

　そのとき、ぴくっと彼の身体が反応した。

「……エッカルトが？」

　いつもより重量感のある声だった。

「そう。だから、新しい自分になって、せめて夫に疎うとまれないくらいになりたいって思ったの」

　そう言ってイレーネが顔を上げると、フェリクスが雷に打たれたかのように目を見開いていた。

「あの……チャラチャラした男……生かして返さない」

　怒りに燃えた瞳はまさに狂獅子のものだった。

　イレーネは真っ青になる。

「あ、あの……でも、妹の夫だから命だけは……。そ、それに今日、心の底からエッカルトはどうでもよくなったの。だって『女らしくない』は、でまかせだったって言うのよ。私がエッカルトに好意を示さないから意い趣しゆ返しだったみたい。私、悩んでいたのが馬鹿らしくなっちゃって……」

　カッと見開かれた目の中で、黄金の瞳がぎょろりと動く。

「……イレーネにそんな心労を……。やっぱりあいつは抹殺すべき」

「ちょ、ちょっと、それだけはやめて」

　すると、フェリクスの瞳がおもしろくなさそうに半ば閉じられた。

「未練があるのか？」

「あるわけないでしょう！　フェリクスが今のままの私でいいって言ってくれたから……私、もう女らしくなりたいなんて思わないわ」

「そうだ……イレーネは、そんな軽率で自己中心的で子どもっぽくて頭の悪い元婚約者の言葉なんかに左右されず、イレーネらしくしていてくれ」

「フェリクスが愛してるって肯定してくれたから、私やっと自分らしくなれる気がする」

「そうか……よかった……だがやはり、エッカルトは許せない……。意図的にイレーネを傷つけるようなことをして……」

　猫が毛を逆立てるように、フェリクスの怒りがフーッと、いきなり沸点に達した。

「でも……まさか嫉妬してもらえるなんて思ってなかったから、私、すごくうれしい」

　イレーネが横寝のまま上向き、フェリクスと目を合わせると、逆立っていたフェリクスの毛が急にしなっとやわらかになった。

「そうか……イレーネ、こんなに美しくて聡そう明めいで乗馬も巧うまくて本の趣味もよくて性格もかわいくて……全てに恵まれているというのに、そんなふうに卑屈な発想をするようになったのは、やはり、エッカルトと、あのこまっしゃくれた妹のせいなんだな」

「ちょっと、私の妹まで悪く言わないで」

「すまない。こうなったら私が、イレーネが自信満々になるまで褒めそやし、愛してやる」

　フェリクスが耳をがぶりと嚙んでくる。

「……あ」

「ね、ねえ、フェリクス……なら、どうして最近ベッドで愛してくれなかったの？」

「逆だよ。しくじったのは最初の三日間のほうだ。君と心の交流をして両想いになるまでしないでおこうと思って娶ったのに……あまりにかわいすぎて我慢できなかった。だって暗闇に二人きりなんだぞ!?　かといってやっと結婚できたのに、別々の寝室なんてありえないし。四日目からはなんとか必死で自分を律して……戦場にいるより辛かったよ」

「なあに、それ可お笑かしいわ」

　──まるで、ずっと前から私と結婚したかったみたい。

　イレーネが笑うと、フェリクスの眉が今までにないくらい下がった。

「そう、その自然な笑みがいい。さっきは嫉妬に任せて乱暴に抱いてしまった。今度は、優しく抱くから、やり直しさせてくれ」

「さっきのが乱暴？　情熱的で……すごく……素敵だったわ」

　──ロミーの言った通り、気持ちよすぎて壊れるかと思った……。

　イレーネは急に恥ずかしくなって両手で顔を覆った。

「もう、この娘こは……！　大好きだよ」

　フェリクスがイレーネの手を顔から外し、頰にキスをしてくれたから、イレーネもフェリクスの頰にくちづけた。

「私も大好きよ？」

「そんなに煽あおって……止まらなくなっても知らないからな」

　フェリクスは横寝で向き合ったまま、イレーネの腰を引き寄せ、深くくちづけてきた。舌をからめ合わせていくうちに、イレーネの舌は彼の唇に捕まって口内に引き入れられ、唇と舌でふにふにと愛撫される。

　そうしながらも、フェリクスはその大きな手でイレーネの尻を鷲摑みにして固定し、もう片方の手の中指でイレーネの蜜口をくちゅくちゅと搔き回す。

　だからイレーネは思わずびくっと首を仰け反らせてしまい、唇が離れた。

　フェリクスが中指の付け根まで彼女の中に沈めてくる。

「あっ……フェ、フェリクス……」

　ついさっき火を点つけられたばかりの体だ。下肢には爛らん熟じゆくした熱が滾たぎっていた。イレーネはフェリクスの鎖骨あたりに額をすりつけ、あえかな声を漏らす。知らず知らずに腰がびくびくと跳ねる。

「……イレーネ、もう準備万端のようだな？」

　喜色を含んだ声が頭上から響くやいなや、イレーネは横おう臥がのまま脚の間に彼のたくましい大腿をねじ込まれる。濡れた秘所を大腿でこすられ、イレーネは背を弓なりにして矯声を上げた。

　次の瞬間、イレーネは太ももを片脚で大きく持ち上げられ、彼のはち切れそうな漲みなぎりを、ぐっと陰唇に押し込まれる。

「あっぁあ！」

　イレーネはフェリクスのたくましい二の腕を摑んですがる。

「……イレーネの中……温かくて……震えてる……」

　フェリクスは双眸を細めて何かに耐えるようにつぶやくと、腰を動かし、イレーネの中で雄根を前後させた。ちゅっちゅっと蜜をかき出すような音が立つ。

　二人とも裸なので汗まみれの胸と胸が直にこすれ、さらには自身の中で彼の動きを感じ、イレーネは早くも達してしまいそうだ。はぁはぁと荒い息で快感を逃し、知らず知らずに下肢を前後に揺らす。

「イレーネ……そうやって動いてくれると……ものすごく……くっ」

　フェリクスが呻くようにそう言って、腰をぎりぎりまで退ひき、ゆっくりと大きな動きで抽挿を始めた。

「あっ、あっ、あぅ」

　その律動に合わせるかのようにイレーネが喘ぐ。もう腰を揺らす余裕などなくなっていた。イレーネが後傾こうけいし、彼の体との間に隙間ができると、フェリクスがすかさず臀部から手を離し、乳房を包んだ。

「ひゃっ」

　イレーネは驚きと悦びで小さく叫んでしまう。

「……かわいい声だ……」

　そんな声さえもフェリクスが肯定してくれる。だからイレーネは、自分を取り繕うことなく快楽を享きよう受じゆできるのだ。

「もっと聞かせてくれ」

　フェリクスが腰をイレーネに押しつけながらも、片手で乳房の輪郭をぎゅっと摑み、揉み上げる。その尖った頂点を親指でくりくりといじる。

　イレーネの中では、彼のふくれあがった欲望がはち切れそうになっていた。

「ふぁ……ぁあ……ん、だ……めぇ」

「あぁ……イレーネ……そんなに私を締めつけて……いいだろう……」

　その言葉と同時にイレーネは自身の中に熱い飛沫しぶきが放たれたのを感じ、境地へと昇っていく。薄れいく意識の中で、イレーネは今まで感じたことのない多幸感に包まれていた。







　夜の日課であるオディロンの報告は、昨夜、国王が王妃と舞踏広間から寝室に直行したため、翌朝行われた。

　朝の陽光の中、オディロンは、フェリクスと向き合って椅子に座る。

　フェリクスは見るからに上機嫌だった。だが、その表情については何も言及せず、オディロンは事務的に報告を始める。

「エッカルト様をずっと監視しておりますが、今のところ不審な動きはありません。舞踏会のとき我が国の要人がそろっていましたが、社交辞令を言うだけで、全く興味がない様子でした。マルティナ様以外で長い接触があったのは、イレーネ様ぐらいです」

「ずっとマークしていたのなら、イレーネとエッカルトの会話も多少は聞き取れているのだろう？」

「ええ。特に、ダンスが終わったあとの部分はばっちりです」

　フェリクスが片眉を上げたが、その唇は弧を描いていた。

「イレーネが私について言っていたあることについても、か？」

　──機嫌がいいのは、そういうわけか。

「『手に入らなくなったのは、私が王妃になったからじゃないわ。私がフェリクスを愛しているからよ』ですか。聞いていた者が、気持ちがすかっとしたと、うれしそうでした」

　すると、フェリクスが我が意を得たりと、満足げに目を細めた。

「そうか」

「私は前々から気づいておりましたよ。イレーネ様がフェリクス様をお好きなこと」

「……こういうのは傍はたから見ているほうがわかるのかもしれないな」

　長いつきあいの中で、こんなにうれしそうなフェリクスを見たのは初めてで、オディロンまで幸せな気持ちになるのだった。















第七章　狂獅子、牙を剝むく











　翌朝、トラントゥール宮殿のエントランス前に馬車二台が並んでいた。屋根には黄金の彫像が飾られ、扉にはラングラン王家の黄金の獅子の紋章が輝く赤い四輪馬車だ。

「新婚ご夫婦を二人きりにして差し上げよう」

　フェリクスはそう言って、マルティナとエッカルトを一台目の馬車に押し込むと、二台目の馬車にイレーネを誘いざなう。

「これで離宮まで二人きりだ」

　イレーネの隣に座るフェリクスが顔を近づけてきて唇が重なる。フェリクスが寝室以外でもこんなふうに接触を求めてくるようになるなんて、うれしい驚きだ。

　昼前には、目的地であるプリュデルマシェに着いた。離宮は、湖畔の高台に建てられており、丘の緑と空の青を背景に、可愛らしい赤い屋根が聳そびえ、まるで風景画のようだった。

　湖畔で馬車から降りるとすぐに散策となった。

　先導の護衛のあとを二組の夫婦が続く。イレーネはフェリクスと手を繫ぎ、マルティナとエッカルトの斜め後ろを歩いていた。

　大きな湖は、海のように青く、日の光を受けて湖面はきらめき、浅瀬では赤やピンクのフラミンゴが体を休ませている。

　──風ふう光こう明めい媚びと言われるだけはあるわね。

　顔がオレンジ色の鳥が、小さな鳥を引き連れて泳いでいた。

「見て、子どももいるわ。アヒルかしら？」

　イレーネが指差すと、フェリクスが湖に目を遣る。

「あれはアカハシハジロといって、カモの仲間だ。子どもが小さくてかわいいな」

　陽光がまぶしいのか、フェリクスが目を細めた。穏やかな表情だ。

　イレーネがフェリクスの顔から景色へと視線を戻そうとしたとき、うっかり視界にマルティナを入れてしまう。

　マルティナはもともとエッカルトと腕を組んで歩いていたのだが、彼にしなだれかかり、ちらっとイレーネのほうに顔を向けた。

　──もしかして、私に嫉妬させようと思っているのかしら。

　イレーネはフェリクスと顔を見合わせて笑った。

　すると、マルティナが近づいてくる。

　嗜虐しぎやく的な笑みを浮かべているので、イレーネはいやな予感がした。こういうとき大抵、イレーネの立場が悪くなるようなことを言ってくる。

「お姉様、さすがですわ。すっかり、国王陛下のお心を摑んでいらっしゃるのですね」

「そ、そんな……摑むだなんて……」

　──なんだかフェリクスに失礼だわ。

　イレーネは自身を守るような気持ちで、扇を自分の顔の前に広げる。

「まあ、お顔を隠されるなんて、こちらにいらして人が変わったみたいですわ。なんだかおしとやかになられたみたいな？」

　──絶対、私を陥れようとしている。

　イレーネは確信した。

　フェリクスにばれたらまずいネタなら、イレーネはまだまだたくさん抱えている。鳥になりきって飛んだ話をされるのか、はたまた、犬をいじめた貴族男児に蹴りを入れて倒した話をされるのか──。

　するとフェリクスがイレーネの腰に手を回して抱き寄せてきた。

「ということは、イレーネはまだ外国とつくにで自分をさらけ出せていないのかな。私はおしとやかな女性より、はねっかえりなほうが好みだから、これからどんどん、ありのままのイレーネを見せてほしいものだ」

　マルティナにそう告げると、フェリクスが愛情深い眼差しでイレーネを見下ろしてくる。イレーネの気持ちを汲くんでくれているようだ。

　イレーネが感謝の気持ちを込めて、フェリクスにうなずきで返したそのとき、エッカルトが寄ってきた。

「イレーネ、よかったな。国王陛下が、おてんばに理解があるようで。これなら、陛下とも雪合戦ができそうだね」

　とたん、「とも？」と、フェリクスの毛がフーッと逆立ったのがわかった。

　──雪合戦で嫉妬!?

　イレーネは軽く躱かわすに限ると、扇から顔を出して、クスッとできるだけ優雅に微笑んだ。

「さすがに雪合戦という歳としではないわ」

　エッカルトが目を見張る。なぜか頰が赤くなったような気がした。マルティナが不愉快そうにエッカルトを睨む。

　──なんで？

　イレーネが動揺してフェリクスの顔をうかがうと、フェリクスがエッカルトを刺すような目で見ていた。が、イレーネの視線に気づくと急に笑みを向けてきた。

「実は私も雪合戦が死ぬほど好きなんだ。だが、二十代後半だし国王だろう？　相手がいなくて困っていたのだが、まさか妃と雪合戦できるとは！　奇遇だなぁ」

　──これ、絶対、エッカルトと張り合っているだけだわ。

　イレーネが啞然としていると、マルティナが口を挟んでくる。

「まあ……お姉様は国王陛下と本当に気が合っていらっしゃるのですね」

　そんなことを言いながら、マルティナが意地の悪い笑みを浮かべた。こういうとき、マルティナは必ずイレーネの悪事を告げ口する。

　──でも、もう、怖くないんだから！

　そうだ。今、イレーネの隣に立っているのは母親ではない。愛する夫なのだ。

「そうなの。毎日が楽しくって」

　イレーネは胸を張った。

「お姉様、そろそろおねだりしても大丈夫じゃありませんこと？」

　──え？

　イレーネは急にいやな予感がする。

「あら、お忘れになったんですの？」

　マルティナが頰と頰が触れるくらいの近さまで来た。

「こちらに嫁ぐとき、お父様に頼まれたのでしょう？」

　イレーネはサーッと全身から血の気が引いていく。

　──ロワリエ地方の領土返還！

　最近、浮かれていてすっかり忘れていた。最初、イレーネは夫を掌の上で転がす計画まで立てていたのだった。

　イレーネは自分の浅はかさに気づき、急に胸が苦しくなる。

　政略結婚なのに、イレーネを愛し、全てを肯定してくれる国王を、自分は最初から裏切っていたのだ。

「ねえ、お姉様、まだ頼んでいらっしゃらないなら、今頼んでみてはいかがです？　私からお父様に結果をご報告しますわ」

「……フェリクス……私……実は……」

　イレーネは、ありのままを告げるしかないと思った。たとえ、嫌われたとしても──。

　──天罰だわ。

　フェリクスが怪訝そうに眉をひそめたが、屈んでイレーネに耳を傾けてくれた。

　そのとき、オディロンが駆け足でやって来て、フェリクスに耳打ちする。フェリクスの表情が急に引き締まった。

「イレーネ……私は急に用事ができたので、離宮に戻って三人でお茶でもしていてくれないか」

「え？　どうして？　何か大変なことでも起こったの？　私、フェリクスといたいわ」

　そのとき、フェリクスが今までにない険しい顔になったので、返事を待たずにイレーネは翻意ほんいする。

「わ、わかったわ。晩餐はごいっしょできるわよね？」

「ああ。お客様がいらっしゃるんだから当然だよ」

　──私のためじゃなくて、儀礼上……ってこと？

　勘のいいフェリクスのことだから、領土問題のことを察して、内心うんざりしているのではないだろうか。

　実際、フェリクスは形ばかりの笑みを作ると、すぐに背を向けた。

　胸騒ぎを覚えつつ、イレーネが妹夫妻と離宮に行くと、侍従長に二階に案内される。

　そこは、湖側が全面、ガラス張りになっていて、自然の風景を楽しむための広間だった。

　中央には楕だ円えん形けいの白いテーブルがあり、その周りに置かれた椅子も壁もオパールグリーンで、黄金の装飾がさりげないものだから、全体的に爽やかな印象をもたらす。白いテーブルクロスの上には色とりどりの花と、黄金の燭台が交互に置いてあった。

　イレーネたち三人が椅子に着くと、ボトルを持った給仕がやって来る。

「散歩をなさってお疲れになったことでしょう。まずは、こちら、ロゼ・シードルをお楽しみくださいませ」

　給仕が一人一人のグラスに注いでいく。

　マルティナが、その淡いピンク色を不思議そうに眺めていた。

「まあ。ロゼワインとは違いますの？」

　マルティナの質問に、給仕が待ってましたとばかりに得意げな笑みで返す。

「葡ぶ萄どうではなく、りんごで作られた発泡酒で、プリュデルマシェの特産品でございます。赤い果肉のりんごとブルーベリーで色づけしております。明日、果樹園を観光される前にぜひお召し上がりになっていただきたく思った次第です」

　マルティナがグラスに口をつけると「あら、甘酸っぱくておいしいわ」と、顔を明るくした。その間かん、給仕たちが、特産のお菓子をテーブルに並べていく。

　マルティナが、お菓子を一つつまむと、お向かいに座るイレーネに話しかけてきた。

「ねえ、お姉様、領土のことは今のうちに頼んだほうがいいのではないでしょうか。これから陛下との仲がどうなるかわからないでしょう？」

　まるで、イレーネがすぐにでもフェリクスに飽きられるような言い草だ。

　──でも、ロワリエ地方をねだろうとしていたなんて知られたら、飽きられるどころか、今すぐにでも嫌われそうだわ。

『イレーネが自信満々になるまで褒めそやし、愛してやる』

　そう言ってくれたときのフェリクスの慈愛に満ちた瞳を思い出し、イレーネは涙が零れそうになる。

　──いえ、そんな感傷に浸っている場合じゃないわ。

　こんな話を人に聞かれると、フェリクスの印象まで悪くしてしまいそうだ。

　イレーネは目だけ動かして部屋の中を見渡す。侍従に侍女に衛兵がいる。姉妹の会話を聞いて、イレーネのことを売ばい国こく奴どだと思うかもしれない。

　イレーネは一呼吸して自身を落ち着かせてから、笑顔を作った。

「それにしても、マルティナったら大胆なことを言うからびっくりしたわ。私がお父様から頼まれたことといえば、おしとやかにすることぐらいよ。まあ、それが一番難しいのだけれど。私、散歩で疲れてしまって、食欲が湧かないから、少し風に当たるわ」

　イレーネは立ち上がり、すごい勢いでアーチ状の窓のほうまで歩く。この窓はガラス戸になっていて、近くに立つ侍従が開けてくれた。

　バルコニーに出ると、絶景が広がっていた。エメラルドの湖水の周りを緑が囲み、湖の中央にある小さな島には、いくつもの尖せん塔とうを持つ幻想的な白い聖堂があり、はるか向こうには頭頂に雪をかぶった山々がある。

　そんな美しい景色を前にしても、イレーネの頭に浮かぶのはフェリクスの顔だ。

　──早くフェリクス、帰ってこないかしら。

　そう願ったあと、最後にイレーネに向けられた険しい表情を思い出し、心を抉えぐられた。

　──嫌われて当然だわ。

　イレーネは、せめて本当のことを話して謝ろうと決意する。

　だが、フェリクスに話すところを想像してみたら、彼が落胆し、イレーネを軽蔑する情景しか思い浮かばなかった。

　イレーネは絶望的な気持ちになって首こうべを垂れる。すると、エントランスのほうに歩いてくる男性が目に入った。柄えの長いショベルを手にしているので庭師だろう。

　そのとき、馬の蹄と車輪の音が聞こえてくる。

　──フェリクスだわ！

　イレーネは会える喜びで顔を上げた。だが、前後を騎兵に守られたフェリクスの馬車がエントランスに近づくにつれ、不安のほうが大きくなっていく。

　──早く、早く……一階に下りて、フェリクスを迎えに行かないと。

　そして、二人きりの時間を作ってもらって申し開きをするのだ。早いほうがいい。なのにイレーネは足がすくんで動けない。フェリクスに冷たくされるのが怖いのだ。

　──いつも私に優しい眼差しを向けていてほしかった……。

　馬車が停まる。あの扉が開けば、黄金に輝く美しい夫が出てくる。

　そのとき、さっきの庭師が馬車の近くにいることに気づき、イレーネは不思議に思った。

　大理石の円柱の後ろに立っている庭師が、ショベルを円柱に立てかける。

　──こっそり国王を見ようと思ってるのかしら。

　馬車の扉が開くと同時に、庭師がポケットから何かを取り出す。

　それは、銃だった──。

　──噓でしょう!?

　イレーネは咄とつ嗟さに近くにあった馬の置物の腹部分を摑む。かなり重いが、満身の力を込め、ぐぐぐと持ち上げた。

　背後で侍従の動揺した声がするがイレーネの耳には入らなかった。イレーネはバルコニーの欄らん干かんに身を乗り出し、その男を目掛けて投げつける。

「フェリクス、隠れて！」

　だが、その拍子にバランスを崩して前に倒れ、そのままバルコニーからすべり落ちた。その瞬間、銃声が聞こえると同時にイレーネの体に激痛が奔はしる。

　つまり、銃弾はフェリクスに向けられなかったということだ。

　──……よかった。

　地面に落下するまで一瞬のはずなのに、その間かん、万華鏡のように今までのことが頭の中を回っていく。

　馬車から降りて初めてフェリクスを見たときのこと、舞踏広間で彼と見つめ合ってダンスを踊ったこと、初夜で向けられた艶つやっぽい眼差し、そして、愛していると言ってくれたとき──。

　──死ねない！

　たとえ嫌われてもフェリクスが生きているだけで十分だ。死ぬわけにはいかない。そう思って、イレーネは少しでもいい着地法を見み出いだそうと、目をカッと全開にするが、すでに着地していた。侍従のような服を着たフェリクスに抱き止められていたのだ。

「イレーネ……！　どうして君が!?」

　フェリクスの悲痛な声で彼が無事なことがわかり、イレーネは、ほっとする。

　──こんなこと、遠い昔にもあったような気がするわ……。

　それがいつだか思い出せないまま、イレーネは意識を失った。







　イレーネが目覚めたら、ベッドの上で寝ていて、すぐさまフェリクスが身を乗り出してきた。

「イレーネ……すまない。揉めごとに君を巻き込んでしまって。本当はごたごたを片付けてから結婚しようと思っていたのに……」

　フェリクスが片手で双眸を覆った。自身を責めている様子だ。

　イレーネは手を動かす。二の腕が少し痛むがちゃんと動いている。

「腕がくっついているから大丈夫よ」

　フェリクスが顔から手を外す。困惑したような表情でイレーネを見下ろしていた。

「最前線の兵士みたいなことを言うんだな」
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「小説を読んで兵士の気持ちになったことはあるわ」

　フェリクスの瞳が艶つやめき、小声で耳打ちしてくる。

「国王の愛妾になったこともあるね？」

　イレーネは顔から火を噴きそうになった。

「あ、あれは……特殊事情で……私、普段、ああいう本を読んでるわけじゃ……」

「わかってる。まだ読んでなくて、読みながら実践しようとしていたもんな？」

　フェリクスが楽しそうに笑っている。その笑顔を見ていると、フェリクスが無事でよかったと、イレーネはつくづく思う。

「そうよ。私、本当は自伝より架空のお話のほうが好きなの。物語を読めば鳥にだってなれるわ」

　イレーネは子どものころ、階段庭園から飛んだときのことを久々に思い出していた。

　──あのときも、抱きとめてくれた男ひ性とがいた──。

　そういえば、あの金髪の青年もラングラン人だった。

　イレーネはフェリクスの顔をまじまじと見つめる。助けてくれた男性は中性的な顔立ちの青年で、フェリクスとは印象がほど遠いが、今思えば彼も金髪で黄金の瞳だった。

　──でも、そんな偶然、ありえる？

「……フェリクス、もしかして……あなた、バルシュミーデ宮殿を訪問したことがあったりする？」

　フェリクスが、どうしようかなという感じで瞳を上に向けたが、すぐにイレーネと視線を合わせてくる。

「ああ。あのときも空から元気な娘が降ってきた」

　イレーネは魔法にでもかけられたように目を見開いたまま動けなくなる。仰向けなので、視線の先には黄金の天蓋があった。

　すぐにその天蓋は見えなくなる。フェリクスがイレーネの視界を遮り、上から顔をのぞかせてきたからだ。その唇は弧を描いていた。

「あのときは頰がもっとふっくらしていて……かわいかった。こんなに美人になるなんて思ってもいなかったよ」

「本当に!?　フェリクスがあのときの……？」

　ようやく頭の中で整理がついて口を動かせるようになったものの、イレーネは、そうつぶやくので精一杯だった。

「よく覚えていたな」

「……いくら私でも、高いところから落ちることなんて、めったにないわ……。で、でも、どうして教えてくれなかったの？」

　そのとき、イレーネはさっき聞いたフェリクスの『おしとやかな女性より、はねっかえりなほうが好みだから』という言葉を思い出して、胸を高鳴らせる。

　──もしかして、この結婚は政治的な理由だけではなかったの……？

　自身の頰が熱くなってくるにつれて、フェリクスの眼差しも熱くなっていく。

　それからしばらく二人は無言で見つめ合っていた。

　イレーネはフェリクスに抱き起こされ、彼の腕にもたれかかる。

　フェリクスがイレーネの髪をふわふわと撫でながら、沈黙を破った。

「……私が言わなかったのは、あれはお忍びだったし、国王の結婚は政略であるべきだからだ。だが内実はというと、あの毛皮の羽根を広げて飛んできた少女のことをずっと忘れられなかった。第二王女に嫁いでこられないよう、あえて婚約者のいる第一王女を指名した。好きな相手ひとを妃にできる国王はなかなかいない。このことは二人だけの秘密だ……いいな？」

　フェリクスが悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「ええ。誰にも言わない。私の心の中の宝物にするわ。フェリクス……夢みたい……」

　イレーネが潤んだ瞳で見つめると、フェリクスの顔が近づき、黄金の睫毛が目元に舞い降りる。唇に唇が重なる。重ねるだけのキス。だが、今までのどんな熱いキスよりも心が重なった気がした。

　──フェリクスが以前言っていた、心を重ねるって、こういうこと？

　唇が離れても、鼻と鼻が今にも触れそうなくらいの近さで、フェリクスが囁いてくる。

「私はもともと君を気に入っていたけれど、イレーネが私を好きになってくれたのは奇跡のようなことだと思わないか？」

「本当に奇跡だわ。落っこちてみるものね」

　イレーネが傷を負っていないほうの手をフェリクスの腕に回すと、フェリクスが双眸を狭め、渋い表情になった。

「今日は高いところから、しかも銃声つきで落下してきて、心臓が止まるかと思った。もし弾たまがかすっただけでなく、弾丸に貫かれていたらと想像しただけで死にそうになるよ。あの瞬間……私は一旦、殺されたようなものだ」

　苦しげに瞼を閉じたフェリクスの手に、イレーネは手を重ねた。

「ごめんなさい……。でも私だって、フェリクスが撃たれるんじゃないかって……そう思ったら、いても立ってもいられなくて……なんであんな重いものを持ち上げられたのか、自分でもすごいと思うわ」

　フェリクスが眉を下げて苦笑した。

「あの馬、大理石だぞ。気持ちはうれしいが、今後は危険を感じても助けないでくれ」

「どうして？」

「私は、自身が危機に陥るようなへまはしない。君は自分の心配だけしてくれればいい。イレーネは……私のかけがえのない女性ひとだから」

「……フェリクス……」

　イレーネが感激していると、フェリクスがイレーネの唇にちゅっと軽いキスをした。彼の息を皮膚で感じられるくらいの近さでフェリクスがこう言ってくる。

「これからしばらく忙しくなるが、私の安全は確保されているから心配しないでくれ。さっきだってそうだ。なぜ、私が君を受けとめられたと思う？　馬車から出てくる者は私の影武者で、あの庭師に身をやつした暗殺者が銃を構えたら、取り押さえる手て筈はずになっていたからだ」

「え……じゃあ、私が邪魔したってこと？」

「いや、私を助けようとしてくれた、その気持ちに感謝するよ。それに、暗殺者を取り逃したことにしたほうが、利用価値が上がるんだ。王妃が国王を助けようとして落下し、そちらに気を取られている隙に逃げられた、という筋書きにした」

「犯人を泳がすということ……？」

　よくできたと褒めるかのように、フェリクスがイレーネの頭をくしゃっと撫でてくる。

「ああ。そうだ。彼のバックにいる本物の悪党を捕まえるために。時間がないので、説明はあとだ。大事なのでもう一度言うが、心配しないでおとなしくしておいてくれ」

「……ごめんなさい」

「そして、エッカルトにはちょっと痛い目に遭ってもらうが、ちゃんと母国に返すから……イレーネは、おとなしくしておいてくれ」

「痛い目って？　私のために復ふく讐しゆうするとか、そういうのは、やめてね？」

　フェリクスが半眼になる。

「元婚約者が気になるのか？」

「そんなわけないでしょう？　あの男ひ性とのために、フェリクスが手を汚すことはないって思っているだけよ」

「……わかった。私し怨えんもあるが、今回、エッカルトには、今後のラングランのために一役ひとやく買ってもらおうと思っているんだ」

　──一役？

　エッカルトが何かの役に立つところが想像できなくて首をひねっていると、フェリクスが深刻な表情を向けてきた。

「だから、これから何が起きても私を信じて、おとなしくしておいてくれ」

　彼が語気を強めた。『おとなしくておいてくれ』は、もう三回目だろうか。

「とにかく、私に動かないでいてほしいという気持ちはよーく伝わったわ」

　フェリクスが真顔で、ぶんぶんと激しくうなずき、「もう行かないと」と、名残惜しそうに去っていった。

　扉の閉まる音がしてから、イレーネは領土のことで謝るのを忘れていたことに気づく。フェリクスが全く気にしていない様子なのは、マルティナの言う『おねだり』が、ロワリエ地方のことだと気づいていないからだろうか。

　──ほかの人の口から耳に入る前に、ちゃんと謝らないと！







　フェリクスは回廊に出ると、人払いをしていた医師や助手、侍女、衛兵に中に入るよう、顔を扉のほうに向けることで指示した。すると皆がお辞儀をして中に入っていく。

　扉の前に残されたのは、腹心、オディロンだけだ。彼が小声で耳打ちしてくる。

「フェリクス様、本当に、エッカルト様を捕らえてよろしいんですか？」

「もちろんだ」

　──あの男、イレーネを否定するようなことを言いやがって！

　そのくせ雪合戦をした思い出をなれなれしくイレーネに語っていた。

　──思い出すたびにむかむかする。

「……ですが、エッカルト様は、イレーネ様の義弟でいらっしゃいます。彼を捕まえるとなると、イレーネ様のお立場が悪くなりませんか？」

「さすがオディロン、イレーネの気持ちを慮おもんぱかってくれる者はおまえぐらいだ。感謝する。だが、私はイレーネが傷つくようなことを平気でやるあの妹とエッカルトが赦ゆるせないのだ。すぐに釈放すれば外交問題にはならない。国王暗殺未遂があったのだ。誤認逮捕の一つぐらい起こっても仕方ないだろう？」

「はっ。では、仰おおせの通り実行させていただきます」

　オディロンがこめかみに手を当て、敬礼した。







「マルティナ様がお出いでです」

　ベッドで横になるイレーネに、ロミーがそう告げたときにはすでにマルティナがずかずかと寝室に入ってきていた。彼女がこんな女らしくない歩き方をするのは珍しい。

「お姉様の差し金なんでしょう!?　いくらエッカルトにふられたからってひどいです！」

　そう語気を強めたとき、彼女の顔は、仰向けで寝るイレーネの真上にあり、イレーネの顔に唾がかかった。イレーネは上掛けを鼻の下まで引き上げる。

　マルティナは目も眉も吊り上げて、そのマーブルの瞳には怒りが渦巻いていた。

「……ふられた？　誰に？」

「エッカルトに決まっているでしょう！」

　──そうだっけ？

　正直、エッカルトのことはどうでもよくなっている。ふられたのでも、ふったのでもどちらでもいいくらい興味がない。

「そのエッカルトがどうかしたの？」

「ど、どうもこうも軍人が、国王暗殺未遂だとか、無実の罪をでっちあげてエッカルトを連行していったんですよ！」

「えぇっ！」

　さすがに驚いて、イレーネはすごい勢いで上体を起こした。

　暗殺者は確かにエッカルトと同じ鳶色の髪の青年だったが、あれがエッカルトなら、さすがにイレーネも気づく。

　──もしかして、真犯人を泳がすため……？

「……エッカルトは今どこにいるの？」

　イレーネが問うと、マルティナがいきり立った。

「取り調べとか言って監獄に連れていかれました！　シェーンハイトの王族の夫で、しかも元帥公爵の嫡男であるエッカルトをこんな目に遭わせるなんて、戦争ですわ！」

　──『おとなしくしておいてくれ』って、フェリクスがしつこく頼んできたのって、このせいね。

　だが、フェリクスは、エッカルトにはラングランのために一役買ってもらうとも言っていた。

　イレーネは大おお仰ぎように眉を下げ、久々に『淑女入門』にあった小首を傾げるポーズをとる。

「まあ、大変。戦争になったら、母国シェーンハイトが負けちゃうわ」

　マルティナが開あいた口が塞がらないといったふうに、口をぱくぱくさせていた。







　夜の帳とばりが下りたころ、暗殺未遂犯であるモナンジュは、あとをつけられているとも知らずに、富裕平民のような格好でギャルニエ公爵邸に向かっていた。

　大理石の塊が当たった足先が痛むので、自おのずと右足をかばうような歩き方になっていた。

　ギャルニエ公爵邸は、公爵が王都に滞在するときしか使用しない別邸とは思えぬ広大な敷地に建つ、贅ぜいを尽くした離宮のような大邸宅である。

　モナンジュは裏門から厩舎に入り、馬丁に訪問を告げる。

　しばらくすると、ギャルニエ公爵の側近、白髪交じりの顎あご鬚ひげを生やしたヴュイヤールが衛兵二人を引き連れて現れた。

　モナンジュは何度かここに来たことがある。というのも、彼はヴュイヤールが近衛銃士隊に放った間諜スパイだからだ。本来、国王暗殺成功とヴュイヤールに報告したかったところだが、とんだ邪魔が入り、逃げるので精一杯だった。

　今となっては何日も前のことのように感じられるが、あれは今日の昼間のことだ。

　国王を乗せた馬車が到着したので、モナンジュがポケットから銃を取り出したら、『フェリクス、隠れて』という叫び声とともに、上から大理石が降ってきて、爪先に当たった。激痛の中、バルコニーの女の頭を狙って撃つ。直前に女が落下したため、命中しなかった。

　だが、幸いにも、その女が王妃で、皆が王妃に気を取られているうちに、モナンジュは逃げおおせた。

　庭師の服を脱いで軍服姿に戻り、素知らぬ顔で中尉として持ち場に戻った。そして、交替の時間になったので、質のいいシャツとトラウザーズに着替えてここまでやって来たというわけだ。

　そんなモナンジュにヴュイヤールが向けた瞳は落胆で満ちていた。

「国王は生きているようじゃないか。暗殺し損ねたのに、よくもおめおめとここまで来れたものだ。足がついてはいけないから、しばらく私との接触を断たってくれ」

　そう言ってヴュイヤールが差し出した金きん子すの小袋はずっしりと重かった。口止め料といったところか。モナンジュはすぐさまポケットに小袋をねじ込む。だが、誤解を解きたい。国王暗殺に失敗したのに、報告に来たのにはわけがある。

「私もさすがに嫌疑がかかっている状態でここには参りません。国王暗殺未遂犯が捕まったことを伝えに来たのです」

「どういうことだ？」

「暗殺に邪魔が入ったので、すぐに配置に戻ったのですが、そこで、国賓であるベーテンドルフ公爵家のエッカルトが連行されていくのを目にしました。『監獄なんか冗談じゃない、冤えん罪ざいだ』と、泣き叫んでいました。なんでも暗殺未遂が起こった時間帯に、用を足すと、お茶会を抜けていたそうです。彼は私と髪色が同じで背格好も似ていたので誤認逮捕されたようですね」

　ヴュイヤールがおもしろがってくれるだろうと、モナンジュが期待の眼差しを向けたところ、おもしろがるどころか、ヴュイヤールは目を泳がせ、落ち着きをなくしていた。

「ベーテンドルフ公爵の息子が監獄に？」

　予想外の反応に戸惑いながらもモナンジュは答える。

「ええ。ですから、ヴュイヤール様にもギャルニエ公爵閣下にも嫌疑がかかりません。ご安心を」

「……わかった。ここから出るところを誰にも見つからないように帰りなさい。また何か動きがあったら教えてくれ」

　ヴュイヤールが落ち着きをなくし、手を忙せわしなく動かしている。一刻も早くモナンジュに立ち去ってほしいといった焦りようだった。

「は、はい。かしこまりました」

　モナンジュはポケットの中に金子の重みを感じてうきうきしながら、右足をかばって少し不自然な歩き方で裏門を出る。ここらは大邸宅ばかりだが角を曲がって真っすぐ行けば酒場があるのだ。

　だが、その角を曲がったところで視界が真っ暗になる。頭を袋で覆われた。口を押さえられ、声も発せられない。プロの仕し業わざだ。周りに複数の人の気配を感じる。

「モナンジュ中尉、足の動きが不自然なのがいい目印になったよ。さっきの厩舎での会話はしっかり聞かせてもらった」

　何者かに小声で囁かれ、モナンジュはポケットの上から金子を摑む。だがその手は震えていた。







　一方、ヴュイヤールはギャルニエ公爵が寛ぐ部屋に通されたところだった。

　白地の壁には黄金の装飾がごてごてとついていて、窓と窓の間には黄金の彫像が立っている。その派手な装飾に似合わない小柄な好こう々こう爺や、ギャルニエ公爵が黄金の椅子から腰を上げた。

「こんな時間にどうしたんだ？」

　ヴュイヤールは足早に公爵の前まで出ると、お辞儀をする。

「ベーテンドルフ公爵家のエッカルトが捕らえられたそうです」

「エッカルトは王妃の義弟だろう？　なぜ彼が……？」

　真顔でも笑っているように見えるギャルニエ公爵が眉をひそめたが、その口角は上がったままだった。

「エッカルトがモナンジュ中尉と髪も目も同じ色とはいえ、別件逮捕としか思えません」

「まさか……」

　公爵が目を見開くが、それでも緊張感のない顔だ。

「そうです。私もそれを危き惧ぐしております」

　ヴュイヤールは神妙にそう答えた。

「それはまずい……エッカルトの口から両公爵家の関係が漏れるとまずい。これを見てくれ。昨日、エッカルトから、ベーテンドルフ公爵の手紙が届いたんだ」

「拝見させていただきます」

　その手紙は、ベーテンドルフ公爵がギャルニエ公爵から武器を供与されていたことを、エッカルトを通じてラングラン国王にばらされたくなければ、まだ返済が終わっていない武器の代金を帳消しにしてほしいという内容だった。

「まさか……我々を脅すなんて」

「そうだ、そして今、そのエッカルトが監獄に囚とらわれているとしたら、偶然だとは思えぬ」

　ギャルニエ公爵は愕がく然ぜんとして、よろよろと近くの長椅子の肘掛けに腰かける。

　そのとき、誰もいないはずの隣室の扉が開き、聞き覚えのある低い声が飛び込んできた。

「さすが老練な公爵閣下、よくぞ私の意図をお見抜きで」

　そこにはフェリクスとオディロンが立っていた。二人とも佐官の軍服を着ている。

「陛下！　なぜここに？」

　そう驚きながらも、公爵とヴュイヤールは丁寧なお辞儀をした。癖くせのようなものだ。

「モナンジュ中尉を追いかけていたら、ここに辿り着いたんだ。不自然な歩き方をしていたんだが、どこかで怪我でもしたのかなぁ？」

　フェリクスが嘯うそぶくと、ギャルニエ公爵がヴュイヤールと視線を合わせて蒼そう白はくになった。

　そんな公爵に近づき、フェリクスは手を差し出す。

「その手紙、見せてくれるかな？」

「こ、これはたいしたものでは……あっ燃えてしまいました」

　手紙の一端が近くにあった蠟燭の炎に触れて燃え、公爵の手から消えた。

「演技が下手だな、閣下。でも、同じ文面の手紙なら、筆跡をまねた習作がたくさんあるから、いくら燃やしても大丈夫だ。ほら」

　フェリクスが紙の束を宙に投げつけるようにしてばらまく。

「……ど、どういうことです!?」

　公爵は一枚、一枚と、拾っていく。どれもエッカルトのお付きから受け取った手紙と同じ文面だ。

「エッカルトは親から手紙なんて渡されていない。私もあんな、あんぽんたんが息子なら恐ろしくて密書など託せそうにないよ」

「な、なら、どうしてこんなことを？」

「どうして？」

　フェリクスは、近くのローテーブルに片足を乗せると、腰の鞘さやからサーベルを抜き、ギャルニエ公爵の喉元に突きつける。

　公爵が恐怖で顔をひきつらせ、一歩下がった。

「ギャルニエ公爵、おまえの罪を全て白日のもとにさらしたかったからだ」

「わ、私が一体どんな罪を犯したというのです!?」

　サーベルの刃は先さきを注視しながら、公爵が泣き出しそうな声で叫んだ。

　フェリクスは軽蔑するように顎を上げ、下目遣いで見やる。

「ほう。老いて物忘れが激しくなったようだな。では一つ一つ思い出させて差し上げよう」

「一つ！」

　フェリクスが声高に告げると、公爵がびくっと体を震わせた。

「ロワリエ地方の駐留部隊の指揮官、クロヴィス少将を殺害した罪！」

「……そ、そんな、なぜ私が？　クロヴィス少将が治安を乱したからといって、殺す必要がありましょうか」

　フェリクスはブチ切れそうになったが、ひと呼吸置いて続けた。

「クロヴィスは清廉潔白な軍人だ。ロワリエ地方の駐屯地にシェーンハイト兵が潜入してラングラン兵を殺害した事件の真相を追っていた。黒幕が誰なのかもうすぐわかりそうだという報告を最後にクロヴィスは暗殺された。誰かが両国の憎しみを煽あおって戦火を広げようとしていると憂い、治安を回復させようとしたクロヴィスに何を言うか！」

　やはりフェリクスは冷静を保てなくなり、最後は怒鳴り声になって一歩踏み込み、サーベルを公爵の手前にある足載せ台に突き落とした。後退あとずさりした公爵がつまずいて尻もちをつく。

　フェリクスにしたら、本当は公爵を突き刺したいところだ。

「あのとき私は国王ではなく若輩の公爵にすぎず、おまえは国王のお気に入りだった。そして私が国王になってから、シェーンハイトに放った間諜スパイからおもしろい報告が上がった。……おまえはベーテンドルフ公爵と仲がいいようだな？」

「そ、それは戦争も終わりましたし、お互い公爵同士ということで交流もございます」

「では、手紙を寄越したエッカルトが監獄にいると知って怯おびえていたのはどういうことだ？　手紙にはベーテンドルフ公爵の筆跡で、おまえが我が国の武器をシェーンハイトに横流ししていることについて書いたんだがなぁ。二つめの容疑は、敵国への武器の供与だ」

　腰を抜かしたように床に座す公爵が押し黙った。

　フェリクスは足載せ台からサーベルを引き抜く。

「三つ！」

　と、サーベルの切っ先を公爵の喉元に突きつけ、高らかに告げる。

「私の暗殺未遂。二年前から、少しずつ、おまえの配下に私の間諜スパイを送り込んできた。そして、おまえの国王暗殺計画を摑んだときは歓喜したよ。この悪魔は爵位剝はく奪だつぐらいでは生ぬるいと思っていたからな！」

　床に手を突いて、呆然とフェリクスを見上げていた公爵が、ハハハと乾いた笑い声を立て始める。その瞳には涙が浮かんでいた。

「私は……私は、あなたが国王になったとき、うれしかった、とても期待していたのです。このまま我が国の版はん図とを広げてくださるものかと……。それなのにロワリエ地方だけで満足して、さらには王女まで娶る始末！　シェーンハイト全土を制圧するお力があるのに……天才的軍師でいらっしゃるのに……どうして！」

　今度笑うのはフェリクスのほうだ。呆れたような笑みを浮かべた。

「まるで愛国者みたいなことを言う。お褒めいただき恐縮だよ。私は三百年にわたる争いを終結させるために戦っただけだ。版図を広げるためではない！」

　フェリクスは右手でサーベルを摑んだまま、左手で腰から銃を抜き取ると、手を挙げ、天井に向けて発砲する。

　すると、バルコニーに面したガラス窓から一斉に破砕音が立ち、兵士たちがなだれ込んでくる。公爵と側近のヴュイヤールは瞬く間に捕らえられた。二人は後ろ手に括られ、上体を倒す屈辱的な姿勢を取らされる。

「妻と娘だけは……助けてください」

　公爵が呻うなるように言って、上げた顔は涙に濡れていた。

「おまえの指図で殺されたクロヴィスにだって妻と……幼い娘がいた！」

　フェリクスの怒鳴り声は悲しみを含んでいた。

　公爵がその場で項うな垂だれる。

　そんな彼を塵ごみでも見るような目で一瞥すると、フェリクスは顔をオディロンに向けた。

「オディロン、公爵とヴュイヤール、暗殺未遂犯のモナンジュ、三人の接触を今後一切断つように。それぞれ別の監獄で取り調べを行うんだ」

「はっ」

　敬礼するオディロンは、心酔の眼差しでフェリクスを見つめていた。







　そのころエッカルトは、王宮と離宮の間に位置するラコルデール宮殿の居室に軟禁されていた。こちらは、先々代の国王が建てた別荘らしく内装も豪華で、エッカルトが通された居室は五部屋もあり、外に自由に出られないこと以外は悪くない環境だった。

　エッカルトは不安でじっとしていられず、衛兵が見張る中、居室内をうろうろと歩き回っていた。

　──全く、とんだ新婚旅行だ！

　マルティナと結婚してわかった。彼女は劣等感と虚栄心でできている。新婚旅行にラングランを選んだのだって、政略結婚で狂獅子王と結婚させられてしまったイレーネに、かっこいい元婚約者と仲睦まじいところを見せたかっただけだ。

　──そんなときに事件が起こるなんて！

　本当に散々である。帰国したら信心深くなって教会に多額の寄付でもするべきだろうか。それより前に、自分が犯人でないことを証明しないと帰ることすらできない。

　──ロゼ・シードルがおいしくて飲みすぎてしまったんだ！

　まさか自分が用を足しに出たときに暗殺未遂事件が起こるなんて不運にもほどがある。そもそも、エッカルトには殺す動機がない。

　──そうだ。その線で、身の潔白を証明するんだ！

　施錠された窓から外を見る。ここは四階である。鍵をかけなくても脱出など到底無理だ。

　それにしても不可解なのは、マルティナのもとから連れ去られるときは、貴族用の監獄であるモンタニエに連れていくようなことを言われたのに、なぜここなのか、ということだ。シェーンハイト王女の前なのだから、監獄ではなく宮殿に連れていくと言ったほうが、収まりがよかっただろうに──。

　そのとき、馬の蹄と車輪の音が耳に飛び込んできた。窓外に目を遣ると、月明りのもと、エントランスへと近づいてくる馬車が見える。その馬車は前後を騎兵に護衛されていた。

　──フェリクスでは!?

　ほどなくして回廊から人の声が聞こえてきて、ノック音が響く。前室にいる衛兵が扉を開けると、入って来たのはやはりフェリクスだった。彼の表情が穏やかなのが救いだ。

　──怒ると相当怖いらしいからな……。

　フェリクスが申し訳なさそうに眉を下げ、両手を広げてこう言ってきた。

「エッカルト、真犯人が捕まったんだ。私の部下が早とちりで申し訳ないことをした」

　エッカルトは脱力してその場でへなへなと倒れ込みそうになるが、近くの長椅子の背もたれを摑んで自身を支えた。

「いや、本当に驚きましたよ。お茶会を抜けたときに銃声がして……。で、暗殺犯は何者だったんですか？」

　エッカルトは、はーっと安堵の息を吐きながら長椅子に身を預けた。

　エッカルトの両隣が空いているのに、フェリクスはそこには座らず、長椅子の肘掛けに軽く座して視線を向けてくる。

　この国王は本当に金獅子だ。肖像画よりずっと美しい。姉を怪物に捧げたような気でいたマルティナはさぞ口く惜やしく思ったことだろう。

「実行犯を差し向けた者は、君の公爵家ともゆかりのある人物でね？」

「えっ」

　自分は無関係だと思っていたので、エッカルトの全身に緊張が走った。

「君の家、ベーテンドルフ公爵家に、ときどきラングランの者が訪問することがあっただろう？」

「え？　……ええ。たまにですが」

「戦争中、国交がないときもラングラン人の訪問があったはずだ」

　エッカルトはフェリクスに責められるようなことは何もしていないはずなのに、何か追及されているようで、胸の鼓動が速くなっていくのを感じていた。

「……ち、父は交友関係が広く、様々な国の方がいらっしゃるので……何をおっしゃっているのか……」

　フェリクスが半眼になった。機嫌のいい表情ではない。

「そうか。わからぬか。では、シェーンハイトに帰国して、誤認逮捕されたことをお父上にお話しされるときに、このこともお伝えいただきたい。暗殺未遂犯は、ベーテンドルフ公爵に武器を横流ししていたギャルニエ公爵が差し向けた者だと」

　内容があまりに意外だったので、エッカルトは理解するのに少し時間を要した。

「貴国ラングランの武器が我が国に？　まさか」

「死の商人とはよく言ったもので、儲もうかるなら武器はどこにでも売る。敵国にさえも。特に、シェーンハイトに売りつけるのには大きな意義があった。元帥であるベーテンドルフ公爵が下手に抵抗してくれると、私が全面戦争を仕掛けざるをえなくなるからだ。つまり、おまえの親は、知らず知らずに自国を滅ぼすようなまねをしていたんだ」

　──すごい自信……。

「それは……必ず陛下が勝つという前提のうえですよね？」

　フェリクスが肘掛けから跳ぶように下りる。その瞬間、黄金の髪が広がって、獅子のたてがみのように見えた。

「それはそうだ。三百年にわたって奪い合っていたロワリエ地方は、私が四週間で完全に制圧したんだぞ」

　自信漲みなぎる黄金の瞳が燃え上がり、その口が牙を剝むくように開く。

　──狂獅子だ。

　エッカルトが恐ろしさのあまり固まっていると、フェリクスがエッカルトの前に出た。

　彼は、さっきの狂獅子は錯覚かと思わせるほどに冷めた表情になっていた。

「お父上に伝えてほしいのはそれだけではない。お父上の友人であるギャルニエは爵位剝奪のうえ処刑される。両国の軍事を担う公爵家が繫がっていたなんてとんだ醜聞だ。だが、エッカルトが私の愛妃あいひの義弟であることに免じて、両公爵家の関係を伏せたままギャルニエを始末してやるから感謝しろ──と」

　エッカルトは呆然として何も答えらえなかった。

　するとフェリクスが目を眇すがめた。今にも襲いかかってきそうな迫力で、エッカルトは気づいたら立ち上がってお辞儀をしていた。

「ありがとうございます！」

　フェリクスはエッカルトを通して、彼の父を牽けん制せいしようとしているのだ。息子の誤認逮捕をベーテンドルフ公爵が抗議しようにも、その暗殺を企てた者から武器を受け取っていたことがばれているとなると、むしろ、息子を放免ほうめんしてもらえたことに感謝しないといけないぐらいだ。

「おまえ、両公爵家の繫がりについて、本当に知らなかったのか？」

　フェリクスが苛立いらだたしげに、エッカルトを横目で見ながら一歩前進し、一歩後退しを繰り返す。

「は、はい……。私の父は元帥ですが、わ、私は軍人にはなりたくなくて……」

「なら、ずっと軍人になどならないことだ」

　ぴしゃりと言い放つと、フェリクスがエッカルトに背を向けた。

「我々の妻が心配している。離宮に戻るぞ。もちろん、マルティナが私にキイキイ言わないよう、とりなしてくれるのだろうな？」

　フェリクスが顔だけエッカルトに向けてぎろりと睨んでくる。

　──ものすごい圧あつ！

「は、はいぃ！　私ができる範囲なら……」

「範囲じゃない。やるんだ。わかったな？」

「は、はい。承りました」







　そのころ、イレーネは離宮のベッドで横になっていた。目を閉じているが、全く眠れそうにない。寝室の隅ですすり泣く者がいたからだ。

　マルティナが窓辺に椅子を置き、外を眺めながら嗚お咽えつしていた。

　しかも「あの国王、絶対許さない」「せっかくの新婚旅行なのに」という恨みごとを定期的につぶやいている。

　──病気ではないとはいえ、一応、私、怪け我が人にんなのに～！

　エッカルトが心配なのはわかるが自室でやってほしいものだ。だが、フェリクスが来るとしたら、この部屋だからと言ってマルティナは聞き入れてくれなかった。

　そのとき、ガタッとマルティナが椅子から立ち上がった音がする。

「来たわ。こんな夜中に馬車……騎兵つきよ！」

　──フェリクス!?

　イレーネは身を起こし、ベッドから下りる。

「あら、お姉様、急に元気になられたんですのね？」

　マルティナがそんな嫌みを言って扉のほうへと向かう。

「怪我は腕だけだもの」

　イレーネはマルティナのあとについていく。隣室では侍女や衛兵が待機していた。

「馬車の音が聞こえたわ。フェリクスが戻って来たんじゃないかしら？」

　イレーネが問うと、大佐の肩章を付けた中年男性が敬礼してきた。

「王妃陛下、私が確認してまいります。こんな時間ですので、どうか寝室にお戻りください」

　大佐の必死な様子から、王妃を寝室から出すなとフェリクスに厳命されているのが見て取れた。

「わかったわ。この部屋でじっとしているから、誰が来たのかを教えてね」

「はっ」

　大佐が踵を返すと同時に、回廊に面した前室の扉がノックされた音が聞こえてくる。さらには「国王陛下、どうぞお入りください」という衛兵の声まで──。

　──フェリクス！

　こんなに早く戻ってきてくれるとは思ってもいなかったので、イレーネは喜びに胸を高鳴らせた。

「エッカルトのことを問い詰めなきゃ」

　マルティナがイレーネより一足先に迎えに出るものだから、イレーネは冷や水を浴びせられたような気持ちで、後ろに続く。

　隣室では、フェリクスとエッカルトが並んで立っていた。

「エッカルト！」

　マルティナが喜びの声を上げて、エッカルトの腕にすがるように抱きつく。

「エッカルト、やっと無実が認められたのね。監獄になんか入れられてかわいそうに。私、どれだけ不安だったことか！」

　涙を溜ためた目で、マルティナがエッカルトを見上げたというのに、エッカルトが困惑した表情でこんなことを言ってきた。

「いや、それが連れていかれた先は監獄ではなく、宮殿だったんだよ。なかなか荘厳な宮殿で……だから……機嫌を直しておくれ」

「エッカルトが王女わたしの夫だから監獄に入れられなかっただけでしょう？　軍人に連れていかれたとき、エッカルト、ものすごく怯えていたわ。国賓に不安を与えるなんてひどい歓待もあったものね！」

　語気を強め、マルティナがキッと鋭い眼差しをフェリクスに向ける。この時点で、オディロンが気を利きかせて部屋の中にいる衛兵と使用人を退出させていた。

　フェリクスが横目でマルティナを見る。

「さすがに国王である私が暗殺されかけたもので、いろいろあってな。そうだろう？　エッカルト」

　エッカルトがぶんぶんと激しく頭を縦に振った。

「そうなんだ。そもそも恐怖を感じたのは連行されたあのときだけ！　一瞬だよ、一瞬！」

　エッカルトから、ことを荒立てたくなくて必死な感じがするのは気のせいだろうか。

　だが、マルティナは怒り心しん頭とうに発して、イレーネのほうに顔を向けてくる。

「お姉様も、元王女として抗議をなさってください。ベーテンドルフ公爵家の嫡男がこんな目に遭わされたんですのよ。そして妻である私を不安に陥れました！」

　フェリクスが白けたように眉を上げたあと、イレーネに目配せしてきた。

　イレーネは、エッカルトがいないほうのフェリクスの横につく。すると、フェリクスが手を握ってきた。大きくて温かい手に包まれると、マルティナの抗議などどうでもよくなってくる。

　イレーネがフェリクスをじっと見上げると、彼もまた熱い眼差しで返してくれた。

「フェリクス、こんなに早く戻ってきてくれるなんて思ってもいなかったわ……」

「イレーネを安心させたくて、ものすごい勢いで、長年の懸けん案あんを片付けてきたんだ」

「長年の……？」

「ああ。そもそもそんなものを片づけてから求婚すべきだったんだが、君に婚約者がいたものだから焦ってしまって……迷惑をかけてすまない」

　フェリクスが握った手を持ち上げて、イレーネの手の甲にキスを落とす。そのときの視線が色っぽくて、イレーネはどきりとした。

「ちょっと、お姉様、私の声、聞こえてます？」

　──そういえば……。

　イレーネはマルティナが文句を言っていたことを思い出した。面倒くさい現実から目を背けていたかったが、そうはいかない。
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「確かに、マルティナはさっきまで不安そうだったけど、フェリクスがうまくやってくれたようでよかったわ」

「うまくって、誤認逮捕のどこがうまいとおっしゃるんです!?」

　イレーネが何か答えないと、と思案していると、エッカルトが先に口を開いた。

「マルティナ、私が紛まぎらわしいときに用を足しに席を外したのだから、嫌疑をかけられても仕方ないよ。だって、国王が暗殺されかけたんだよ？　疑わしきは全て捕らえないと。王妃の義弟ということで手荒い扱いはされなかったし」

「手荒くないってだけで感謝するなんて、エッカルトったら人がいいにもほどがあるわ！」

　呆れたようにそう言い放つと、マルティナがイレーネに顔を向けてくる。

「お姉様がお怒りにならず平然となさっているのもおかしいですわ。シェーンハイトの王女としての誇りをお忘れになったんですの？　きっと、お父様から頼まれた領土のことも忘れてしまったんですね！」

　──最悪！

　こんなふうに他人の口から出るより前に、フェリクスに申し開きをしようと思っていたのに、タイミングを逸いつしてしまっていた。

「領土？」

　フェリクスがいぶかしむように双眸を狭めた。

　表情の変化を認め、マルティナが得意げな顔になる。

「お姉様は、ロワリエ地方を母国に返してもらうという密命を帯びて、この国にやって来たんですのよ」

　──終わった……。

　フェリクスに愛していると言ったことも全て、領土目当てだったと思われても仕方ない。

　だが、王女としての誇りを忘れているのはマルティナだ。密命は他国に明かしてはいけないから密命なのだ。マルティナはシェーンハイトの利益を損なうようなことを言った。

　つまりイレーネは今、夫の愛情も、母国の国益も両方失ったというわけだ。

「……イレーネ」

　フェリクスの声が頭上から降ってきて、イレーネはびくっと体を強張らせた。

　──違うの、領土目当てで媚こびを売っていたわけじゃないの。

　そんな釈明を頭の中の紙に書いてから、イレーネはすぐにそれをくしゃくしゃにして捨てた。

　──違わない！

　イレーネの最初の目標は、フェリクスを掌の上で転がし、領土返還を頼むことだった。

「イレーネ」

　再びフェリクスの声が聞こえ、怪我をしていないほうの左手を握られる。顔を上げたら、フェリクスがイレーネの顔をのぞき込んできた。

「……馬鹿だな。欲しいものを聞かれたとき、刺繡用品じゃなくて、領土だと答えればよかったのに」

「へ？」

「イレーネが欲しいと言えばなんだってくれてやる。ロワリエ地方を両親にプレゼントしたかったのか？」

「え？」

　イレーネは父親に頼まれ、ここに来た当初の気持ちを思い出す。

「……最初はそんな使命感を持っていたけれど、私は今、ラングランの王妃だし……」

　──そうよ、渡したくないわ。

　そもそも、自身の力不足で失った領土なのに、それを娘に頼むなんて親としてどうかしている。

「フェリクス、私はこの国の王妃よ。たとえ母国でも、ほかの国には渡したくないわ」

「そう言ってくれると思っていたよ」

　フェリクスが目を細め、片手で手を握ったまま、もう片方の手で、イレーネの髪を指先でくるくるといじってくる。

「フェリクス……」

　どうやらイレーネの夫は海よりも広い心を持ち合わせているようだ。

「私……フェリクスと結婚できて本当によかったわ……」

　涙まで滲んでくる始末だ。

　そんな感傷はマルティナにより、ぶった切られる。

「も……もういいわ。お二人の世界に入られたようですから、我々は失礼いたしますわ。さ、帰りましょう、エッカルト」

　マルティナが白けた表情で、エッカルトの手を引いて去っていく。

　扉が閉まる音がするとフェリクスが「まだ誰も入れるな」と、大きな声で隣室に伝えるものだから、イレーネは胸がドキドキしてくる。

　──ふ、二人きりで何をするつもり？

　隣室にオディロンもいるのだから、さすがにキスまでしか許可しないんだから、などとこれからのことを想像していたら、全く色気のない声が聞こえてくる。

「あー、すっきりした！」

　フェリクスの、せいせいしたような表情を目の当たりにし、イレーネの脳内でふくれあがった甘い予感は一気に砕け散った。

「あ、あのう……どういったところがすっきりしたのでござりまするか？」

　思わず、古くさい言葉遣いで返してしまう。

「エッカルトだよ。ベーテンドルフ公爵がギャルニエ公爵から武器を買っていたことで脅したら、びくびくして……あー可お笑かしい」

「ギャルニエ公爵？　あの、とても気の好よさそうなおじい様が武器を？」

「そのうえ、私を暗殺しようとした」

「う……噓でしょう？」

　ギャルニエ公爵は誰かにはめられたのではないか。そう思ってしまうぐらい、にわかには信じられないことだった。

「イレーネ、真の悪人は、悪人の顔をしていないものだよ」

「そ、そう……でも、それなら、ご令嬢はどうなるの？」

「安心しろ。妻子まで罰する気はない。ただ、爵位を剝奪するのでブランディーヌは公爵令嬢ではいられなくなる。公爵夫人は裕福な侯爵家出身だから、そこに戻ればいいことだ」

「そ……そう……」

　少し意地悪だったが、あの生き生きとした女性が社交界から消えるとなると、イレーネは人生のはかなさを感じてしまう。

　そんな感傷に浸っていると、イレーネはフェリクスにそっと抱きしめられる。

「ギャルニエ公爵のせいで、多くの人が命を落とした。しかも私の命まで狙った。だから国王として厳罰を下さないといけない。わかるな？」

「え、ええ。わかってる。……そうしないと、フェリクスがまた狙われてしまうわ」

「そうだ。私はもう二度と、君が銃で撃たれるような状況を作るわけにはいかないんだ」

　フェリクスがイレーネの頭上に頰を寄せた。彼に包まれると全ての心配ごとが霧散していく。

「イレーネ、近いうちに、いっしょにロワリエ地方に行こう」

「まあ。新婚旅行ね？」

「それもある。美しいロワリエ地方の風景を、君とともに見たいとずっと思っていた。シェーンハイトともラングランとも違う文化を持つあの土地を」

　そのときイレーネは、この地方がフェリクスにとって、思い入れのある大切な場所であるように感じた。















終章











　マルティナとエッカルトが予定を切り上げて早々に帰国してくれた。

　これで、フェリクスと二人きりの時間を堪能できると思いきや、フェリクスは一連の事件の後始末に忙しく、相変わらずイレーネは刺繡にいそしんでいた。

　今日も今日とてイレーネは、自室のテーブルでロミーと向かい合って、白い布にちくちくと針を刺す。

　最近、フェリクスとうまくいっていることを伝えると、ロミーが得意げになった。

「ですから、私、最初から、フェリクス様はイレーネ様に夢中と申し上げたでしょう？」

「男性に愛されないっていう思い込みが強すぎて受け入れられなかったのよ」

「悪い魔女ならぬ魔男に呪いをかけられていたようなものですわ」

「確かに」

　イレーネが笑うと、ロミーも笑った。

　今思えばイレーネは、母親から、女らしくないと愛されないという呪いをかけられ、それをエッカルトに強化されて嫁いできたようなものだ。

「フェリクスが呪いを解いてくれたから、もう大丈夫」

　イレーネは思わずニヤついてしまう。するとロミーがハッと驚いたように口を開けた。

「イレーネ様、今の微笑、女性の私でも頰ずりしたくなるかわいさでしたわ！」

「え？　本当？」

　だが、もうイレーネは以前のようにこの表情を会え得とくするために、顔の動きを固定したりしない。

　──だって、ありのままにしているだけで、かわいいって言ってもらえるんだもの。

　ニヤニヤが止まらないイレーネだ。







　そのころ、フェリクスは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていであった。

　イレーネに旅行に行こうと提案したものの、やるべきことが山積さんせきしていた。

　ギャルニエ公爵だけ処刑したらいいというものではない。むしろ彼は重要な証言者である。処刑する前に実行犯を一網打尽にする必要がある。

　ロワリエ地方を制圧したあと、シェーンハイト兵を密かに引き入れた者、シェーンハイト兵を装ったラングランの軍人、ラングランの兵器をシェーンハイトに横流しした者、そんな者たちを軍に在籍させたままだと、軍全体が腐っていってしまう。

　そんなわけで、フェリクスは寝る間を惜しんで働いていた。

　寝室に入ると大抵、イレーネが熟睡している。

　──夜中の二時だから、いたしかたない。

　イレーネは口を半開きにして横向きに寝ているものだから、シーツに着けたほうの頰がむにっとふくらみ、口の中から涎が垂れていた。

　──かわいい……。

　フェリクスは横おう臥がで向き合い、彼女の涎よだれごと唇をべろりと舐め上げる。

　──変態か、私は！

　すると、イレーネが「んん？」と寝ぼけ声を漏らしたので、起きてくれたのかと期待するが、目を開けることなく、そのままフェリクスに寄りかかってきた。胸のふくらみを押しあてられ、彼女の細い腕が背中に回る。

　──拷問か！

　眠っているイレーネに手を出すこともできず、悶もん々もんとして、いよいよ睡眠不足に陥るフェリクスだ。

　そんなわけで、朝はフェリクスのほうが寝坊して、すでにドレスに着替えているイレーネに「そろそろ朝食の時間よ？」と、起こされる始末。

　そのとき、深いくちづけができるのがせめてもの救いである。

　イレーネと旅行に行きたい一心で、フェリクスは一ひと月つきでなんとか実行犯を全て洗い出した。各人の処分について証書にサインをし終えたのは、旅行に発たつ日の朝方のことだった。

　──間に合った……。

　フェリクスはそのまま、執務机に突っ伏して寝てしまう。

　しばらくしてフェリクスはオディロンに揺さぶられて起きた。

「フェリクス様、そろそろおでかけの支し度たくを」

　心配そうにフェリクスを見つめるオディロンの目の下にも隈くまができている。

　──苦労をかけてしまった。

「……わかった。着替えるよ」

　オディロンは出発ぎりぎりまでフェリクスを眠らせてくれていた。フェリクスは急ぎ軍服を脱ぎ、シャツを羽織り、首元にクラバットを巻き、ヴェストを着用し、丈長の上衣を羽織った。そのまま、エントランスに出る。

　──イレーネの居室に迎えに行こうと思っていたのに……。

　そんな後悔は、馬車の前でイレーネと対面したら、吹っ飛んでいった。

　イレーネは彼女の瞳と同じ爽やかな若草色のドレスを身に纏まとい、朝の光の中でうれしそうに微笑んでいた。

「フェリクス、軍服のときはかっこいいけど、こういう服を着ると優雅で、絵本の中の王子様みたい……って国王様だったわね？」

　イレーネが恥ずかしそうに自身の頭を拳でこつんとする。

　──神よ、今、全てが報われました。

　そんな崇高な気持ちでフェリクスはイレーネの手を取る。

「ぎりぎりになってしまってすまない。もう仕事は全て片付いた。旅先では二人でゆっくり過ごそう」

「フェリクス、旅行のためにかなり無理をしたんじゃないの？」

　──なんてできた王妃なんだ！

　普通の女なら、ここで寂しかったなどと文句の一つでも言うのが関の山である。フェリクスの体を気遣ってくれるなんて、さすがイレーネだ。

「そんなことはない。旅行が仕事の原動力になって却かえってはかどったよ」

　これは事実だ。ここ何年もの間、軍の中に蓄積してきた膿うみをたった一ひと月つきで出し切れたのだから。

「それなら、よかったわ」

　フェリクスはイレーネの手を取り、馬車に乗り込む。ここからロワリエ地方まで三泊四日の旅路となる。

　──まずは馬車でいちゃついて、宿泊先では……。

　ここ一ヵ月、図らずも禁欲を貫く羽目になっていたフェリクスの欲望は尽きない。

　馬車の中で、フェリクスはイレーネと並んで座ると、すぐにカーテンをきちっと閉める。

「イレーネ……やっと二人きりになれたな」

　そう囁くとフェリクスはイレーネの顎を持って瑞みず々みずしい唇に唇を重ねる。

「……フェリクス」

　イレーネが瞳を潤ませ、その小さな手でフェリクスの腕を摑んだ。

　──かわいい！

　フェリクスは、がばっとイレーネに抱きつく。そこから、めくるめく官能の世界が広がった……ような気がしたが、「フェリクス、着いたようよ」という、イレーネの声でフェリクスは目覚めた。

　──しまった！　寝ていた！







　フェリクスは相当疲れているようだ。

　自身が寝ていたことが信じられないといった様子で刮かつ目もくしていた。

「フェリクス、休憩用の離宮だそうよ？」

「あ、そ、そうだ。その予定だった」

　イレーネを抱きしめ、頭を馬車の窓に押しつけて傾いたまま寝ていたフェリクスが、イレーネから腕を離して背をただす。

「イレーネ、すまない」

　寝ている間もフェリクスはイレーネに体重をかけることが一切なかった。

「ううん。ここ一ひと月つき、とても忙しそうだったもの」

「理解があって、うれしいよ」

　最初こそこんな感じだったが、たっぷり睡眠をとると、いつものフェリクスに戻り、二人を乗せた馬車は四日目にロワリエ地方に入る。

　フェリクスは馬車の中で、ずっとイレーネを抱き寄せていた。

　窓の外に果樹園が見えたら、「ご覧、あんなにグレープフルーツがたわわに実って……豊作だな」と喜び、窓外が一面のライ麦畑になったら、「もう苗が植えてある」と、上機嫌になる。

「少し寄りたいところがあるんだが、つきあってくれるか？」

　イレーネが、フェリクスに連れていかれたのは軍の宿舎だった。黄金の装飾こそないものの、立派な白亜の建物で、周りを囲むレンガの壁は高く頑丈だった。

　エントランス前で馬車が停まる。すでに百人以上いようかという士官が整列しており、フェリクスとイレーネが馬車から顔を出すと、彼らが一斉に敬礼をしてきた。

　フェリクスが軽く敬礼して、彼らをざっと見渡す。

「皆、ご苦労。だが、今日は視察ではないので、気にしないでくれ」

　そう告げると、フェリクスがイレーネの手を取って裏庭のほうに向かう。すると、後続の馬車に乗っていたオディロンと侍従がついてきた。オディロンもフェリクス同様、軍服姿ではない。二人とも旅行中は〝軍人〟を休むつもりのようだ。

　侍従が速足で近づいてきて、手にしていた大きな花束をフェリクスに手渡す。

「国王陛下、お花をお持ちいたしました」

　ここは軍の宿舎である。花を好む人物がいるとは到底思えない。

「花？　どうして？」

「去年、あの厩舎でクロヴィスという将官が殺害されたんだ」

「ええ!?　ここで？」

　母国で聞いた噂では、その将官はフェリクスに殺されたことになっていた。

　フェリクスがイレーネを横目で見て、皮肉っぽい笑みを浮かべる。

「イレーネも噂を聞いていたんだな？」

　──私、すぐ顔に出るから！

「え、まあ。狂獅子と呼ばれる所以ゆえんとして母国で噂になっていたから……」

　イレーネはしどろもどろになってしまう。

「クロヴィス少将の殺害も、彼を殺したのが私だという噂を流したのも、ギャルニエの仕し業わざだ。ここ一ヵ月で、この事件に関わった実行犯は全て監獄にぶち込んだ」

「ええ!?　これもギャルニエ公爵なの？」

　フェリクスの眼が苛か烈れつに光ったので、イレーネは一瞬、ビクッとしてしまう。だが、一瞬だけだ。こんな表情もまた紛れのないフェリクスなのだと、イレーネはわかってきた。

　彼には二面性がある。

　──でも、根本のところはすごく優しい人だと思うのよね……。

「ああ。停戦後も、ここでは、ラングランとシェーンハイトの全面戦争を仕掛けるための様々な工作が行われていたんだ。その黒幕がギャルニエだと気づいたクロヴィス少将が、それを私に伝えようとして、この厩舎の前で暗殺された」

　フェリクスの視線の先には、左右に広がるレンガ積みの大きな厩舎があった。彼はその入口の脇にある石造りのベンチに花束を置くと、しばし目を瞑る。イレーネもそれに倣ならう。

　イレーネが目を開けると、フェリクスが悲しげに厩舎を眺めていた。

「……フェリクスにとって、すごく大切な方だったのね」

「ああ……。将来は元帥かと期待していた。だが、正義感あふれる前途ある将官が、私のために命を落としてしまったんだ」

　フェリクスの顔が悔恨でゆがんだ。

「フェリクス……」

　イレーネは何も言えなくなって、フェリクスに寄り添い、彼の背に手を置いた。

「クロヴィスの墓は王都にあるが、犯人を捕まえたら、ここに来ようと決めていた」

　フェリクスが瞳だけイレーネに向ける。

「イレーネ、旅行を楽しみにしていたのに辛しん気き臭くてすまない」

　申し訳なさそうに言われ、イレーネは心が苦しくなってくる。

「ううん……本当のことを知ることができて……よかったわ」

　──どうしよう。どんどんフェリクスのことが好きになっていく……。

　もうこれ以上ないというぐらいに好きだったのに、まさかもっと上があるとは思ってもいなかった。そして人を好きになりすぎると苦しくなることも──。

「あと一つ、つきあってほしいところがあるんだ。ロワリエ地方の首長宅に表敬ひようけい訪問だ。その前に、この宿舎で着替えるぞ」

「着替え？」

「ああ。郷ごうに入いりては郷に従えって言うだろう？」

　フェリクスがニッと片方の口角を上げた。







　ロワリエ地方の首長邸のエントランス前に馬車が着き、イレーネはフェリクスに手を取られ、馬車から降りる。

　とたん、大歓声に包まれた。ラングラン代々の国王夫妻で首長宅を公式に訪問したのは二人が初めてだったのだ。そのうえ、国王夫妻が身につけているのがロワリエの民族衣装だったことが、盛り上がりをさらに大きくしていた。

　──女性たちはフェリクスに釘くぎ付づけね。

　イレーネは、ちらっとフェリクスに視線を送る。

　全身黒の民族衣装はところどころに銀糸の刺繡が施され、袖はゆったりして、長丈の上衣は膝下まであり、その下には黒のゆったりしたトラウザーズを穿はいている。

　金髪で上背のある彼が身に着けると、まるで神話の世界から抜け出してきたようだ。

　フェリクスが周りに笑顔を向けたまま、イレーネの耳元で囁いてくる。

「美しい王妃が民族衣装を見事に着こなしているものだから、皆、感激しているよ」

「わ、私が？」

　そう言うイレーネは肩から膝下までフレア状に広がる長い袖が特徴的な白のワンピースで、そのワンピースの金糸の刺繡に合わせた黄金のアクセサリーを腰に巻いていた。

「そんな……フェリクスのほうがよっぽど似合っていて素敵よ」

　イレーネは改めて周囲を観察する。

　エントランス前で左右に並ぶ人々は皆、イレーネとフェリクスが着ているような民族衣装を身に着けていた。衣装だけでなく、顔つきだってラングラン人やシェーンハイト人とは異なる。

　見上げてみれば、建物も特徴的だ。レンガ造りなのだが、屋根が三角形で、しかもその上には細い円柱形の装飾が等間隔に並び、建物の四隅には尖塔が高々と聳そびえている。

　居並ぶ人々の中央に立っていた顎あご鬚ひげを蓄えた老人がイレーネたちのほうに歩み寄る。

「国王陛下、王妃陛下、ようこそお出いでくださいました。まさか拙宅まで足をお運びいただけるとは光栄の極みでございます。ご覧になりましたか？　我々の地を。国王陛下のおかげで、荒廃した土地が、ここまで豊かになりました」

　──荒廃した土地！

　だから、フェリクスは畑をうれしそうに眺めていたのだ。彼がこの地を豊かにした。

「ああ。もう麦畑には苗が植えてあった。やはりラングラン人ではなく、ロワリエ民族の長老に自治をお任せしたのは正解でした。これからも我が軍はロワリエ地方に留まり続け、収穫までお守りします」

　フェリクスが言い終わると、イレーネに視線を合わせて抱き寄せる。

「王妃イレーネは、シェーンハイトの王女です。三百年にわたる我々の争いも終わりました。その諍いさかいに、この地が巻き込まれることはないでしょう」

　長老が泣きそうな顔になって、何度もうなずく。周りからは歓声と拍手が上がった。

　その後、長老宅でごちそうになった料理もまた、羊肉の串焼きやレンズ豆のスープなど、食べたことのない珍しいものばかりだった。

　食後は、長老とその家族、高官たちと歓談し、夕方には辞する。

　長老宅から馬車で少し行ったところに、ラングラン軍元帥の邸があり、着いたときには辺りは暗くなっていた。

　元帥邸は高い塀に囲まれていて、塀の内側の要所要所に建てられている見張り台が、ここが戦地であったことを物語っていた。

　正門から中に入ると庭は手入れが行き届いており、その先にある邸宅は、宮殿ほど大きくもなく、装飾も華美ではないが、建物の造りは宮殿とよく似ていた。

「ここに住んでいたころは、まさか君を連れて来られるなんて思ってもいなかったよ」

　フェリクスが案内してくれたのは元帥の居室だった。

　本だらけの執務室を通り過ぎ、黄金の椅子やテーブルがある寛ぐための部屋に着くとフェリクスが歩を止め、人払いをした。

「イレーネ、今日は私の用事ばかりにつきあわせて悪かったな」

　イレーネはぶんぶんと頭を横に振る。

「ううん、ううん。本当に私も親も浅はかだったわ。返してほしいだなんて。結局どちらの国のものでもないんだわ。フェリクスが、自治ができるような体制を整えたのね」

「ああ。イレーネに、わかってもらえてうれしいよ」

　フェリクスがイレーネの頭にキスを落とした。

「あ、あの、私、プレゼントがあるの。ちょうど旅行の前日に完成したものだから……」

　イレーネは、馬車から運び込まれた大きな革製の旅行鞄かばんのベルトを外して中から、巻物のように包くるんだブックカバーを取り出す。

　──気に入ってくれるといいんだけど……。

　少し不安もあるが、イレーネは背後に隠したまま彼の前までくると、刺繡のブックカバーを左右にばーんと広げる。

「『鳥の王女』の世界を刺繡で表現したのよ」

　フェリクスが目を見開いた。啞然としているように見えたものだからイレーネは焦って言葉を継ぐ。

「これ、ブックカバーだから、一応、実用性もあって……。ほら、小難しい本も、このブックカバーをかけたら、楽しくなりそうじゃない？」

　驚いたまま固まっていたフェリクスの口の端が上がったと思ったら、ぷっと噴き出した。

　──ん？　真面目に言ってるんだけど……？

「よく見せて」

　フェリクスがブックカバーを手に取って、まじまじと見つめている。

「上手だな」

　──やったわ。褒めてくれた。

　イレーネは横から手を差し出し、ブックカバーの下半分、雪山のほうを指差す。

「最初は下半分を緑の山にしようと思っていたんだけど、ほら、鳥の王女になりきって飛んだときに受け止めてもらったのが出会いだってわかったでしょう？　あの日は雪が積もっていたから、雪景色に変更したの。見て。ここにフェリクスも入れたのよ」

　雪深い絶壁の上で、獅子が翼を広げている。

　フェリクスが黙り込んで、じっと、その獅子を見つめていた。ようやく口を開いたと思ったら、独ひとりごちるようにこう言う。

「獅子に翼……？」

　イレーネが獅子の翼を指差す。

「そうなの。グリフォンって知ってる？　神話に出てくるんだけど、鷹たかのような翼を持つ獅子なのよ。翼があれば、鳥の私といっしょに飛べるでしょう？　ちなみに、この獅子はね、鳥のほうをじっと見つめているのよ」

　イレーネが口元をゆるめると、フェリクスに横からぎゅっと抱きしめられた。

「え？　フェリクス、どうしたの？」

「イレーネ……翼を……ありがとう」

　──そんなに翼が欲しかったの!?

　イレーネはフェリクスの背に手を回し、大きな背中をぽんぽんとした。

「気に入ってもらえてよかったわ」

「……君と……結婚できてよかった」

「え？　ええ？　そんなの……私もよ？」

　なぜ今ごろこんなことを言い出すのかと驚いて、イレーネがフェリクスから体を離すと、フェリクスが、切なげな瞳でじっとイレーネを見つめてくる。

「イレーネに聞いてほしいことがあるんだ」

　フェリクスが神妙な面持ちをしていた。こんな表情を見るのは初めてだったので、イレーネは戸惑いを覚えつつも、うなずく。

「え、ええ。ぜひ聞かせて」

　フェリクスが近くのテーブルにブックカバーを置くと、イレーネを抱き寄せる。自身の胸板に彼女の顔をもたれかけさせた。

「……私は、代々軍師を輩出している公爵家の次男として生を受け、士官学校こそ卒業したものの、軍人になる気など更さら々さらなかったんだ」

「ええ？　フェリクス、そうだったの？」

　根っからの軍人というイメージだったので、イレーネは意外に思う。

「ああ。あのころ、私は文藝か絵の道に進みたいと思っていた。十五歳年上の兄、プレオベール公爵は私に絵の才能があると言って、外国から画材を取り寄せたり、高名な画家を連れてきたりと、応援してくれた。だが、六年前、その兄が元帥にまで上りつめたところで亡くなり、私が公爵位を襲爵しゆうしやくすることになったんだ」

　フェリクスの母親は産さん褥じよくで亡くなったと聞く。唯一の肉親である兄を亡くしたときの悲しみはいかばかりか──。

　そう思うと、イレーネにはかける声が見当たらなかった。

「私は夢を捨てて兄になろうと思った。兄のような立派な軍人に。頭を切り替えるために、それまで描えがいた絵や、書いた小説は全て燃やした。だが自分の気持ちにピリオドを打つために一冊だけ本を書き、オディロンに頼んで出版社に届けてもらったんだ。印刷する価値がないと判断されれば、それまで。腕試しだ。文だけでなく絵も試したいと思って童話にした」

　当時を思い返すように宙を見ながら、ぽつりぽつりと語っていたフェリクスが、テーブルからブックカバーを手に取り、鳥の刺繡を見せてくる。

「それが『鳥の王女』。文も絵も私が書いた」

「え？　えええ!?　フェ、フェリクスがファビウスなの!?」

　イレーネが驚きのあまり口を開けたままになっていると、フェリクスがブックカバーを大事そうにたたみ、再びテーブルに置いた。

「人生の選択肢がなくなり、私は夢を目指して飛べなくなった。だからヒロインに託した。ヒロインには飛んでほしかったんだ」

　フェリクスの黄金の瞳は悲しげでもあり、イレーネを慈しむようでもあり、イレーネは胸が締めつけられるような気持ちになる。こんな心の痛みは初めてだ。

「当時、叔父が駐シェーンハイト大使に任命された。いつまたシェーンハイトとの関係が悪化して国交断絶になるかわからない。ラングラン人が宮殿を訪問する機会など滅めつ多たにないからと、秘書官と身分を偽り、敵情視察のような気持ちで同行させてもらった。このことが私の人生の転換点になるとは思ってもいなかった」

　フェリクスがイレーネをじっと見つめてくる。

「まず、君と出会ったこと」

　そう言って、イレーネを抱き上げた。

「そして、その君が私の書いた童話の一節を諳そらんじて飛んでくれたこと」

「あの台詞セリフ、聞こえていたの？」

　フェリクスが長椅子に座り、膝上でイレーネを横向きに座らせた。イレーネは長椅子の上で脚を伸ばす。

「シェーンハイトの宮殿に着くなり、『鳥の王女』の一節を諳そらんじる少女の声が聞こえてきたものだから、驚いて声のほうに歩み寄ったら、君が宙ちゆうに浮かび上がった。まさか本当に飛ぶとは……」

「う、噓でしょう……。作者の前で……私？」

　イレーネが顎を上げて両手で顔を覆うと、フェリクスに手を取られて外される。目の前に、彼の困ったような笑顔が現れた。

「あのとき、死んでいた私の心が再び動き出したんだ。私が書き続けなくとも、世に出した本は生き続ける。少なくともあの少女の中で！　誰かがイレーネの名を呼んだので、第一王女だとわかった。のちに許嫁がいることも知った。だが、いつかまた会いたい、その思いをずっと抱えて生きてきた」

　──それで以前、私のことが忘れられなかったって言っていたのね……。

　まさか、その裏に、こんな苦しみが隠されていたなんてイレーネは想像だにしていなかった。異国での小さな愛読者との出会いに救いを見出すなんて、それ自体が、彼が失ったものの大きさを物語っている。

「シェーンハイトから帰国するとき、ロワリエ地方を通った。軍人になった以上、紛争地を見ておきたかった。当時は領土争いが一旦終結したばかりで荒れに荒れていた。この土地に平和をもたらすとしたら大攻勢だ、そう思った。ここを占領したら、あの少女は悲しむだろうか。いや、ロワリエ地方だけにすればいいのだ。シェーンハイトの本土には手を出さない。私はそう決意した。変な話だ。私は当時公爵で、イレーネは隣国の王女で、今後会えるかどうかもわからないのに、こんなふうにいつも私の頭の中にイレーネがいた」

「そ……そんな……」

　イレーネはもうなんと言ったらいいかわからない。長年思ってもらえるような価値が果たして自分にあるのだろうか。

「昨年の暮れ、前国王のみならず王子二人まで流行はやり病で亡くなり、国王の座が私に回ってきた。そのとき思った。今なら王女が娶れる、と。本当は、ギャルニエの件を片付けてから結婚すべきだったのに……。早く会いたいばかりに君を危険な目に遭わせてしまった」

　イレーネはぶんぶんと首を横に振った。

「ううん。フェリクス、すぐに求婚してくれて……ありがたかったのよ、実は」

「え？」

「私、エッカルトとの婚約を破棄したいと親に言ったばっかりに軟禁されていたところにフェリクスから結婚の申し込みが届いたおかげで解放されて、ほんっとうに助かったの」

「そ、そうか……それは、よかった」

　イレーネの反応が予想外だったらしく、フェリクスは少し戸惑った様子だ。イレーネは思い切ってフェリクスの首を搔かき抱いだき、キスをした。

「そうなのよ。だから、お互い感謝し合いましょう。これでおあいこよ？」

　フェリクスが小さく笑った。

　──よかった、やっと笑ってくれたわ。

「ああ。そうだな。やっぱり、イレーネは最高だ。君はいつも私の心を照らしてくれる」

「少しでも気持ちが軽くなったなら、うれしいわ。ねえ、フェリクス。私といっしょにいて楽しい？」

「ああ。君と結婚して、やっと毎日が楽しいと思えたよ」

「私のこと、好き？」

　フェリクスがイレーネの頰にくちづける。

「ああ、愛している」

　──楽しくて、愛している？

〝楽しい〟と〝愛している〟は違う、恋愛は残酷だと思い詰めていたのは、たった半年くらい前のことだ。まさか一致する日が来るとは思ってもいなかった。

　──もうずいぶん昔のことのよう……。

「フェリクス……私、今、とっても幸せよ」

「それは私の台詞セリフだよ？」

　フェリクスが上からイレーネの唇を覆うようにくちづけてきた。顔の角度を変えて何度もキスをしながら、イレーネを抱き上げる。

　イレーネが連れていかれたのは薄暗い寝室で、屋根のような大きな黄金の天蓋から下がる薄緑色のカーテンをフェリクスが片手で開けると、カーテンと同じ色のベッドカバーに覆われたベッドがある。

　フェリクスは片腕でイレーネを抱きかかえたまま、片手でベッドカバーを剝はぐ。上掛けの上にイレーネを下ろすと、自身のベルトを解ほどいた。ガウンのように左右を重ね合わせた丈長の上衣を脱ぎ、立ち襟の黒シャツの釦ぼたんを外していく。

　開はだけたシャツから彼の肌が見えて、イレーネは恥ずかしくなって目を逸らす。このままじっとしているのも気まずく思い、イレーネは身を起こした。腰に巻いた黄金のアクセサリーを外す。

「イレーネ、積極的でうれしいよ」

「そ、そう？　じゃ、服も……」

　いつもの鳥籠とりかご入りのややこしいドレスと違い、今日はシンプルな民族衣装でコルセットもないので自分だけでも脱げる。前身頃の釦を外して上下一連になった上着を脱ぎ、その下の立て襟の釦に手をかけたところで、フェリクスに手を取られた。

　フェリクスは一糸纏まとわぬ姿になっていた。

　──彫像のようだわ。

　思わず見惚れてしまったところでフェリクスにくちづけられ、そのまま押し倒される。

「イレーネは体のラインがきれいだから、こういうドレスのほうが似合うな」

　そう言いながら、フェリクスが釦を外していく。

「……皆がイレーネにうっとりしているのを眺めるのも悪くはないが、やはり、見せたくない気持ちが大きい」

　釦が外れると、フェリクスがイレーネの腰を摑み、じっと見つめてくる。

「円いふくらみから細い腰、そして臀部へと広がるこの曲線を知っている男は私だけでいい」

「そ、そんなに見られたら……恥ずかしいわ」

「服の下も見たい……傷はもう大丈夫なのか？」

　フェリクスがイレーネの片袖を抜く。二の腕には包帯が巻いてあった。

「まだ痛む？」

「ううん。もう包帯なんかしなくてもいいくらいよ。かすっただけだもの」

「……この傷はイレーネが私のために鳥になった印しるしだ」

　フェリクスが包帯の上からくちづけてくる。

「そ……そんな……飛ぶというより落ちたというか……」

「いや、私を守ろうとして飛んでくれたよ？」

　フェリクスが今度はイレーネの唇に唇を重ねた。何度もくちづけながら、下着をずらすと、顔の位置を下げ、乳輪を唇と舌で包み込んでくる。

「……んっ……ぁあ」

　フェリクスは舌で乳首を愛撫しながらも、その手で着々と、イレーネの服を剝はいでいく。

　やがてイレーネも裸になると、フェリクスが胸から口を離し、彼女をぎゅっと抱きしめてくる。舐められて敏感になった乳首が胸板に触れ、イレーネは彼の腕の中で快感に震えた。

「イレーネの肌は吸いつくようで、裸で抱き合っていると、まるで一つになったみたいだ」

「そんな……私もよ。以前、フェリクスは体を重ねる前に、心を重ねることは大事だと言ったわよね？　今、その意味がすごくわかった気がする」

「イレーネ……自分で言っておいて、私もようやくわかったよ。心が重なると抱き合うだけでこんなにも幸せな心地になれるんだな」

　フェリクスがイレーネの唇をべろりと舐めると、そのまま舌を耳まで這わせ、耳みみ朶たぶを口に含んで口内で舐なめ回まわす。

「あぁ、イレーネは、どこもかしこもやわらかくて……体中を舐め尽くしたいよ」

「……そんなことをされたら……私、おかしくなっちゃうわ」

「どんどんおかしくなって、新しいイレーネを見せてくれ」

　フェリクスは身を起こし、ベッド脇のチェストに置いてあったワインボトルの栓を抜く。

「ロワリエ地方名産のざくろワイン、いっしょに飲もうと思っていたんだ」

　フェリクスがワインを口に含み、イレーネを仰向けにさせた。くちづけてきたと思ったら、口内にワインが注がれる。

　イレーネは驚きつつも、飲み干した。

「少しくせがあるけど、おいしいだろう？」

「え、ええ。不思議な味……」

　──というか、こんな飲ませ方をされたら、味どころじゃないわ。

「喉が渇いた」

　と言うものだから、てっきりフェリクスも飲むのかと思ったら、ボトルに口をつけず、イレーネの体の上でワインボトルを傾け、乳房の頂にワインを垂らした。

「……んぁ」

　イレーネはうっかり反応してしまう。体が敏感になっていて、液体が体の上を伝っていくだけで、とてつもない愉悦が湧き上がってくる。

「やっとワインが飲める」

　フェリクスが、体中を這うように広がっていく赤い液体を舐めとる。

「ふ……ふぁ」

　彼の温かい舌の感触もさながら、舐めながらイレーネを見上げる野性的な眼差しが心を射る。しかも、フェリクスが動くたびに胸筋が彼女の下腹から太もものあたりに触れる。

「あ……フェリクス……」

　彼の舌は、下肢へと伝っていくワインを追いかけていくうちに、やがてイレーネの下生えに辿り着いた。

「ん……くっ」

　イレーネは思わず腰を浮かせてしまう。

「ここは、ワインがなくても喉が潤う」

　フェリクスは彼女の膝を摑んで左右に広げ、今度は太ももに垂れた蜜を舐め上げ、やがて、蜜源に舌をねじ込んでくる。

「あっ……フェリ……ぁあ！」

　イレーネは自身の中で彼の舌を直に感じ、蜜口をひくひくと慄おののかせた。シーツを摑んで嬌声を漏らす。

　フェリクスが秘所を覆った口で蜜をすすると、卑猥な音が立つ。まるで食べられているかのようだ。

「や……フェリクス……そんな……おかし……」

　イレーネはじっとしていられず、太ももを彼の頭にこすりつけた。それなのに、フェリクスは手加減するどころか、両手を胸に伸ばし、イレーネの乳房を下から盛り上げるように揉んでくる。

「……ぁあ……もう……おかしく……んっああ！」

　イレーネは涙ぐんで喘ぎ、びくっびくっと体を痙攣させることしかできない。

　ちゅっと、わざと大きな音を立てて、フェリクスが秘所から口を離した。

「悪いが、今日は余裕がない」

　濡れた秘所に彼の息がかかり、「ふぁ」と、イレーネが腰を跳ねさせたところ、体を割られ、いきなり欲望をぶつけられた。

「あ、ああ！」

　フェリクスは、いつもなら上体を起こしてイレーネを観察するところだが、その余裕もないようだ。イレーネの左右に手を突き、這いつくばるような体勢で、激しく腰を叩きつけてくる。そのたびにイレーネの乳房は揺れ、その先端が彼の胸筋にこすられる。

「フェ……フェリク……」

　まだ抜き差しが始まったばかりだというのに、イレーネはもうどこかに飛んでいってしまいそうでフェリクスを呼んだ。

「……イレーネ……、いつもよりすごい……そんなに……私を……くぅ」

　そう呻いてフェリクスはしなやかに背を反らせた。もっと奥まで繫がりたいとばかりに。

「あっ……もう、どこかに……いっちゃ……」

　イレーネはどんどん上昇していくような感覚に囚とらわれていた。







　フェリクスはそれまでの激しい動きをやめ、ぎりぎりまで雄芯を引きずり出すと、ゆっくりと中に押し入る。最奥を突いたところで動きを止めると、イレーネがひくひくと蜜壁で彼を抱きしめてくれているのが伝わってきた。

　イレーネは、いつ達してもおかしくないところまで来ている。

「イレーネ……いっしょに飛ぶんだろう？」

　フェリクスは繫がったままイレーネを抱き起こし、腰を浮かしてぐっと押し上げる。漲みなぎりで突き上げるたびに、肌と肌がぬるぬるとこすれる。彼女のやわらかい乳房が胸板に、弾力ある臀部が大腿に押しつけられ、蜜道がきゅうきゅうと彼自身を締め上げてくる。

　イレーネが顎を上げた。燭台の炎に照らされたダークブロンドがふわりと宙を舞う。

　──翼みたいだ……。

「あ……ぁあん、フェリ……ぁあ……と、ぶ……」

「ああ、そうだ。いっしょに飛んでくれるんだろう？」

　フェリクスはイレーネの腰を摑んで、ぐっと引き寄せ、彼女の中を埋め尽くすと、張り詰めた欲望を解放する。

「あぁ……！」

　イレーネが小さく叫ぶと、フェリクスの胸にぐったりと体を預けてきた。







　イレーネが地上に舞い降りて目を開けると、フェリクスの腕の中にいた。初夏なので互いの体温だけで充分だから、何も上に掛けていない。

「イレーネ、ぼんやりしていたよ？」

　フェリクスが額にキスをくれた。

　──幸せだわ。

　イレーネは、しみじみそう思う。

　しかも、フェリクスは『鳥の王女』の作者だったのだ。

「ねえ、フェリクス。私が『鳥の王女』を好きだと知っていたのに、なぜ作者だって名乗ってくれなかったの？」
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「私は政治と軍事の道で生きると決めていて、あの作者だった〝ファビウス〟はもう私ではない。それに作者がこんないかつい男だと知って、イレーネを失望させたくなかった」

「そんな、失望なんてありえないわ。むしろ好きな人が作者なんてうれしい。今になって思えば、『鳥の王女』って、すごくフェリクスらしい。『心を重ねて』なんて言葉、〝ファビウス〟が書きそうなことよ？」

　──そうよ。今だってフェリクスはファビウスなのに……。

　フェリクスとて本当は飛びたいはずだ。そうでなければ、翼をもらって感激したりなんかしない。国を背負う責任感から、その気持ちを打ち消そうとしているのだ。

　だが、イレーネは、フェリクスには夢を諦めずに飛んでほしかった。

　そんな想いでフェリクスを見上げると、彼が苦笑している。

「あと言いたくなかったのは……また書いてって言われそうだからだ」

　──くっ！　先を越された。

　まさしく、イレーネは次作を書いてほしいと言おうとしていたところだったのだ。

　──全く勘が鋭いんだから。

　イレーネは憎たらしげに、フェリクスの胸筋を突つつく。

「でも、また書きたくなったら、書くのを我慢しないで。書いたら、私に見せてね。これからは私たちの間に秘密はなしよ？」

　フェリクスはイレーネの顔をのぞき込み、その片眉を上げた。

「イレーネもだぞ？　おしとやかぶったり、趣味を偽ったり、本当の自分を隠すのは、なしにしてくれ」

　──確かに私にも秘密があったわ。

「そうね。私が本当に欲しいものは、豪速で走れる頑丈なそりよ。冬になったら、フェリクスとそり遊びと……雪合戦をしたいわ」

　フェリクスの瞳が輝き、頰がつぶれるくらい強く頰を寄せてくる。

「冬がこんなに楽しみになる日が来るなんて思ってもいなかったよ」







　フェリクスは、のちに絵本一冊と童話一冊を執筆することになる。それは印刷されることなく原本のみで、イレーネと愛児だけに捧げられた。

　だが、これはまだまだ先のお話──。
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　本書の中に、架空の本『美麗王に愛されて～アンメンドラ侯爵夫人の自伝～』が出てきますが、このタイトルを考えていたとき、急に十年以上前のことが思い出されました。

　当時、私は雑誌の編集をしていました。雑誌は「雑」なので、その読者層に合った切り口さえ見つければ、自分の興味のあるネタを持ってくることができます。

　興味のあることの一つが夜の街で、私は取材にかこつけて、元・売れっ子ホステスに会いに行きました。

　喫茶店で話を聞かせてもらったのですが、迫力ある美人といいますか、たばこをスッパーッと吸っていて、思わず「姉御！」と、太鼓持ちになりたくなるような雰囲気でした。

　その彼女が、自分は元ヤンで、こんな感じだから、銀座のクラブで社長とか偉い人にモテたと言うんですよ。彼らはＭだから、彼女みたいなＳっぽい女性を求めていると──。

　奇くしくも本作を書き上げて改稿に入ったとき読んでいた『太陽王ルイ14世　ヴェルサイユの発明者』（鹿島茂・著／KADOKAWA／二〇一七）で、ルイ十四世も晩年にはＭに転向したことが判明！　ルイ十四世と極秘結婚したマントノン夫人との「関係がＳＭ的であったことは否定できない」と記されていたのです。マントノン夫人は敬けい虔けんなカトリック信者なので、ルイ十四世の「叱られたい」という欲望を満たす、精神的なＳＭ関係でしたが……。

　とはいえ、国王との閨でのテクニックについて愛妾が赤裸々に本に綴つづるなんてことは、ありえないわけで『美麗王に愛されて～アンメンドラ侯爵夫人の自伝～』は、恋愛オタクのロミーが裏技で手に入れた秘伝の書ということでお許しを。

　Ｍではない（はずの）フェリクスですが、Ｃｉｅｌ先生のおかげで本当に幻獣になれました！　美しい!!　そしておてんばヒロインもこんなにかわいければ、国王が夢中になるというものです。本作がイラストによって説得力をもらえたようで感謝感激であります。

　人生はうまくいくことばかりではありませんが、こんなふうにときどきご褒美がありますね。Ｃｉｅｌ先生、編集様、そして読んでくださった皆様、ありがとうございました！
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